


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　目次






第一局　開戦は歩の突き捨てから

第二局　金底の歩岩より固し

最終局　歩のない将棋は負け将棋



あとがき









[image: 王手桂香取り！]







[image: 第一局　開戦は歩の突き捨てから]









　　　　１




「はい、王手ぇ。もうあんたに勝ち目はないよぉ。潔いさぎよくここで投了しちゃえばぁ」

　僕の対面に座る少年は、吐はき捨てるように言って駒こまを動かした。この相良さがら純じゆん一いちという名の小学三年生は、自分が勝勢になると態度が横着になる。いや、普段から生意気な態度ではあるのだが、将しよう棋ぎの対局になると横おう柄へいさが増すのだ。

　この横着な態度を改めさせるには、僕が勝利することが最善の方法だと思われるが、悲しいかな、何度対局しても僕はこの少年に勝てなかった。両手では数え切れないくらい負けている。段位で言うと、僕が初段で相良純一は三段。たった二段の差だが、その壁かべはとてつもなく高かった。

　何度やられても、何度苛いら立だつ言葉を投げられても、僕は相良純一に戦いを挑いどみ続ける。強い相手と戦わないとレベル・アップできないと思っているからだ。実際、この子は感心する手をよく指さす。とても勉強になる。相良純一の父親はプロ棋き士しである。きっと英才教育を受けているのだろう。中学一年でやっと初段になった僕とは、遺伝子レベルからして違うのだ。

　だが、勝負事に絶対はない。相手は同じアマチュアだ。決して勝てない相手ではないはずなのだ。その一心で今日も僕は一生懸命考えた手を指し続ける。

「まあだ粘ねばるのかよ。棋き譜ふが汚れるだけじゃん。プライドないのか？　プロならとっくに投了してる内容だっつうの」

　確かに、もうほとんど勝負は決している状じよう況きようだ。サッカーで喩たとえると、後半四○分で三対○とか四対○で負けているようなものだ。いや、もっと大差かもしれない。

「粘ればいいってもんじゃないんだよねぇ。逆転の見込みがあるならどれだけ劣勢でも粘って当然だけど、この盤ばん面めんのどこにも逆転の可能性は存在してないよ。もう勝負の綾あやはないの。綾って言葉わかる？　そんな指し方してても、強くなれないんだよねぇ。わかんないかなぁ」

　正論だと思う。強くなりたいのなら、ただ粘るだけでは駄だ目めだ。さっさと投了して、詰つめ将棋の問題集でも解いていた方が、よっぽど有意義だと思う。

　でも、僕は勝ちたいのだ。一度も勝ったことのない相手に勝ちたい。相良純一が大ポカしたり反則の手を指してしまったり、そういうレベル・アップにならない勝ち方でもいい。とにかく僕はこの子に勝ちたかった。

　しかしそんな僕の思いも虚むなしく、相良純一は一切緩ゆるい手を指すことなく、僕の玉ぎよくを追い詰めていく。

「はい、必至かかったよぉ。ぼくの間違いに期待しないでよぉ。こんな簡単な詰み、絶対間違わないから」

　彼が言ったとおり、僕の玉は一目見て詰む形だった。

　必至（＝かけられた側がどう受けても必ず玉が詰つむ状態）がかかっても、勝敗が決定するわけではない。手番はこちらに移ったわけだから、僕が先に相手玉を詰ませれば勝ちとなる。だから必至がかかっても粘ねばっていいのだが、攻めようにも攻めの糸口がない状態だった。だから僕は投了することにした。

「負けました」

　そう言って僕は頭を下げた。

　相良さがら純じゆん一いちはペットボトルに三分の一ほど残っていたコーラを一気に飲み干すと、ゲップしながら立ち上がった。

「ったく。もうちょっと諦あきらめのいい人間なら、とっくに終わってたのに。時間はもっと大切にした方がいいぜ。それにしても、あんた全く成長しないね。何て言ったらいいのかなぁ、攻めるべき時に守ったり、守るべき時に攻めたりしてるんだよね。ああ、あれだ。大局観ってやつがないんだね。もっとプロの棋き譜ふ見て大局観を養わなきゃ。じゃないと、いつまで経たっても初段の糞くそ雑ざ魚このままだぜ。じゃあねぇ」

　相良純一はもう一度ゲップをして去って行った。

　僕はテーブルの上の駒こまと盤ばんを片付けながら、溜ため息いきを吐つく。

　悔くやしい。相手がどれだけ強くても、負けてもレベル・アップできるならいいやという心構えだったとしても、やはり負けると悔しい。あんな風に糞くそ味み噌そに言われたら尚更だ。僕は思う。果たして僕は相良純一に勝てる日が来るのだろうかと。向こうはまだ全盛期ではない。発展途上だ。それでもすでに三段の腕前。一方の僕は、小学五年で一級になって、それから二年かけてやっと初段になった程度の腕。差は明白。そう考えると、相良純一が二歩とかの反則でもやらない限り、僕は永遠に彼には勝てないのかもしれない。

「情なさけないなぁ」

　ん？

　声が聞こえたので、僕は周囲を見回した。

　日曜日の午後三時。将しよう棋ぎの対局場である室内には、老ろう若にやく男なん女によが集まっている。最大で五十人くらいが入ることのできる室内は、七割ほどが埋まっている。お年寄りが多いが、僕と同じくらいの中高生、小学生もいる。いないのは、若い女性くらいか。ここはいつ来ても、若い女性はいない。最近、囲い碁ごの方は、若い女性のあいだでブームがきているという特集を見たことがあるが、将棋の方ではイマイチのようだ。

　で、僕の耳に届いた「情けないなぁ」という言葉は、若い女性の声だった。しかしどこを見渡しても、若い女性はいない。僕の目に届く範はん囲いで一番若いと思われる女性は、窓まど際ぎわに座っている四十代前半と思われる人だ。

　あの女性が言ったのだろうか。根こん拠きよはないが、そうは思えなかった。情けないという言葉は、もっと近くから聞こえたような気がした。僕の耳元で囁ささやくように、呆あきれた感じで「情けない」と。

　僕は首を傾かしげる。空耳だろうか。該がい当とうする女性が見当たらないので、そう判断する他ない。

　まあ、そちらの方がいい。ただでさえ精神的に疲つかれているのに、この上情けない奴やつだなんて罵ば声せいを浴びせられたら、涙で前が見えなくなるかもしれない。

　僕は片付けを終えると、道場を後にした。




　電車に揺ゆられること三十分。僕は自分の住む町へと帰ってきた。いくらか悔くやしさや苛いら立だちの感情も収まっていたが、相良さがら純じゆん一いちの顔を思い出すとまたムカムカが込み上げてくるので、僕は将しよう棋ぎとは関係のないことを考えて自宅へと続く川沿いの道を歩いていた。

　向こう側から、お爺じいさんと子供が歩いて来る。孫と思われる幼子の手を、お爺さんは優しく握っている。

　僕は三年前に亡くなった祖父のことを思い出す。

　僕が将棋を始めたきっかけは祖父だった。祖父は毎日縁えん側がわに座って、近所のお爺ちゃんと対局をしていた。始めの内はその光景を見ても何とも思わなかったのだが、対局が終わる度たびに一いつ喜き一いち憂ゆうする祖父を見ていると、次第に将棋というものに興味が湧わいてきた。

『僕も将棋を指したいから駒こまの動かし方やルールを教えて』

　その時の祖父の嬉うれしそうな顔は、今もよく憶えている。

　祖父の腕前は初段くらいで、最初の一年はハンデを貰もらっても全く歯が立たなかった。負ける度に、僕はよく泣いていた。

『あゆむに負けるまでは死ねないから、長生きしないといけないな』

　祖父はよくそう言って、悔し涙を流す僕の頭を撫なでていた。

　でも残念ながら、僕が初勝利を挙げる前に祖父は亡くなってしまった。

　僕は空を見上げる。

　今の僕と祖父なら、きっと好勝負になっただろう。もっと僕が早く強くなっていれば……。祖父のことを思い出す度に、僕は感傷的な気分になるのだった。

　視線を空から正面へと戻した時、川辺にしゃがんでいる女の子の姿が見えた。横顔を見て、すぐにその人が桂けい香か先輩だとわかった。瞬しゆん間かん、僕の胸は高鳴る。締しめ付けられるように、胸が痛くなる。

　どうしよう。声をかけようか。学校の外で話したことは数回あるが、全て桂香先輩から声をかけてきてくれたもので、僕から声をかけたことはない。校内であれば僕から話しかけることもあるが、決まって将棋に関する話で、プライベートに関する話を振ったことはなかった。桂香先輩は他の人達と将棋以外の話もしているが、僕は緊張してそういう話はできない。本当は将棋以外の話もたくさんしたいのだけれども。

　声をかけようとして近づいて行くが、臆おく病びよう風かぜが吹いたので素通りすることにした。こんにちはと話しかけてからの話題が、全く思い浮かばなかったのだ。せいぜい『今日のＮＨＫ杯を観ましたか？　名局でしたね』という話題しかない。残念だが、私服姿の桂けい香か先輩が見られただけで良しとしよう。

　それにしても、美人は何を着ても似合うな。ブルージーンズに白いＴシャツという極きわめてラフな恰かつ好こうでありながら、川辺にしゃがんでいる光景は、とても絵になる姿だった。

　目の保養に、もう一度見ておこう。そう思い、僕は振り返った。

　僕の目に飛び込んできたのは、桂香先輩の悲しげな横顔だった。

　先程は気づかなかったが、とても悲しげな目で川の流れを見つめている。そんな表情の桂香先輩を見たのは、初めてのことだった。と言っても、僕が桂香先輩と出会って、まだ二ヵ月しか経たっていないわけだが。

　ともかく、僕は心配になる。何かあったのだろうか。当然、何かあったから悲しい顔をしているのだろう。

　進んでいた僕の脚は自然に止まる。

　あんな顔の桂香先輩を残して行けるか？

　行けるわけない。悲しい顔をした女の子を放ってなんかおけない。僕の方が年下だとか、学校の後輩だとか、そんなことは関係ない。男としてこのまま素通りはできない。

　僕は踵きびすを返して桂香先輩へと近づいて行く。自分でも驚おどろくほど力強い足取りだった。将しよう棋ぎの駒こまで言えば、今の僕は飛ひ車しやだった。どんな駒が相手でも吹き飛ばす最強の駒、飛車。何人たりとも僕を止めることはできない。

　桂香先輩との距離が十メートルほどになった時、川かわ面もに視線を落としていた桂香先輩が不意に顔を上げた。僕と視線が交わる。瞬間、僕の前進は止まった。フリーズしたように、僕は呼吸までをも止めてしまった。

　視線が合って二、三秒のあいだ、桂香先輩は悲しげな瞳のままだったが、僕のことを認識した途と端たん、ぱっと笑顔をつくった。美人には笑顔が似合う。こちらの顔の方が断然良い。

「こんにちは、あゆむくん」

　歩と書いてあゆむ。それが僕の名前だ。親が将棋好きだから駒の歩ふから名前を付けた、というわけではない。一歩一歩着実に人生を歩んで欲しいという願いから、この名前を付けたと聞いている。まあ、将棋の歩と似たような感じだ。

「こんにちは、大おお橋はし先輩」

　僕は照れ笑いを浮かべて会え釈しやくする。桂香先輩を前にすると、どうしても頬ほおが赤らんでしまう。胸の鼓動は最高潮だ。声も若干震ふるえている。ちなみに心の中では桂香先輩と呼んでいるが、声に出す時は苗みよう字じで呼ぶ。

「どこか遊びに行く途中？」

「あ、いえ、将棋道場からの帰りです」

「Ｎ町にある将しよう棋ぎ道場？」

「あ、はい」

「そこがあゆむくんのお気に入りの道場だったわね」

　以前僕が話したことを憶えてくれていたことが、僕は嬉うれしかった。

「最近はネットで指さすのが主流だけど、やっぱり顔と顔を合わせて指す方が楽しいわよね。パソコンとか携帯で指しても、何だか味気ないのよね。緊張感も半減するし」

「同感です。緊張感が全く違います」

「まあ、強い人を探すことに関してはネットの方が圧あつ倒とう的てきに優れているけれど……あゆむくんの行っている道場には、強い人がいるの？」

　僕が知る限り、あの道場には高段者はいない。初段から三段が集まっている感じの道場だ。

　相良さがら純じゆん一いちのことを話してみようと思った。もしかしたら、父親繋つながりで面識があるかもしれない。桂けい香か先輩の父親も、プロ棋き士しである。しかもただの棋士ではない。棋界の頂点に君くん臨りんする、名人である。将棋ファンからすると、名人の娘さんと会話ができるというだけでも、大きな喜びだったりする。

「あの、相良純一って知ってますか？」

　僕の質問に、桂香先輩は少し首を傾かしげた。

「初めて聞く名前だわ」

「相良義よし一かず六段の息子です。その子が、僕の行く道場によくいるんです」

　桂香先輩は少しだけ目を見開いて、

「へえ、そうなの」

「大おお橋はし先輩は、相良六段とお会いしたことはありますか？」

　桂香先輩は過去を振り返るような目になって、

「たぶん、ないと思うわ。父の研究仲間ではないし、世代も違うから、そんなに親しくはないと思う」

「そうですか。顔、すごく似てるんですよ」

「その純一くんというのは、いくつ？」

「小学三年生です」

「腕前は？」

「三段です。限りなく四段に近い三段といった感じです」

　桂香先輩は嬉しそうな顔になる。その笑顔は、より強い相手との出会いを求める某ぼう漫まん画がのキャラクターを連想させた。

「将来有望な強さね」

「はい。小学生くらいの子供は、攻めに逸はやるあまり受けが疎おろそかになる子が多いですけど、純一くんは受けもしっかりしてるんです。一手一手が勉強になります。あれで態度が良ければもっといい──」

　僕はそこで口を噤つぐんだ。相良さがら純じゆん一いちは態度や口が悪いが、いちいち人に言うことじゃないと思ったのだ。それに、人の悪口を言うような人間は、きっと桂けい香か先輩は嫌いだろう。まして、子供の悪口を言う男なんて。

　だが、僕のそんな考えとは裏腹に、

「純一くんは、対局の態度が悪いの？」

　と、桂香先輩が僕の言葉を引き継いだ。

　少し迷ったが、僕は首しゆ肯こうした。

「恥はずかしい話ですが、僕は純一くんに一度も勝ったことがないんです。だから、よくいるタイプの、負けて悪態をつくというわけではありません。何と言うか、僕が劣勢になると、もう粘ねばっても無む駄だだとか、プロならとっくに投了してるだとか、才能がないだとか、今日なんて、このままだと一生初段の糞くそ雑ざ魚このままだとか言われました」

　話の流れでつい言ってしまったが、僕は後こう悔かいした。どれだけ態度や口が悪くても、やはり子供の悪口を言うべきではなかった。

　僕の話を聞いた桂香先輩は、寂さびしそうな顔になっていた。小学生の悪口を言ったことに対して嫌けん悪お感でも抱かれてしまったのだろうかと焦あせったが、違った。

「強ければ何をしても良いという考え方だとしたら、将来が心配だわ」

「そうですね。それは僕も思いました」

「その考え方を改めさせる方法があればいいんだけど……」

「純一くんでも勝てないくらい強い人を連れて行って負かしてもらうとかはダメですかね？」

　桂香先輩は首を横に振って、

「今の話を聞く限り、負けたからといって態度を改めるようには思えないわ。あまり言いたくないけど、お父さんの影えい響きようでそうなっているところはあると思う」

「相良六段の影響ですか？」

「ええ。相良六段は、勝った時の態度は傲ごう慢まんで、負けた時は大きく舌打ちして駒こまを叩たたきつけたりするのよ。それ以外にも、父からあまりよくない話を聞かされているわ。父が何度か苦言を呈したことがあるみたいだけど、あまり効果はないみたい」

　僕も一度だけ、テレビで相良六段の対局を観たことがあるが、確かにその時の態度はあまりよくなかった。温和な人柄で知られている桂香先輩のお父さんが苦言を呈するくらいだから、相良六段の性格は推して知るべしなのだろう。

「同じ将しよう棋ぎを愛する人間として、純一くんにも《実るほど頭こうべを垂れる稲穂》になって欲しいけれど、私達にできることはないでしょうね。機会があったら、今の話を父に話してみるわ」

　その言葉で、桂香先輩との会話が終わるのだと悟った。せっかくのクラブ活動外での会話、しかも二人きりの会話だったのに、結局将棋の話で終わってしまった。無念。

「はい。それじゃ、また明日」

「ええ。また明日。さよなら」

　桂けい香か先輩は踵きびすを返すと、僕に軽く手を振って去って行った。

　桂香先輩が、僕に、手を振ってくれた。こんなこと、初めてである。

　たったそれだけのことで、僕の心は有頂天になった。天に昇って行きそうなほど、身体からだが軽くなった気がした。

　相良さがら純じゆん一いちには気分を悪くさせられたが、これでチャラだ。いや、プラマイゼロじゃなくて、大きなプラスだろう。捨てる神あれば拾う神ありだ。僕はデレデレした顔のまま、帰宅の途とに就ついた。




　玄関のドアを開けて「ただいま」と声をかけたが、誰の返事も返ってこない。どうやら両親は出かけているようだ。僕は洗面所で手洗いと嗽うがいをし、冷蔵庫からジュースを取り出して二階の自室に入った。閉め切っていたカーテンと窓を開けて、部屋の換気をする。壁かべ際ぎわのデスクに座ってパソコンを起動させると、すぐに将しよう棋ぎの対局ができるサイトをクリックする。日本最大の会員数を誇ほこるこのネット道場には、初心者から高段者まで数多くいて、対戦相手には事欠かない場所である。僕はほぼ毎日、このサイトにアクセスしては夜遅くまで対局に没ぼつ頭とうしている。今日は相良純一に五連敗して、一度も勝っていない。どれだけ勉強になるといっても、負け続けるのは精神衛生上良くないので、勝利するまではここで将棋を指さし続けることに決めた。対局を希望している人達の中から適当な相手を見つける。過去に対戦経験のない相手。初手合いだ。僕は一つ息を吐はいて、対局開始の文字をクリックしようとした。

　と、その時だった。

「本当にあゆむは将棋が好きなんやなぁ」

　僕の背後で、声がした。女の人の声だ。

　え？　と声を出して僕は振り返った。

　女の人が立っていた。しかも一人じゃない。一、二、三。そこには三人の女性が立っていた。

「だ、だ、だ、だ、だ」

　誰ですか？　驚きのあまり呂ろ律れつが回らず、その一言が出てこない。

　僕は慌あわてて立ち上がると、部屋の中を見回した。

　もしかしたら、ここは僕の部屋ではないのではないかという思いが脳のう裏りを過よぎったのだ。他人の家に間違って入ってしまった？

　そんな思いを抱きながら、部屋の中にある物一つ一つに目を留めていくが、ここは紛まごうこと無き僕の部屋だった。

　では、今僕の目の前にいる三人の女性は、一体誰なのだ？

「でもそれだけ指しても、毎回同じような負け方になるのが残念なところやなぁ。あの純一という糞くそガキはむかつくけど、言ってることは正論やで。あゆむには決定的に大局観が足りん」

　そう言ったのは、僕から見て左端はしにいる女の子で、ショートカットの黒くろ髪かみに勝ち気な瞳と、ボーイッシュな容姿の女の子だった。年齢は僕よりも二、三歳年上に見える。七分丈のパンツに、淡い青色のシャツを着ている。上から三番目までのボタンを開けているので、はっきりと胸の割れ目が見えている。下着を着けているようには見えない。目のやり場に困る恰かつ好こうだ。

「それは言い過ぎですよ。あゆむくんはまだ十二歳ですし、強くなるのはこれからだと思いますわ。なぜ勝てたのかを考えるよりも、なぜ負けたのかを考えることの方が、強くなるために欠かせない条件です。だから、たくさん負けていいんです」

　そう言ったのは、僕から見て左から二番目に立っている、振ふり袖そでを着た女の子だった。振袖には一面に桜の花弁が描かれている。見み惚とれるほど、艶あでやかな着物だ。年齢は僕と同じくらいに見える。小こ柄がらな体格とおかっぱの髪型は、日本人形を彷ほう彿ふつとさせた。大きな瞳と透き通るような白く柔やわらかそうな肌は、本当にお人形さんが人間になったようである。

「あなたは、とても桂けい馬まの使い方が下へ手た。桂馬に謝りなさい」

　そう言ったのは、右端にいる女性。とても派手な恰好をしている。昔の欧おう州しゆう貴族が着るような出いで立ちとでも言えばいいだろうか。これで日傘を持っていれば、よく写真で見る欧州貴族の出来上がりだ。ただ、そんなド派手な恰好とは裏腹に、顔立ちは極きわめて日本的だった。白黒写真で見るような、昔の日本人女性のような顔のつくり。年齢は……女子大生くらいだろうか。大人の色気が漂ただよっている。
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　などと、悠ゆう長ちように女の子達の顔や服装を語っている場合ではない。この三人の女の子達は一体誰で、なぜ僕の部屋に上がり込んでいるのだ。

「あの、さっきから話を聞いていると、僕のことを知っているみたいですが、あなた達は一体誰なんですか？　何で僕の部屋にいるんですか？　両親の知り合いの方ですか？」

　矢や継つぎ早ばやの僕の問い掛かけに対し、誰も口を開かなかった。ただじっと僕を見つめているだけだ。

「な、何で答えてくれないんですか？　あなた方が誰か知りませんが、ここは僕の部屋です。部屋に入る時は、ノックくらいしてください」

「それは無理や」

　関西弁の女の子が口を開いた。

「な、なぜ無理なんですか？」

「あたし達は最初から部屋の中にいたから、ノックはできん」

　僕は眉まゆを顰ひそめて、

「最初から部屋の中にいた？　そんなわけない。僕が部屋の中に入った時、絶対に誰もいなかった」

　そこまで言ったところで僕は気づく。大事なのはそんなことではないと。

「いや、そんなことよりも、あなた達が誰なのかを教えてください。ま、まさか、泥どろ棒ぼうじゃないですよね？」

「まあ、何て酷ひどいことを言うの。私達が盗人ぬすつとですって？　こんな侮ぶ辱じよく、あの日以来だわ。今までで一番酷い侮辱の言葉は『桂けい馬まは将しよう棋ぎの駒こまの中で一番役に立たない』だったけれど、それに匹ひつ敵てきする人格攻撃よ。酷い。最低」

　欧おう州しゆう貴族のような恰かつ好こうの女の子は僕を強く睨にらんでいる。

「あ、いや、そういうつもりで言ったんじゃないんです。すいません」

　って、何で僕が謝らなければいけないんだ。おかしい。何かおかしい。

「じゃあ、あなた達は誰なんですか？　それを言ってくれないから、僕も変なことを訊きかなくちゃいけないんですよ」

「どないする？」

　関西弁の女の子は、他の二人に視線を向けた。

「まずは、話してみましょう。どうしても信用してもらえないのであれば、奥の手を使えばいいと思いますわ」

　と、日本人形のような女の子。

「そやな。とりあえず話すか。ま、奥の手使わんでもあたしがぶん殴なぐって納なつ得とくさせるってゆう手もあるけどな」

「暴力はダメです、暴力は。話せばわかってくれるはずですわ、あゆむくんは」

　関西弁の女の子が、僕の眼前まで進んできた。

「今からあたし達の正体を話すけど、頭を柔やわらかくして聞くんやで。ええな？」

「は、はい。わかりました……」

「ちなみに、あゆむは宇宙人や幽ゆう霊れいといった存在を信じるか？」

「宇宙人や幽霊ですか？　まあ、いても不思議じゃないと思いますが……」

「ほな、話すで。世の中には色々なことがあるんだなあ、という意識であたしの言葉を理解するように努めるんやで」

「はあ……」

「あたし達は、将しよう棋ぎの駒こまや」




　一瞬、意識が飛んだ。頭の中が真っ白になって、意識が宇宙に行っていた。

　僕は、彼女の言った言葉を頭の中で反はん芻すうする。

『あたし達は、将棋の駒や』

　これは一体どういう意味なのだろうか。僕に対して頭を柔らかくしろだとか、世の中には色々なことがあるんだなあという意識を持てとか言っていたが、理解不能だ。

　文字通りの解釈をするのであれば、将棋の駒というのは、飛車とか角とか金とか銀ということになるが、駒に自我はない。どんなに頑張っても人間にはなれない。これは一々確認する必要もないことだ。

　では、文字通り以外の解釈をしなければいけなくなるが……将棋の駒というのは何かの喩たとえなのだろうか。『私は会社の歯車だ』という喩えのように、自分達を将棋の駒に置き換えたのだろうか。しかし何に対しての喩えなのかがわからない。

「あのぉ、仰おつしやっている意味がよくわからないんですが。将棋の駒というのは、何かの喩えですか？」

　僕の言葉に、三人はやっぱりな、という目つきになった。

「やっぱり言葉だけじゃ信用せえへんか。なら、あたしの鉄てつ拳けんで──」

　関西弁の女の子が握り拳こぶしを作って一歩前に出た時、

「だから暴力はダメですよ！　暴力反対！」

　と、日本人形のような女の子がその拳を両手で包み込んだ。

「あゆむくんは、話せばきっとわかってくれますわ。懇こん切せつ丁てい寧ねいに、一つずつ話していきましょう」

「そか。ほな、あんたに任せるわ」

　関西弁の女の子が戦せん闘とう態たい勢せいを解くと、日本人形のような女の子は部屋の奥へと歩いて行き、部屋の片かた隅すみに置いていた将棋盤ばんと駒の入った箱を持ち上げた。そのまま僕の方へとやって来る。

「あゆむくん」

「は、はい」

「もう一度言います。わたくし達は、将しよう棋ぎの駒こまです」

　少女の目を見る限り、僕をからかっているようには見えなかった。頭のおかしい人にも見えない。至って真ま面じ目めで、真剣な眼まな差ざし。詐さ欺ぎ師し的な色は、微み塵じんも見受けられない。

　だが、やはり、僕はその言葉の意味を理解することはできない。

「あの、本当に、意味がわかりません。何ですか、将棋の駒って」

　少女は将棋盤ばんを差し出し、

「この将棋盤と駒は、あゆむくんのお祖じ父いさんから貰もらったものですよね」

「そうですけど、何で知ってるんですか？」

「この将棋盤と駒がいつ作られたか、ご存じ？」

「亡くなった祖父は、代々受け継いできたものだということしかわからないと言っていました。大正時代から受け継いできたことは間違いないけど、それ以前の記録はないと」

「この将棋盤と駒は、江戸時代の初期に作られた物なの」

「江戸時代？　江戸時代の初期って、四百年も前ですよ？」

「ええ。今から約四百年前に、現在の山形県天てん童どう市にあたる場所に住んでいた殿との方がたの手によって、わたくし達は生み出されました。その殿方は職人というわけではなく、完全な趣味でこの駒と盤を作ったのですけれども、同時代に作られた駒達の多くは様々な理由によって姿を消してしまいました。わたくし達が生き延びることができているのは、あゆむくんのご先祖達が大事に使ってきてくれた結果ですわ。感謝しています」

　江戸時代と言えば、将棋の初代名人である大おお橋はし宗そう桂けいが誕生した時代。それが事実なら、この盤と駒は相当な値打ち品ということになるが……。

「なぜ、そのことを知っているんですか？　祖父や曾そう祖そ父ふでさえ、いつ作られた物か知らなかったというのに」

「なぜ知っているのかと問われれば、わたくし達自身が、その駒であるからという答えになりますわ」

　何だか眩暈めまいがしてきた。僕の今の状じよう況きようを喩たとえると、ボードゲームでスタート地点から三マス目が《振り出しに戻る》だった場合、何度サイコロを振っても延々と三しか出ない状況と同じである。

「あの、とてもじゃないですけど、その話は受け入れられません。だって、そうでしょう。将棋の駒って、生き物じゃないんですよ。意識のない、ただの物です。百歩譲ゆずって、あなた達が鶴だと言うのなら、理解しようという心が働くかもしれません。何か恩返しをしに来てくれたのかなって。でも、将棋の駒って何ですか？　将棋の駒は、人間の姿に化けることはできませんよ。いい加減にしてください」

　一気に言い終わった僕は、深く息を吸った。

　興奮している僕とは対照的に、少女は冷静なままだった。

「わたくし達も、最初から意識があったわけではないですわ。始まりは普通の駒こまでした。それがある日突然、自我を持つようになりました。全ての駒が同じ意識を共有するわけではなくて、それぞれの駒が、独立した意識を持てるようになりましたの。覚かく醒せいした瞬しゆん間かん、それまで意識がなかった時代の記憶も、わたくし達の頭の中に保存されることになりました。人間の姿になれることは、最近知ったことなので、こうやって表に出てきたのは今回が初めてです。あゆむくんにどうしても伝えたいことがあって、わたくし達三人は出てきたのです」

　ほら。また、振り出しに戻るだ。

　僕は叫さけびそうになる心を落ち着かせるために、深呼吸した。

　このままじゃ埒らちが明かない。振り出しに戻らない質問をするべきだ。

「じゃあ、あなた達が将しよう棋ぎの駒だという証拠を見せてください。そこまで言うんだから、当然見せられますよね？」

　さあ、どう出る？

「わかりました。お見せします」

　ほう。表情一つ変えずに答えたか。

「駒を、盤ばんの上に全部出してください」

　僕は言われたとおり、箱を引っくり返して駒を盤の上に出した。

「それで？」

「駒は、全部ありますか？」

　僕は駒を一枚ずつ綺き麗れいに並べていく。対局をする時のように、先手と後手の陣じん地ちに駒を配置していく。すぐに駒が足りないことに気づく。

「あれ……桂けい馬まと香きよう車しやが一枚ずつない。それに……歩ふも一枚足りない」

「全部で三枚。それが、わたくし達です」

　僕は笑った。これが笑わずにいられるか。

「こんなやり方じゃ、小学校低学年の子供も騙だませないと思うよ」

　少女は振り返り、二人を見る。二人は同時に頷うなずく。少女は再び僕に向き直った。

「これが証拠ではありません。証拠は、これからお見せします」

「うん。見せてくれ」

「その前に、座ってもらえますか。あゆむくんが驚いて転んで怪け我がをするといけないので」

「驚いて転ぶねえ……」

　座らないと証拠を見せないと言われかねないので、僕はその場に胡坐あぐらを掻かいた。

　少女は駒が並べられた盤の前に立つと、

「驚くなと言っても驚くでしょうけれど、どうか冷静に」

　と言って消えた。




　え？　消えた？

　目の前で起こったことを、僕はさらりと言葉にしたが、何が起こった？

　マジックのように、姿を消す直前に布が覆おおい被かぶせられたわけではない。煙が出て姿を消したわけでもない。一いつ瞬しゆんで、僕の眼前から姿を消したのだ。

　部屋のどこを見ても、日本人形のような顔立ちの少女はいない。一瞬で隠かくれられる場所なんてあるはずもない。

「うわあああああああああああ」

　まるで映像と音がずれた動画のように、僕は少女が消えてから十数秒後に驚おどろきの声を上げて立ち上がった。

「こ、こ、こ、こ、こ」

　コケコッコーと言いたいわけではない。これは一体どういうことだと問いたいのだ。

「どうや？　信じたか？」

　関西弁の女の子はにやにやして僕を見ている。

　僕は言葉が出ない。頭の中を整理できない。糸がこんがらがった状態。

「一人消えたくらいじゃ、トリックだ何だと言いそうなので、私達も一度姿を消しましょう。しばらくのあいだ、この人を一人にした方が効果的な気がするわ」

　欧おう州しゆう貴族のような恰かつ好こうの女の子は盤ばんの前に進んで、姿を消した。

「うわああああああああああ」

　僕は総毛立った身体で部屋の隅すみっこへ逃げた。

「あたしは、まどろっこしいやり方は嫌いや。これだけ見ても信用せえへん言うんやったら、今度こそ鉄てつ拳けん制裁もあるで」

　関西弁の女の子は盤の前に進んで、姿を消した。

「うわああああああああああ」

　僕は脚が震ふるえて立てなくなり、その場にしゃがみ込んだ。

　僕はしばらくその場を動かなかった。動くのが怖こわかった。動いた瞬しゆん間かん、何かが起こりそうで動けなかった。

　女の子達が消えてから十分くらい経たって、僕はようやく動いた。

　この十分間、僕はじっと盤の上を見つめていた。頭の中は無だった。何も考えていなかった。考えられなかったと言った方が適切だろうか。僕は赤ちゃんのハイハイと同じスタイルで、恐おそる恐る盤の前まで進んだ。首を伸ばして、盤上の駒こまを見る。

　増えていた。

　足りなかったはずの香きよう車しや、桂けい馬ま、そして歩ふの三枚の駒が、盤の中央に載っていた。

　この事実を、どう受け止めればいいのだろうか。これがテレビの中で起こった出来事なら、何か種があるのだろうと勘かん繰ぐるだろうが、全て眼前で起こったことだ。とても仕し掛かけがあるようには見えない。

　仕掛けがないということは、この現象は全て真実ということになってしまう。

　人間が一いつ瞬しゆんで消える。それは、どういう理屈だ？　学校では習っていないし、そんな能力や道具の存在も聞いたことがない。それは漫まん画がや映画の中だけに存在する超常現象のはず。

　彼女達が人間ではなかったら？

　そんな思いが生まれた。

　人間が一瞬で姿を消すことは不可能でも、人間以外の何かだったら、それは可能ではないのか。本来は人間の姿をしていない何かが人間に姿を変えられるのなら、姿を消すことも容た易やすいことのはずだ。

　こんなことを考えている僕は、彼女達が言っていたことを信じたのだろうか。自問してみる。

　いや、こんな摩ま訶か不思議な現象を見せられても、完全に信用することはできない。将しよう棋ぎの駒こまが人間の姿に化けているなんて、そんな話すぐに信用できる人なんていないだろう。

　ただ、百パーセント疑ってかかっていた十分前とは違って、僕が彼女達に向けていた疑惑の目の色が薄うすまったのも事実だった。彼女達の言葉を完全には信用できないが、噓うそを言っているとも思えない。相反する思いが、僕の中で殴なぐり合いを続けている。

　僕は盤の中央に載っていた香きよう車しや、桂けい馬ま、歩ふを、空いていた升ます目めの中に並べた。

　あの少女は、自分達は江戸時代に作られた物だと言っていた。最初は意識はなかったが、ある日突然、自我を持ったと。

　物には魂たましいが宿ると言う人がいる。大事に扱あつかえば期待に応えてくれて、ぞんざいに扱えば機嫌を損そこねて能力を発はつ揮きしてくれないと。僕も、そういうことはあると思う。形がある物には、特に人間の身近にあったり肌に触れたりしているような物には心が宿っていても不思議ではないと思っている。

　でも、でも、でも、それが人間の姿に化けて自我を持つとなると、話は別になる。

「その様子じゃ、丸一日経たっても信用せえへんやろうな」

　突然、僕の耳に声が届いた。

　短い叫び声を上げて僕は立ち上がる。室内を見回す。誰もいない。

　と、僕はそこで気づいた。この声、もっと前に聞いている。

　そう、今日の昼間、相良さがら純じゆん一いちとの対局を終えたあとに聞こえてきた女の人の声。

　対面している状態だと気づかなかったが、あの『情なさけないなぁ』という声は、先程の関西弁の女の子にそっくりだった。

「この声、道場で聞いた声にそっくりだ……」

　誰に言うともなく、僕は呟つぶやいていた。

「それはあたしの言葉や。あんな糞くそガキにいいようにやられっ放ぱなしやから、思わず出てしもうたんや」

　また、声が響ひびいた。

　僕は視線を下に向けて、駒こまを見る。

　本当に……本当に駒が話しているのか。自我を持って、自分の言葉で僕に話しかけているのか。

「そんな言い方をしては、あゆむくんが可か哀わい相そうですよ。相手は子供と言っても、将しよう棋ぎの強さに年ねん齢れいは関係ないわけですから。あゆむくんだって、勝ちたいんです」

　この声は、日本人形のような女の子か。

「で、いつまでこの状態で会話続けるん？　あゆむ、さっさと信用せえよ。これだけで十分やろ。これ以上何をすればあたし達が駒だって信用するんや。言うてみぃ」

「僕は……僕は……」

　僕は頭を押さえた。頭が爆ばく発はつしそうだ。わからない。何も考えられない。

「ああ、もう、面めん倒どう臭くさい。あたしは出るで」

　瞬しゆん間かん、僕の眼前に関西弁の女の子が現れた。

　かと思うと、女の子は僕の胸むな倉ぐらを掴つかんで、

「おい！　あたしは決断の遅い男と香きよう車しやの使い方が下へ手たな男が一番嫌いなんや！　さっさと信用せえや！　ほんまに殴なぐるで！」

　と言って握り拳こぶしを見せつけた。

　僕は大きく仰のけ反ぞって、

「わ、わかりましたっ。信用しますから、殴らないでっ」

「よっしゃ。それでええ」

　女の子は満足そうな笑みを浮かべて固めた拳を解除した。

「全然よくないですよっ！」

　ふわりと、日本人形のような女の子が現れた。

「それはただ脅おどしてるだけじゃないですかっ。ダメですよ。そんな乱暴なやり方をしては」

「別にええやん。こうでもしないと、あゆむはいつまで経たっても信用せえへんて。話があるから出てきたのに、これじゃいつまでも本題に入られへんで」

「いや、ですから、そんなやり方をしても、あゆむくんはわたくし達が駒だということを信用するわけではないですよ」

「でも、実力行使したくなるのもわかるわ」

　いつの間にか欧おう州しゆう貴族ファッションの女の子もその場に立っていた。

「目の前で瞬しゆん時じに姿を消したり現したりしても半信半疑にしかならないんだったら、殴りたくもなるでしょう。私はそんな野や蛮ばんなことはやらないけれども」

　僕は呼吸を整えながら、

「話って、何か僕に伝えたいことがあって、皆さんは人間の姿になって出てきたんですか？」

「せや。声だけの状態で話しかけても、気味悪がって信用せえへんやろうなって、あたし達の意見が一致した結果、こうやって外に出て来たってわけや」

「その伝えたいことって、何でしょうか？」

「伝えたいことはいくつかあるんやけど……まず第一に、あの相良さがら純じゆん一いちって糞くそガキに勝てということや」

「相良純一に、僕が勝つ？」

「そうや。あゆむ、悔くやしくないんか？　毎回あんな舐なめた態度とられて。江戸時代やったら、あの糞ガキ斬きり捨てられてるで」

「僕も、悔しい気持ちはありますよ。あの態度も、直した方がいいとも思ってます。でも、僕は、純一くんに、憧あこがれを抱いてる面もあるんです。どれだけ態度が悪くても、将しよう棋ぎが強いのは事実ですから。弱い僕は、その強さに惹ひかれている面もあるんです」

「かぁー、なんちゅうこと言うねん。信じられん。あの糞ガキに憧れやて？　江戸時代やったら、市中引き回しにされとるで」

「何と言われてもいいですけど、僕では純一くんに勝つことはできません。今日の対局をご覧になっていたのならわかるでしょう。レベルが違います」

「そんなことは言われんでもわかっとる。誰も自力で勝てとは言うとらん。あたし達が助言したるから、そのとおりに指せばいいだけの話や」

「あなた達の言うとおりに指す？」

「そうや。相良純一との対局中に声だけで指し手を伝えても、あゆむは自分の頭がおかしくなったのかと思って、そのとおりには指さんやろ？　だからこうやって、前まえ以もつて人間の姿で伝えに来たってわけや。来週の日曜日、あの糞ガキを襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのように負かしたれ」

　僕は言葉を返さずに、ここまでのやりとりを頭の中で整理するように努めた。

　僕の家系に代々受け継がれている将棋の盤ばんと駒こま。その駒が、人間の姿で現れて、生意気な子供に勝たせてやるという。

　なぜ？

「あの、何で、僕を純一くんに勝たせようとするんですか？」

「むかつくからや。あたし達は、あゆむの先祖達に大事に扱あつかわれてきた。で、今はあゆむがあたし達の主あるじや。その主が、毎回同じ相手にボロクソ言われとる。ただ負け続けとるだけなら、あたしも何も言わん。世の中、どうやっても勝てん相手はおるからな。あたしにも、そういう存在はおる。だけど、あたしが、いや、あたし達がむかついとるのは、あの糞ガキの態度や。あたし達は将棋の駒であることに誇ほこりを持っとる。当然、将棋が大好きや。将棋が好きな人間も大好きや。努力してプロ棋士になる人間もおるし、どれだけ努力してもアマチュア三級止まりの人間もおる。全部ひっくるめて、あたし達は将しよう棋ぎ好きの人間を愛しとる。でもな、勝ったあとに相手見下して暴言吐はいたり、負けたあとに悪あく態たいついて駒こまを叩たたきつけたり、そんなもんは将棋好きのすることちゃう。そういうのはな、自分の小さなプライドを満足させるためだけに将棋をやってるだけのチンケな奴やつや。プライドを保つ手段が、たまたま将棋だったというだけの話なんや。本当に将棋が好きだったら、勝っても負けてもすぐに反省会をするもんや。将棋用語で言うと、感想戦やな。将棋が好きで、今よりも強くなりたいと思ってるんやったら、悪態ついとる暇ひまなんてないはずなんや」

　その言葉は、僕の胸に深く突つき刺ささった。説教されているのが自分であるかのように、頭が下がる思いだった。

「僕は、暴言を吐いたり駒を叩きつけたりしたことはないけど、勝って得意げになったり負けて機き嫌げんが悪くなったりしたことはあります。僕も、反省しなくちゃいけないのかな」

「別に人や物に当たらなかったらええで。勝って喜びを爆ばく発はつさせるのも、負けて悔しさを表すのも、どちらも自然な行為や。あたしは悟さとりを開いた坊ぼうさんになれと言ってるわけちゃうからな。ただ、あの糞くそガキみたいな態度は行き過ぎということや」

　僕は頷うなずき、三人を見回した。

「まだ、頭は混乱した状態ですけど、皆さんの言いたいことはわかりました。でも、僕が純じゆん一いちくんに勝ったとしても、純一くんが態度を改めるでしょうか？」

「そこまでは知らん。あたし達はただ、自分達の主あるじが侮ぶ辱じよくされてるのが気に入らんから懲こらしめてやろうとしてるだけやからな」

「そうですか……。でも、本当に僕が勝てるんでしょうか？　皆さんがアドバイスしてくれるということですが、皆さんの棋き力りよくはどれくらいですか？」

「アホっ！」

　喉のどちんこが見えそうなほど、関西弁の女の子は僕の眼前で大きく口を開けた。

「将棋の駒に向かって、棋力はいくつかやて？　なんちゅう間の抜けた質問するんや。それな、名人に向かって『駒の動かし方を知ってますか？』って訊きくくらい失礼な質問やで」

「す、すいません。皆さんの実力がわからないものですから」

「あたし達の実力は、めちゃくちゃ強い、や」

「めちゃくちゃ強い、ですか……」

「そうや。相手が名人だろうがスーパーコンピュータだろうが、あたし達の敵じゃない。将棋だけに関して言えば、あたし達は神様に匹ひつ敵てきするくらいの強さや。ほとんどのプロ棋士に対して飛ひ車しや落おちで勝てるレベルなんやからな、あたし達は」

「ほとんどのプロ棋士に飛車落ちで勝てる？　そんな、まさか……」

「何や、信用せえへんのか？」

「い、いえ、そういうわけじゃないですが……」

　大おお駒ごま一枚抜ぬきでほとんどのプロ棋き士しに勝てるというのが事実であれば、それはもう人間の想像を遙はるかに超える強さだ。インパクトが強すぎて、喩たとえさえ浮かんでこない。彼女達は、人間やどんな高性能のコンピュータでもたどり着けない場所にいるのだ。

　そこから見る景色は、どんな眺ながめなのだろう。

「皆さん、三人とも同じ強さなのですか？」

　日本人形のような女の子がこくりと頷うなずき、口を開く。

「はい。玉である女王様以外の駒は、皆同等の強さですわ。でも、局面によっては、意見が合わないこともあります。最善手がはっきりと見えている局面なら意見が割れることはないのですが、難解な局面においては、それぞれの考えが異なることもあります」

「ほとんどのプロ棋士に飛ひ車しや落おちで勝てるくらいの強さなのに、最善手が見えない局面なんてあるんですか？」

「もちろん、ありますわ。ただ、人間の言う難解な局面とわたくし達の言う難解な局面とは、かなりの開きがありますけれども」

「なるほど。それは何となくわかります。僕達人間が三十手とか五十手先を読んで最善手を指さそうとしているとすると、皆さんは数千、数万という膨ぼう大だいな数の変化を読んでいるということですよね」

　日本人形のような女の子はにこりと笑い、

「はい。そういうことですわ」

「じゃあ、皆さんからすれば、コンピュータが示している最善手というのも、おかしいんでしょうね」

「もちろんや。あんなもん、いちいち信用する必要はあらへん」

　再び関西弁の女の子。

「いや、コンピュータを作った人間がおかしいんかな。まあ、どっちでもええけど、コンピュータが最善の手を示してる時というのは、そのコンピュータ自身が相手の指し手を予想しているわけや。そうやろ？」

「はい。そうです」

「じゃあ、その相手が予想してない手を指したらどうなる？」

「それは……」

「予想を遙かに上回る一手を指された時、そのコンピュータの評価は一変するわな。最善の一手というのは、相手の指す最善手を完かん璧ぺきに予想できる者にしか指せん。部分的には、人間にもそれはできる。ただ一○○手とか二○○手とか、そういった長い手数の将棋では、最善手を指し続けることはできん。人間はもちろん、色んな意味で人間の手を借りないと善悪の判断も付かないようなコンピュータには無理や。完璧な手を指し続けることができるのは、神様かあたし達だけ。たとえばプロ棋士がたくさんの戦型を定じよう跡せき化しとるけど、あんなもん、あたし達なら簡単に覆くつがえせるで。全然最善の応手になってへんからな。何が言いたいかというと、人間やコンピュータが示してる最善手というのは紛まがい物言うことや。憶おぼえときぃ」

　確かに、今の話は身に覚えのあることだった。

　つい先日、プロ棋き士し同士の対局を、名人と同等の力を持つと言われているスーパーコンピュータが解かい析せきしている番組を観た。中盤から終しゆう盤ばんにかけてスーパーコンピュータはＡ棋士を優勢としていたのだが、ある局面においてＢ棋士が指さした一手で、スーパーコンピュータは評価を一変させてＢ棋士優勢とした。Ａ棋士は悪手を指していない。コンピュータが示していた最善手を指し続けていた。つまり、コンピュータは、Ｂ棋士のその一手を予想できていなかったということになる。関西弁の女の子の言ったとおり、それまで示していた指し手は、最善手でも何でもなかったということだ。

「将しよう棋ぎって、奥が深いんですね」

　僕は感かん嘆たんの思いで言った。

「深いでぇ。あたし達でさえ、まだ極きわめてないんやからな。毎日勉強や。さっきも言うたけど、定じよう跡せき化かされている戦型の多くは、完かん璧ぺきじゃない。だから頭空っぽのまま定跡どおりに指すのは止やめた方がええ。常にどこかに間違いがあるんじゃないかと疑いながら指した方が、棋き力りよくアップに繋つながる」

　僕は肩を竦すくめて、

「初段程度の僕が、プロが作った定跡の間違いを見つけられるとは思えないですが……」

「そういうネガティブな考えがダメなんやて。前向きに行け、前向きに」

「はい、すいません」

　日本人形のような女の子が僕の顔を覗のぞき込むようにして、

「あゆむくん、わたくし達が将棋の駒こまだということを信じたような様子に見えますけれども、もう信じてくれたのですか？」

　と訊きいてきた。

　僕はこくりと頷うなずいて、

「そうだね。信じる心の方が強まっているのは事実だよ」

「それでええ。じゃあ、あたし達の力を借りて糞くそガキを倒すことにも異論ないんやな？」

「それは……」

　彼女達の話が真実なら、僕はイカサマをして勝つということになる。それは、将棋指しとしてやってはいけないことだ。ネットで将棋を指すのが主流の現在では、相手の指し手をソフトに解析させながら将棋を指すという不正が多く起こっている。プロ棋士と同等の棋力があると言われているソフトだ。アマチュアが太た刀ち打うちできるはずもない。そんなことをして何が面おも白しろいのかわからないが、真ま面じ目めに指している方としては面白くない。あくまでも人間対人間だから対局の妙みよう味みが得られるのであって、喜怒哀楽もなければ緊張もしないコンピュータ相手と戦っても、それは得られない。僕がやろうとしていることは、その不正を行っている輩やからと大差がないのではないか。

「自分のやろうとしていることが、不正やと思ってるんやな」

　僕の心を読んだかのように、関西弁の女の子は言った。

　僕は無言で首しゆ肯こうした。

「これは不正やないで。別に賞金やタイトルがかかっとるわけちゃうし。場末の道場で、子供を正しい道に導くための指導対局をすると思えばええ。まあ、あたしが絶対に厭いやとは言わせんけどな」

「もおっ、だから握にぎり拳こぶしを作らないでください！」

　結局、悩なやんだところで僕に拒否権はないのだろう。殴なぐられるのは厭だし、従うしかない。

「わかりました。皆さんの助言どおりに指します」

「それでええ。来週の日曜日が楽しみや。あいつ、あゆむに負けた時どんな顔するんやろ。いつものように猫が鼠ねずみ苛いじめとったら、鼠の中からライオンが出てくるんやからな。その瞬しゆん間かんの顔、はよう見たいで」

　関西弁の女の子は、心の底から愉快痛快といった笑みを浮かべている。

　この人、所謂いわゆるドＳだろうなと僕は思った。

「あの、さっきの話だと、他にも何か僕に言いたいことがあるみたいでしたけど」

「二つ目は、あゆむの棋き力りよくアップの手伝いをしてやりたいってことや」

「僕が強くなるためのお手伝い、ですか」

「そや。あゆむは自分には将しよう棋ぎの才能はないと思ってるみたいやけど、そんなことはないで。才能を感じさせる手を、よく指しとる。ただ、今はそれ以上にポカが多いから結果が付いてこないんや。それがあたし達はもどかしくてな。これからは適てき宜ぎアドバイスしたる。あたし達は将棋の駒こまがあるところだったらどこへでも意識を飛ばせるから、いつでも好きな時に感想戦ができるで。でも脳内で会話をするためには、本体である駒がないといかん。だからこれからは肌はだ身み離さず、あたし達三枚の駒を持ち歩くようにするんや。何かあれば、人間の姿になって表に出ることも可能やからな」

「わかりました」

「で、あゆむのためにやってあげたいことの最後なんやけどな、ある意味、あたしがあゆむにやってあげたいことの一番がこれなんや」

「これ、と申しますと？」

「あゆむは、大おお橋はし桂けい香かのことが好きやろ？　その手助けもしてあげようって、三人で話し合ってたんや」

　ずばりと言われたので、僕の顔はかあっと熱くなった。

「いや、好きっていうか、憧あこがれというか……」

「別に隠かくす必要も否定する必要もないで。あゆむは桂けい香かと対局する時、無理攻めして自じ爆ばくすることが多いよな。男らしいところを見せようとして、攻めが空回りしてる結果や。いつもは慎しん重ちようになり過ぎて攻めが遅いのになぁ」

　図星を言われたので、僕はぐうの音も出なかった。

「でも残念ながら、現状では桂香はあゆむのことを男とは見てへん。興味自体、持ってへん」

「そんなことは、言われなくても、わかってますよ」

　と僕は返したが、少し凹へこんだ。

　別に期待はしていない。そもそも、中学三年生の女子が、中学一年生の男子に恋心を抱いだくなんて、そんな夢物語を描くほど僕は妄もう想そう家かではない。この年代の男女の二歳差は、その数字以上に大きな開きがあると思う。しかも向こうは美少女。僕は普通の顔。向こうは将しよう棋ぎクラブの主将。僕はレギュラーになれるかどうか微び妙みような立場。更に言うなら、桂香先輩は名人の娘さんなのである。同じ土ど俵ひように立つには、あまりにもスペックが違いすぎる。

　重々承知しているのだ。でも、やっぱり、少し凹む。

「いやいや、そんな凹む必要はないで。よお聞け。桂香はな、将棋が大好きで、異性自体に興味がないんや。あたし達に未来を見通す力はないけど、これからも大差ないと思う。そんな桂香を振り向かせる男になるには、イケメンになることでも高収入の職に就つくことでもない。将棋が強い男になることや。桂香が何度やっても勝てないくらいの腕前になれば、桂香はあゆむを男として見るようになる」

　その話を聞いても、僕の心は全く浮かなかった。

「そんなの無理ですよ」

「何が無理なんや？」

「桂香先輩の段位は、五段ですよ。僕が全く歯が立たない純じゆん一いちくんよりも強いんですよ。喩たとえるなら、マシンガンを持った相手に出で刃ば包ぼう丁ちよう片手に突進して行くようなものです。相手のテリトリーに入る前に、殺されちゃいますよ」

「出刃包丁でマシンガンに勝てる方法があるとしたら？」

「そんな方法あるわけが──」

　言いかけて僕は一度口を閉じた。

「まさか、桂香先輩との対局の時に、僕にアドバイスして勝たせるということですか？」

　関西弁の女の子は、肯こう定ていも否定もしない。微び笑しようを浮かべて僕を見つめるだけだ。

「そんなこと、絶対にダメです。それこそ不正です。そんなやり方で勝っても、そしてそんな方法で桂香先輩を振り向かせても、意味がありません。詐さ欺ぎと同じです。実力で勝って振り向かせないと、真実にはなりません」

「よう言うた。それでこそあたし達の主あるじや」

「えっ」

「いくら主あるじのためとはいえ、あたし達もそこまではできん。桂けい香かのように礼儀正しくて真剣に将しよう棋ぎと向き合っている人間を騙だますような真ま似ねはな」

「仰おつしやるとおりですわ。こちらの頭が下がるくらい、桂香さんは真しん摯しに将棋に向き合っています。そんな方を騙すようなことは、絶対にやってはいけません」

「大おお橋はし桂香は、桂けい馬まの使い方が、とても上手」

　僕と違って、桂香先輩の評価は非常に高いようだ。

「それじゃ、僕が桂香先輩に勝つ方法とは？」

「たくさん対局して、たくさん詰め将棋を解いて、たくさん強い奴やつの棋き譜ふを並べて、負けた対局ではどの指さし手が悪かったのかを見つけるんや」

「そ、それだけですか？」

「それ以外に何があるんや？」

「いえ、それはそうですけど、それを毎日やっている結果が、今の僕なんですが……桂香先輩に勝てるようになるとは、とても……」

「今までは、自分の手の何が良くて何が悪いか、漠ばく然ぜんとしかわからなかったわけやろ。でも今日からは、あたし達が解説してやることができる。物覚えの悪いあゆむでもきっちり理解できるように懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したるから、安心せぇ」

　一言多いが、将棋の神様が解説してくれるのであれば、確かに僕も格段にレベル・アップできるかもしれない。

「まあ、何か訊ききたいことがあったら、その都つ度どそれぞれの駒こまに話しかけてくれたらええ。とりあえず、今すぐ知りたいことはあるか？」

　僕は三人の顔を見回して、

「皆さんがどの駒なのかを知りたいんですが……桂馬さんは、そちらの奇き抜ばつ……個性的なファッションをされている方ですよね？」

「お、ようわかったな。そや。この派手な恰かつ好こうしてる女が桂馬や」

　これはすぐにわかった。だって、台詞せりふの中に常に桂馬という単語が入っているのだから。

「あたしは香きよう車しや。着物を着てる子が歩ふや」

　なるほど。関西弁の子は香車か。後退を知らない前進あるのみの特とく徴ちようがぴったりだ。

　日本人形のような女の子は歩。なるほど。こちらもイメージにぴったりだった。堅実に一歩一歩着実に歩むイメージ。僕の名前でもある歩は、僕が好きな駒の一つだった。

「あの、意識が宿っている駒は、皆さんだけですか？　他の飛車、角、金、銀、そして玉ぎよくはどうなんでしょうか？」

「隠し事をするのは嫌いやから、はっきり言うわ。他の五枚の駒はな、あゆむのことが嫌いなんや。自分達の主が弱いのが気に喰くわんらしい。特に玉である女王様は、あゆむの顔も見たくないと言うとる」

「そ、そうなんですか……」

　将しよう棋ぎ好きの僕としては、駒こまに嫌われるのは辛つらいものがあった。将棋の要かなめである玉に嫌われるというのは、全否定されている気にもなる。これから飛車、角、金、銀、玉を動かす時、変な感情が生まれるかもしれない。

「まあ、初段まで腕を上げただけでも評価できるけどな。あゆむはよう頑がん張ばっとると思うで」

　と、フォローするように香きよう車しやは言った。

「あゆむくんは、これからまだまだ強くなりますよ。そうすれば、他の駒達もあゆむくんを認めて表に出てくるはずです」

　と、歩ふは微び笑しようを浮かべて言った。

「強くなるのは構わないけど、とにかくあなたは桂けい馬まの使い方をちゃんとしてちょうだい」

　と、桂馬は冷めた目で言った。

　何だか、凄すごいプレッシャーをかけられているな。桂けい香か先輩に勝てるようになるまで、どのくらいの時間がかかるのだろうか。想像もつかない。

　まあ、でも、いいか。僕はもっともっと将棋が強くなりたいと思っているわけだし、こんな奇き天て烈れつな体験、普通は望んだってできない。彼女達は、プロ棋き士しでさえたどり着けない場所にいる存在なのだ。将棋に関するほとんどのことを、彼女達は解決できる力を持っている。そんな存在と一緒に将棋を勉強できるなんて、至上の幸福ではないか。僕は、彼女達に、たくさんのことを訊ききたい。そうしたら、僕はもっと将棋が好きになるはずだ。

「あの、これからよろしくお願いします」

　対局を開始する時と同じように、僕は深く頭を下げた。




　　　　２




　五時間目の授業が終わると、僕は友達に別れの挨あい拶さつをし、将棋クラブのある三階へと向かう。三─五の教室には、すでに主将の桂香先輩と副主将である橘たちばな先輩の姿があった。と言っても、二人ともこのクラスに在ざい籍せきしているので移動する必要はないわけだが。

　桂香先輩は橘先輩とお喋しやべりをしている。

　橘先輩は爽さわやかな雰ふん囲い気きを纏まとった人だった。容姿もイケメンの部類に入ると思われる。

　最初にこの二人がお喋りをしているところを見た時、僕はこの二人は恋人同士なのかと思った。美男美女だし、将棋の強さもほぼ同じ。でもすぐに、そういった間あいだ柄がらではないということがわかって、僕は安あん堵どしたのだった。

「上かみ条じようです。入ります」

　自分の名前を告げて僕は教室へと入る。

「あゆむくん、こんにちは」

　桂けい香か先輩が微び笑しようを浮かべて挨あい拶さつしてくれた。
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　僕が一日のうちで一番好きな時間。その日どんなに厭いやなことや落ち込むことがあっても、この笑顔を見た瞬しゆん間かんにそんな暗い感情も吹き飛んでしまう。

　二ヵ月前、僕が入学間もなくしてこの将しよう棋ぎクラブに入部することを決めたのは、元々将棋が好きだったということに加えて、桂香先輩を見たからだ。放課後に覗のぞいたこの教室で、桂香先輩は将棋を指さしていた。夕方の淡い太陽の光を浴びている桂香先輩の横顔は、大おお袈げ裟さではなく、僕には女神に見えた。伸びた背筋、駒こまの指し方を含めた所作、全てが凜りんとしていて、芸術のように美しかった。僕は一目で心を奪うばわれていた。

　ちなみに桂香先輩目当てで入部してくる男は、昔から結構いるようだった。一番部員が多い時で、三十人を超えていたとか。ただ、桂香先輩が将棋にしか興味がないことを知るとさっさと辞めていくんだよと、以前橘たちばな先輩が教えてくれたことがあった。

「さあ、一局やりましょうか」

　桂香先輩は僕に着席するように促うながす。

　僕は着席し、駒を並べる。先手を勧すすめられたので、僕が先手で指すことになった。

　緊張するな。そう自分に言い聞かせて、僕は初手７六歩ふを指した。

　本来なら、僕では桂香先輩の相手としては力不足だ。この対局は、互いの棋き力りよくを向上させるための対局というよりは、僕が教えを乞こう指導対局と言った方が適切である。

　この将しよう棋ぎクラブの在籍者は、全部で十五人。その中で、五段の桂けい香か先輩の相手を務めることができるのは、四段の腕前である副主将の橘たちばなさんしかいなかった。他の十三人は、桂香先輩目当てで入部してきた初心者の三人を除けば、三級から初段までの烏う合ごうの衆しゆう状態で、桂香先輩を満足させられる相手はいなかった。

　僕と対局しても、桂香先輩が楽しめるような勝負にならない。それでも僕と対局してくれるのは、後輩の棋き力りよくを上げたいと考えているからなのだろう。

　桂香先輩達三年生にとっては最後となる、中学校将棋団体戦の全国大会が迫せまっていた。一ヵ月と二週間後の七月二十六日が、東日本の代表校を決める日となっている。東西合わせて六十四のチームが出場するこの大会は、東と西それぞれ三十二チームに分かれて、決勝大会に進出する代表二校を決める。そして日を改めて、東西の代表四チームが日本一を決める戦いを行う。

　団体戦の出場枠わくは三人。僕のいるクラブから出る二人はすでに決まっている。桂香先輩と橘先輩。問題はあとの一人だった。個人戦では最さい高こう峰ほうの舞台である去年の中学生将棋名めい人じん戦せんでは、桂香先輩と橘先輩は共にベスト８に入っている。その実績からもわかるとおり、二人とも全国レベルの強さだ。三対三の団体戦は、二勝すれば勝利となる。そう考えると、中学トップレベルの二人がいる我がクラブは、代表校の座を射止めるのは容た易やすいのではないかと思う人もいるだろうが、勝負の世界はそう甘くはない。

　全国には、桂香先輩達と同等の強さを持つ人はたくさんいる。誰と戦っても、紙かみ一ひと重えの勝負だ。実際、去年も、桂香先輩達は東日本大会の代表決定戦で敗れ、代表の座を逃のがしていた。三対○の完敗だったという。その時の相手は、同じ神奈川県の中学校。桂香先輩の言葉によれば、その中学にいる二に階かい堂どうという男は、自分よりも強いということだった。その二階堂のいる中学校は、今回も出場を決めている。

　そういうことがあるからか、強いのは二人だけでいいという考えは、桂香先輩達には皆無のようだった。誰かあと一人、大会までに棋力を二段、できれば三段まで上げたいと考えていると思われる。

　その三人目の切符は、皆が手に入れたいと思っているはずだ。当然僕もメンバーに入りたいと思っている。桂香先輩と一緒に戦えるのは、今回が最初で最後になるかもしれない。一緒に日本一を目指した中学生活最大の思い出として、大切に記憶の箱に入れておきたいというのが本心としてある。

　ただ、それは簡単なことではない。僕と同じレベルのクラブメンバーが複数いるからだ。

　現時点で、胸を張って自分が一番強いと言える自信はない。

　今僕にできることは、一局一局、一手一手を大事に指し続けるということである。

　局面は中ちゆう盤ばんに差し掛かろうとしていた。戦型は相あい矢や倉ぐら。統計を取ったわけではないが、おそらくプロアマ問わず一番多く指されている戦型と思われる。銀一枚と金二枚に守られている玉は、さながら堅固な城の中に入っている王様を彷ほう彿ふつとさせる。僕の好きな囲いの一つであり、最も勝率の高い戦型だった。

　将しよう棋ぎの戦法は数多くあるが、その時々によって流は行やりというものがある。プロが研究に研究を重ねた結果、新手と呼ばれる手が指されて、一つの戦法として確立される。それをアマチュアである僕達も使うわけだ。

　僕は桂けい香か先輩に対して、流行りである矢や倉ぐらの新戦法を試してみることにした。つい先日も、名人戦でこの戦法が採用されていた。昨夜僕は、この戦法を使った三局で勝利を収めることができた。相手は桂香先輩ほどの猛も者さではなかったが、果たして桂香先輩はこの新しい戦法にどう対処するのか、負けても収穫はある。

　僕の繰り出した一手を見て、桂香先輩はうんうんと頷うなずいて僕の攻めを受ける。この戦法、しばらくは先手が攻め続けて、後手が受け続けるというのがよくある形なのだが、まだこちらの攻めが続くというところで、桂香先輩はいきなり攻めの一手を指してきた。

「えっ」

　僕は思わず声を漏もらす。

　ここで反はん撃げきの手を指してきたのは意外だった。プロの対局でも、この局面で反撃の手を指した棋き譜ふは見たことがなかった。今まで徹てつ底てい的てきに相手の攻撃を防御してきたボクサーが、いきなりノーガードの殴なぐり合いを挑いどんでくるようなものだ。

　僕は頭の中でこのあとの展開を考える。この反撃の一手に対して、受けた方がいいのか、それとも攻めを継続した方がいいのか。ここで受けると、相手の攻めを加速させそうな気がする。しかしここで相手の攻めを無視して攻めを継続させると、前述したようなノーガードの殴り合いになる。

　熟考した結果、ここは攻め合った方が良いという結論に至った。桂香先輩も当然この戦法は研究しているはずで、その上でプロの棋譜でも指されていない手を指してきたということは、相当自信があるのだろうが、僕の読みでは先手が攻め勝つという結論になったのだから、そう指す他ない。

　僕が３四銀と指した直後、

（あー、あかん。その手は悪手や）

　と、頭の中に声が響ひびいた。

　僕は左のポケットの中に手を入れて、三枚の駒こまを触る。

　香きよう車しや、桂けい馬ま、歩ふ。

　昨日、突然僕の前に人の姿で現れた駒達。一夜明けて、昨日僕が見たものは白昼夢だったのではないかという思いが僅わずかに芽生えていたが、こうやって香車の関西弁が聞こえたことで、やはりこれは現実なのだと再認識した。

　僕は駒を触った状態で、頭の中で言葉を交わす。

（この手、悪手なの？）

（どう見たって悪手や。次の桂けい香かの指し手から数えて九手先に、強烈な一手が待ってるで）

（そうなんだ。全く読めてないや）

（それにしても、今日も相変わらずあなたは桂けい馬まの使い方が下へ手たね）

（すいません）

（まあまあ、皆さん。負けて勉強ですよ。あゆむくん、気にしないで思い切り指してね）

　果たして香きよう車しやの言ったとおり九手後、桂香先輩は僕の全く見えていなかった手を指した。桂馬を取るために飛ひ車しやを切る（＝大おお駒ごまと小こ駒ごまの交換）という一手だった。

　飛車と桂馬の交換なので僕の方が駒こま得どくではあるのだが、次に桂香先輩が桂馬を打つ一手が、僕にとって痺しびれる一手だった。

　これが、五段と初段の差ということか。改めて思い知らされる。桂香先輩の壁かべは厚く高い。

　予想外の一手に為なす術すべなく、直後に詰つめろ（＝かけられた側が放置すると玉が詰むこと。正しく受ければ詰まない）をかけられた僕は、これ以上粘るのは失礼だと判断し投了した。

「参りました。大おお橋はし先輩が指したあの一手、プロ同士の棋き譜ふではまだ出てきてないですよね」

「ええ。実はね、ちょうど昨日父に教えてもらった手筋なのよ。研究会の仲間と一緒に発見したんだって。あそこで新手を出さずに前例どおり指し続けても良かったんだけど、ちょっといじわるしたくなっちゃった」

　桂香先輩は少しいたずらっぽい笑みを浮かべた。可愛かわいい。

「そうだったんですか。プロの研究で生み出された新手なら、僕が読み負けして当然です」

「でも、今度はあゆむくんがこの手を実戦で使えるでしょう。プロ棋士の誰かが公おおやけの場所でこの手を指すまでは、秘密兵器みたいなものだからね」

「確かに、アマチュアでは、いきなりの対処は難しいですよね」

「さて、それじゃ今度は私が先手ね。戦法のリクエストはある？」

「えっと、それじゃ、角かく換がわりでお願いします」

「了解」

　こんな風に、桂香先輩は僕のリクエストに応えてくれる。これは誰にでもできることではない。強さと豊富な知識がないとできないことである。

　たとえば今僕がリクエストした角換わりという戦法。一口に角換わりと言っても、先手と後手どちらから角交換をするのかで全く展開が違うし、角換わり腰こし掛かけ銀ぎんだとか棒ぼう銀ぎんだとか早はや繰くり銀ぎんだとか、憶えなくてはいけない定じよう跡せきもたくさんある。

　桂香先輩は、ほぼ全ての戦法の定跡を憶えているという。

　将棋は、定跡を憶えていなくても相手次第では勝つこともできるが、ある程度の棋き力りよくを持つ相手に不勉強のまま挑むと、序じよ盤ばんで劣勢になることがほとんどだ。だから最低限の定跡は憶えておかなければいけないのだが、定跡だけ憶えればいいのかというと、そうではない。結局最後は本には載っていない未知の局面が現れるので、自分の力だけが頼りとなる。

　桂けい香か先輩と指しているこの角かく換がわりの将しよう棋ぎ。専守防衛型と呼ばれる後ご手ての僕が徹てつ底てい的てきに受ける形になっていた。僕は受けが下へ手ただ。攻めの方が得意である。じゃあ得意な攻めを活かせる戦型にすればいいじゃないかと突っ込まれそうだが、戦いというのは自分の思いどおりにはいかないものだ。相手が格上なら尚更。それに強くなるためには、攻めの腕だけを磨みがいてもダメだ。守りの腕も磨かなければ、頭打ちになってしまう。正直、ずっと受けを疎おろそかにしてきた結果が、今の僕でもあるのだ。今より上に行くためには、正しい受け方を学ばなければいけないのである。

　だが、そんな僕の強い決意も、桂香先輩の暴風雨のような攻撃に無残に散らされてしまった。もう、本当、滅めつ多た打うちだった。サンドバッグ状態。攻めに着手する間もなかった。

　対局が終わると、僕と桂香先輩は終わったばかりの棋き譜ふを再現するために、初手から一手ずつ駒こまを動かし始めた。

　僕は完かん璧ぺきには棋き譜ふを憶えられないのだが、桂香先輩は、自分の指した将棋であれば、百手だろうが百五十手だろうが完璧に棋譜を再現できる人だった。だからこうやって僕が完璧には憶えていなくとも、きちんと感想戦をすることができるのである。

「途中の受けまでは良かったんだけど、ここがまずかったわね」

　五十六手目の局面。僕が指した４五銀の一手を、桂香先輩は悪手だと指し摘てきした。

　口頭の指摘だけだと何が悪かったのかはわからないが、

「ここでは４五歩ふと指した方が、このあとの展開は有望だったと思う」

　と言う風に駒を動かして解説してくれるので、僕は納なつ得とくできるのである。

　これで、誰かとの対局で同一局面になった場合、僕は正しい一手を指すことができるわけだ。

　ほんの僅わずかでも、レベル・アップできた。負けた方が、収穫はあるのだ。

　そんな僕の考えに呼応するように、駒が僕に語りかける。

（あゆむくん、これでまたレベル・アップできたね。桂香さんみたいに教え方が上手な人と指すと、レベル・アップも早くなりますわ）

（うん。本当に僕もそう思うよ）

（でも、いつまでも教えられる立場やったらあかんで。いずれは、あゆむが桂香に教える側にならんとな）

　本当に、そんな日が来るのだろうか。大人になった自分を想像できないように、そんな奇き跡せきのような光景も僕には思い浮かべることはできなかった。

（それにしても、あゆむは桂香を意識し過ぎやな。無意識かもしれんけど、チラ見の回数が尋じん常じようじゃないで）

　香きよう車しやに指摘されて、僕は赤面する。自分では極力見ないようにしているつもりだったが、眼球が無意識に動いてしまっているようだ。

（さっきは、桂香の胸元から見えるブラジャーを見とったな）

（そ、そ、そ、それは、ち、ち、ち、違いますよ。誤解です。不可抗力です。たまたま桂けい香か先輩の方を見たら、桂香先輩が前まえ屈かがみになって盤ばん面じようを覗のぞき込んでいたんで、それで、たまたま見えてしまっただけです。本当です）

（別にそんな否定せんでええで。あゆむは思春期真っ盛りの男の子やもん。興味があって当然や。あゆむ、女の胸が気になるんやったら、あたしが見せてあげてもええで。桂香より、あたしの方が胸はでかいからな。桂香は見たところＤカップというところやけど、あたしはＦカップやからな。見たい時は言うてな）

　Ｆカップ……。香きよう車しやの豊満な胸が、僕の脳のう裏りにフラッシュバックする。

（ぼ、ぼ、僕は、ほ、本当に違いますから。わざと見たんじゃないんです）

（別にどちらでもいいけど、胸を見る暇ひまがあったら桂けい馬まをきちんと働かせなさい。あなたこの対局で一回も桂馬を有効活用できていないじゃない。今の対局でも《桂馬の高飛び歩ふの餌え食じき》の格言そのままに、桂馬をタダで取られているし。私の存在を否定してるの？　桂馬は必要ないとでも思って指しているの？）

（いえ、違います。そんなことは微み塵じんも思っていません。次はきちんと桂馬を働かせられるように指しますので）

「どうしたの？」

　桂香先輩に声をかけられ、僕は顔を上げた。視線が交わる。

「あゆむくん、顔が真っ赤だよ」

「あ、いえ、何でもないです。もう一局、お願いします」

　瞳の奥の心まで見透かされそうで、僕は慌あわてて視線を逸そらして駒こまを動かした。




　自宅に戻ると、駒達が人間の姿になって表に出てきた。

「ここからはあたし達が講師や。まずはあゆむ一人で、適当な相手と指しぃ。対局が終わってから手の良よし悪あしを解説したる」

「わかりました」

　僕はネット道場にアクセスし、同じ段位の相手と対局を開始した。

「それにしても、あゆむはええな」

　隣となりに座っている香車が、僕にぐぐっと顔を近づけてきた。なぜか石せつ鹸けんの香りが漂ただよっている。シャワーを浴びているのか？　それとも香水か？

「良いって、何がですか？」

「昼間は桂香に教えてもらって、夜はあたし達に教えてもらえる。将棋が強いだけじゃなくて、みんな美人でスタイルがええ。頑がん張ばろうっていう気になるやろ」

「そ、そうですね」

　顔が近すぎる。香車の吐と息いきは、苺いちごミルクのような匂においがした。僕の知らないあいだに飲んだのだろうか？　それともそういう《設定》なのか？

「さっきも言うたけど、ほら、桂けい香かよりもあたしの胸の方が大きいやろ」

　香きよう車しやは僕の頬ほおに触れるぐらいの距離に胸を持ってきた。

　僕はそちらを見ないように努めるが、視界の端はしに見えている。開け放たれたシャツのあいだから、何かが見えている。

　中学一年生の男子が、こんな状態で集中できるはずもなく、僕は緩かん手しゆや悪あく手しゆを連発していた。

「もう、何をやってるんですかっ。あゆむくんが対局に集中できないじゃないですかっ」

　そう言って歩ふが香車を押しのけてくれたのだが、歩の手が香車の胸を鷲わし掴づかみして押したものだから、僕の視線はそこへ釘くぎ付づけになってしまった。

　ぐにゅうぅぅぅっていう風になっていた。香車の胸が、服の上からでもはっきりとわかるくらいに変形していた。僕は指で押したマシュマロを連想した。

　僕は頭を振る。集中、集中。

「ごめんね、あゆむくん。こんなんじゃ集中して指させないよね。もう大丈夫だから、落ち着いて指してね」

　歩が優しい声音で言って微ほほ笑えむ。

　僕はうんと返事をして対局を再開するが、今度は歩の視線が気になって集中できない。

　歩はじいっと僕を見つめている。吸い込まれそうな黒い瞳。頭を撫なで撫でしたくなるような愛くるしい顔立ち。こんなに間近で見つめられると、先程とは違う意味でどきどきしてくる。

「もう、何でそこで桂けい馬まを動かさないのよ」

　怒った口調の桂馬が、僕の真横に並んで画面を指差した。香車と同じように、桂馬からも香水の匂いがした。こちらは大人の甘い香りだった。

「ここは２九の桂馬を３七に動かすべきだったのよ。そのあとは相手の出方次第で、攻守のどちらにも使えたのに」

「す、すいません。気づきませんでした」

「まあまあ。対局中のアドバイスは止めましょう。解説は終わってからということで」

「私は桂馬をきちんと活用してくれればそれでいいの。桂馬を活かつ躍やくさせることができれば、自おのずと結果はついてくるんですからね」

　僕は深い溜ため息いきを吐つく。僕はただ勝つだけではなく、桂馬も有効活用させないといけないのだ。このハードルは高い。少なくとも僕の力量では、難度の高い勝ち方を要求されている。僕が彼女（桂馬）を喜ばせられる勝ち方ができるのは、一体いつになるのだろう。

「それは桂馬に限った話ちゃうで。香車をきちんと活躍させれば、まず間違いなく勝てるわけやからな」

「歩もそうですわ」

「まっ、あゆむが全部の駒を活躍させて勝てるようになればええんや。簡単な話や」

　全然簡単ではない。全ての駒こまを有効活用させて勝利するなんて、プロ棋き士しの中でもトップ・プロと呼ばれる人達だけだろう。

　対局が終わる度たびに、駒達は僕の指さした手の良いところや悪いところ（圧倒的に悪い指し手の方が多いが）を解説してくれた。ダメ出しばかりで凹へこむが、その指し手のどこが悪かったのかを易やさしく説明してくれるので、とても有あり難がたかった。

「よし。次はあたし達が言うとおりに初手から指すんや」

　言われたとおり、今度は初手から香きよう車しやの指示どおりに僕は指し続ける。

　初手から駒達の指示どおりに指す場合、対戦相手は人間ではなく将しよう棋ぎソフトとなる。プロ棋士に勝利したこともあるソフトだ。

　僕が自力で指したのでは善戦すらできないソフト相手に、しかし将棋の神様は完かん璧ぺきな形で勝利した。何度やっても、駒達の圧勝だった。もしソフトに心があれば、涙を流してもう勘かん弁べんしてくださいと言っただろう。

　駒達の指し手にはただただ驚きよう愕がくし、感かん嘆たんするだけだった。

　しかし──。

「どうや、あゆむ。勉強になったか？」

「いえ、全くと言っていいほど、理解できないです」

　そう。駒達の指し手は凄すごいなとは思うのだが、それを理解できるかというと話は別だ。膨ぼう大だいな数の変化を読んだ上での一手。数十手先に意味を持ってくる一手。それを理解しろと言っても無理な話だ。僕の頭で理解できるはずもない。

「まっ、一歩ずつ階段を上がっていけばええ。これを何度も繰り返していけば、着実に力は付いていくんやからな」

　確かに、一日の歩みは僅わずかでも、前進し続ければもっと深い読みをできるようになるだろう。自分一人では不可能なことを、人知を超越した駒達が可能にしてくれる。

　僕の毎日はこんな風にして過ぎていき、決戦の日曜日を迎えた。




　　　　３




　日曜日は朝から雨だった。梅つ雨ゆの真まっ只ただ中なかだから仕方がないが、じめじめした日が続いていた。電車を降りて傘のあいだを縫ぬうように歩き続けること二十分、将棋道場の入っている五階建ての雑居ビルに着く。

　僕は三階を見上げる。もう相良さがら純じゆん一いちは来ているだろうか。今まで散々僕のことを見下す発言をしてきた彼は、糞くそ雑ざ魚この僕に負けた時、果たしてどんな顔をするのだろうか。まあ、厳密には僕にではなく、将棋の神様に負けるわけだが。

　ドアを開けると、相良純一の姿がすぐに目に留まった。中央の席に座って、総白髪の老人と指している。このおじいちゃんも、よく見る顔の常連さんだ。僕も何度か対局したことがある。

「はあぁぁぁ。そんな手指してちゃ、一生ぼくには勝てないよ。って言っても、おじいちゃん、もうそんなに長くは将しよう棋ぎ指せないか」

　そう言って相良さがら純じゆん一いちはけらけらと笑った。

　何て失礼なことを言うのだろう。いくら子供でも、度の過ぎた発言だ。しかし当のおじいちゃんはさほど気にした様子はなく、微笑を浮かべて駒こまを動かしている。

（あんの糞くそガキ！　ぶち切れたで！　おいあゆむ！　あの爺じいさん突き飛ばして席に座れ！　糞ガキ退治や！）

　僕はポケットに手を入れて駒を触った。

（ちょっと落ち着いてください。とりあえず、あの対局が終わるまで待ちましょう）

（もうほんまに、あの糞ガキ許さんで。手て加か減げん一いつ切さいなしや。二度と将棋が指せなくなるくらいのダメージ与えて負かしたる）

（気持ちはわからなくもないですけど、まだ子供だし、若気の至りっていうこともあるんじゃないでしょうか。まあ、今のあの発言は酷ひどすぎるけど）

（若気の至りとか関係ない。あいつに将棋指す資格ない。再認識したで）

　対局中の相良純一が顔を上げてこちらに視線を向けた。僕に気づいた彼は、僕を馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべて盤に視線を戻した。

（きいぃ。今のあいつの顔見たか。ようあんな顔できるな。将棋で負かしたあと、あたしの鉄てつ拳けんで泣かしたろか）

　相良純一と対局していたおじいさんが、頭を下げて投了した。相良純一は笑いながら罵ば詈り雑ぞう言ごんをおじいさんに浴びせている。僕の頭の中では、香きよう車しやが早く席に着けと捲まくし立てている。

　僕は受付で規定の料金を支払い、相良純一の横に立った。

「対局、できるかな？」

「まぁたやられに来たの？　Ｍっ気でもあるんじゃないの」

　相良純一は高らかに笑った。

　僕は席に着き、右手で駒を並べ始めた。左手はポケットに入れたままにしている。

（こんなに興奮するのは久しぶりやで。いいかあゆむ。あたしの言うとおりに指すんやで）

（わかりました）

（糞ガキに先手持たせてやれ。後ご手てだから負けたなんて、しょうもない言い訳されそうやからな）

　僕は言われたとおり、そちらが先手でいいよと伝えた。

　相良純一は眉まゆを顰ひそめて、

「何？　いつもは後手じゃ全く歯が立たないくせに、何で後手選んでんの？　まあ先手でも歯が立ってないけど……何か有力な戦法でも練習してきたの？」

「まあ、そんなところだよ」

「ふんっ。惨ざん敗ぱいした時に後ご手てだからって言い訳しないでよぉ」

　相良さがら純じゆん一いちは駒こま音おと高く初手７六歩ふと指した。

（８四歩）

　香きよう車しやに言われたとおり、僕は８四歩と指す。

　以下、６八銀、３四歩、６六歩、６二銀、５六歩と進んでいく。やがてどちらの王様も銀一枚と金二枚が固めている城の中に入り、極きわめてオーソドックスな相あい矢や倉ぐらが盤ばん面めんに誕生した。

「自分から後手を選んだから何か秘策があるのかと思ったけど、普通じゃん。この形は、プロ同士でやった場合先手の勝率の方が高いし、実際に指しやすい。アマチュアでもそれは変わらない。明らかに先手の方が格上の場合は、尚更その勝率は高くなる。そんなことも知らないでこの戦型を選んだの？」

　相変わらずの小こ馬ば鹿かにした口調。僕は何も言わない。僕は指示されるままに指しているだけだ。確かに、相良純一の言うとおり、この極めてオーソドックスな戦型は先手が有利とされている。プロとアマは違うが、積極的に採用するような戦型ではないことも事実だった。少なくとも、格上相手に進んでやる指し方ではない。

　でもそれは、未熟な人間の考え。

　将しよう棋ぎの神様と自負する駒達には、プロ棋き士しの誰も見えていない一手を用意しているはずだ。

　そんな僕の思考に呼応するかのように、香車が話しかけてきた。

（敢あえて勝率の低い戦法を選んだ理由は、さっきも言ったとおり、糞くそガキに言い訳させんためや。まあ、言い訳してもええけどなあ。言い訳する度たびに負かせばええ。やがてぐうの音も出んようになるやろ）

　四十七手目。相良純一が５五歩と指した。ここで初めて、互いの駒がぶつかった。本格的な攻防の始まりである。

　この戦型は、ここからしばらくのあいだ、後手が先手の攻撃を受ける展開が続く。そのまま前例どおりに指し続けると必ず先手が勝つので、後手がどこかで新手を出さなければいけない。

　しかし五十手、六十手、七十手と進んでも、なお前例どおりに棋き譜ふは進んでいた。

　僕はこの棋譜をよく憶えている。この一年で四度、目にしている。

　その四局とも、去年と今年の名めい人じん戦せんで指されたものだった。四局とも一二○手前後で投了となっているが、共通しているのは全て先手が勝っているということである。対局後に行われた感想戦では『この戦型は八十手目までに後手が新手を出さなければ、必ず先手が勝つ形になっている』という結論が出されていた。僅わずか四局しか指されていない形だが、名人と前名人がそういう結論を出したのだ。それが真実なのだろう。後に発売された将棋本にも、トップレベルの棋士によるその棋譜の解説が載っていたが、やはり八十手目までに有力な手がない限り、後手に勝ち筋はないと書かれていた。

　しかし名人達が結論を出した八十手目、香きよう車しやは前例と同じ手を指せと僕に指示した。

　僕の心臓が、どっくんと大きく跳ね上がった。

（あの、いいんでしょうか？）

（何が？）

（次で八十手目になりますが、前例どおりに指すことになります）

（前例どおりだから何や？）

（この八十手までと同一進行の棋き譜ふが四局あるんですけど、その全てで先手が勝っているんです。それで出された結論が、八十手までに後手が新手を出さなければ、必ず先手が勝つ形になっているというものでした。だから、その、前例どおりに指していいのかなと思いまして）

（プロ棋き士し達がそう言ったのか？）

（はい。名人を含めた、トップ・プロが出した結論です）

（あゆむの好きな名人をあんまり悪く言いたくはないけど、所しよ詮せん、それは人間が出した答えなんや。プロ棋士は完かん璧ぺきやない。必ずどこかに間違いがある。見えてないだけなんや。でも、あたし達には見えてる。それだけの話や。安心して指しぃ）

（はい。わかりました）

　僕は唾つばを飲み込み、八十手目を指した。

　瞬しゆん間かん、相良さがら純じゆん一いちは高らかに笑った。

「全く。呆あきれちゃうね。これって、このあいだの名人戦の棋譜と全く同じ進行じゃん。知ってて指してるんだろうけど、これってさ、八十手目以降は後ご手てがどう指しても勝ち目はないって結論が出されてんの。四局とも、全部先手が勝ってるの。そういうことも調べてないんだろうなぁ。だから弱いままなんだよ」

　相良純一はジュースを飲みながら八十一手目を指した。

　そのまま一○○手目まで、手はどんどん進んで行く。

　これは二ヵ月前の名人戦第二局で指された棋譜と全く同じだった。後手番だった名人が、一二一手で投了したはずだ。

「あのさあ、せめてどこかで手を変えるくらいのことしろよなぁ。何が面おも白しろくて日曜の昼間に名人戦の棋譜を再現しなきゃいけないんだよ。ったく」

　その言葉を待っていたかのように、香車は言った。

（あたしはその前例がある棋譜を見てへんけど、たぶん次の一手でその前例を外れることになると思うで。次の一手が見えてたら、後手が勝つ将棋なんやからな。次は、６四玉ぎよくや）

　６四玉……確かにここで前例を外れたが……。

　僕は盤ばん面めんを見る。

　僕の棋力では、もうどうやっても後手には勝ち目がないように見える盤上。唯ゆい一いつ望みを繋つなげるとしたら、入にゆう玉ぎよく（＝自玉が相手側の陣じん地ちに入ること）くらいだろうが……距離が長すぎる。僕の玉ぎよくの周りに味方の駒こまはほとんどない。四方八方から爆ばく撃げきされる形になっている。さすがに入にゆう玉ぎよくは無理だろう。

「やっと手を変えてきたと思ったら、もしかして入玉狙ねらい？　せこいねぇ。っていうか、そんなことさせないけどね。必ず詰つますよ」

　相良さがら純じゆん一いちは王手をかける。僕の玉は逃げる。再び王手。また逃げる。

　そうやって盤ばん面めんに現れたのは、僕の玉と相良純一の玉が一マス挟はさんで睨にらみ合う形だった。これ以上は近づけないところまで、互いの玉が接近している。

「何だよこれ。王様が一人で特攻仕し掛かけてきてるじゃん。将しよう棋ぎ憶おぼえたての初心者かよ」

　吐はき捨てるように言って、相良純一は駒を動かそうとした。

　が、その手を止めた。何やら考える顔つきになって盤上を見つめている。

　僕も盤を見下ろす。

　相手の城に単身乗り込んで行った僕の玉。もういつ詰まされてもおかしくない形。

　しかし、よく見ると、先手の持ち駒はいつの間にかゼロになっていた。僕の玉を詰ますには、盤上の駒だけでどうにかしなければいけない状じよう況きよう。先手の飛ひ車しやと角かくは、僕の陣じん地ちに入り込んでそれぞれ成なり駒ごまになっている。味方にすれば頼もしいが、敵にすると怖い龍りゆうと馬。だが、その二枚の駒は、味方の駒が邪じや魔まをしていて、一直線では僕の玉に近づけない形になっていた。龍と馬を僕の玉にぶつけるためには……最短でも三手かかる。

　つまりその手数分だけ、僕には余裕が生まれる。

　これが、香車の狙いだったのか？　この瞬しゆん間かんに、先手の玉を詰ますということなのか？

　果たして本当に先手玉を詰ますことはできるのだろうか。

　短い時間で読んでみるが、答えは出ない。僕の棋力では読めない。

　再び相良純一を見る。

　眉み間けんに皺しわを寄せて盤を睨んでいた。僕が初めて見る表情だった。戦せん況きようが思わしくないということなのか。自玉の詰み筋を発見してしまったのだろうか。

　不意に相良純一が視線を上げた。僕と視線が交わる。

　相良純一は舌打ちして、再び盤上を睨み付けた。

　僕も視線を戻す。

　もし龍や馬を引き付ける手が敗着になるのなら、相良純一は他の攻め手を考えなければいけないことになる。何か有効な手があるだろうか。

　一目見て思いつくのは、金と桂けい馬まを使った攻めだ。先手玉を守っている金と桂馬を攻めに使えば、僕の玉に必至をかけられる。

　だが、必至をかけられた瞬間、僕は攻めに転じることができる。金と桂馬を動かしたことにより、先手玉の囲いは僅わずかに崩れる。即そく詰つみ（＝王手が途と切ぎれずに詰みになる形のこと）になっているかどうかはわからないが、極めて危険な形になっているのは間違いない。

　果たして彼はどちらを選択するのか。

　相良さがら純じゆん一いちの手が、自じ玉ぎよくを守っていた金に伸びて、僕に王手をかけた。

　そちらを選択したということは、自玉は安全だと思っているのか……。

　僕が玉を逃がすと、相良純一は桂けい馬まを跳ねて再び王手をかけた。僕は唯ゆい一いつの逃げ場所である８四のマスへと玉を逃がす。相良純一はもう一度金を動かし、僕の玉に必至をかけた。全知全能の神様でも、受けてこの玉を助けることはできない。次に先手が王手をかければ、必ず詰つむ。僕の玉を助けるには、相手の玉を詰ますしかなくなった。

　この局面になっても、正直僕は詰ます自信がない。

　しかし、きっと将しよう棋ぎの神様には見えている。終わりの光景が。

（さあ、クライマックスやで。次は７九銀や）

　一一六手目。僕は数十手振りとなる王手をかけた。

　相良純一は玉を逃がす。僕は王手をかける。相良純一は玉を逃がす。僕は王手をかける。

　それが九回続いた時、僕は理解した。先手の玉は詰んでいると。初段の僕でもわかるくらい、はっきりとした形になっていた。玉を詰ますまでにはあと五手かかるが、自力でも詰ませられる形だ。

　僕は鳥とり肌はだが立ち、胴どう振ぶるいを起こした。

　心から凄すごいと思える将棋だった。
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　八十手目以降に新手を出しても時すでに遅しと断言されていたにも関わらず、形勢を引っくり返したのだ。いや、形勢を引っくり返したという言い方は適切ではないのかもしれない。初めからずっと、後ご手てが優勢だったのかもしれない。

（あの、この将しよう棋ぎって、先手がプロ棋き士しだったとしても、結果は変わらないんですよね？）

（当たり前や。相手のミスで勝ったとでも思ってるんか）

（すいません。訊きいてみただけです）

（糞くそガキの応手にまずい点はなかったで。誰が先手を持っても、この将棋は後手が勝つようになっとるんや。最善手を指し続ければな）

（凄すごい。本当に凄いです。まさかこんな勝ち方があったなんて）

（何か、さっきからあゆむの発言を聞いてると、あたしが勝つとは思わなかったっていう風に聞こえるで）

（いえ、決してそういうわけではないですけど）

（噓うそは吐つかんでええ。本音で話そうや。少しは心配になったか？）

（えっと、少しだけ）

（何でやねん！　あたし達の能力をまだ疑っとるんか？）

（いえ、疑ってたわけではないですけど、ちょっと、大丈夫かなって）

（それを疑ってるいうねん！　何で将棋の神様がこんな糞ガキに負けるかもしれんって思うんかな。この一週間であたし達の力は見せたつもりやけどな）

（ご、ごめんなさい。もう絶対に疑わないですから）

（まあええわ。あゆむ、見てみぃ、糞ガキの顔。愉快痛快、溜りゆう飲いんが下がったで）

　相良さがら純じゆん一いちは、茫ぼう然ぜん自じ失しつとした顔になっていた。心ここにあらず。その目に、いつもの生意気な光は宿っていなかった。

　その顔を見ていると、気の毒だなと思う気持ちが湧わいてくる。成敗することに協力しておいて何だが、どれだけ傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度を取っていたとしても、まだ小学三年生の子供だ。子供のこんな顔を見るのは忍びない。

　動きが止まってから数分後、相良純一は突然我に返ったように盤ばん上じようの駒こまをぐちゃぐちゃと乱し始めた。

「ぼくは錯さつ覚かくしてたんだ。猿も木から落ちるって言うだろ。奇き跡せきは二度起きないぞ。さあ、もう一回勝負だ。次はそっちが先手でいい」

　どうすればいいのか。僕は香きよう車しやに指示を仰あおぐ。

（どうします？）

（どうするも何も、完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶすだけや。今の対局は熱戦にしてやったけど、これからは圧倒的大差を付けて勝つで。王手さえまともにかけられんくらいの攻めで潰したる）

　気は重いが、今更もう止やめますとも言えない。なるだけ早く相良純一が降参してくれることを祈るだけだ。

　それから約三時間、僕と相良さがら純じゆん一いちは将しよう棋ぎを指さし続けた。

　結果は香きよう車しやの指示どおり指した僕の四連勝。香車が宣言していたとおり、全ての対局が一方的なものとなっていた。善戦すら許さない、無む慈じ悲ひとも思える攻めの連続だった。序じよ盤ばんから僕が初めて見る新しん鮮せんな指し手の連続で、中盤に入った時点でこちらの勝勢。確実に心が折れる負け方だった。一度も負けたことのない相手なら、尚更。

　相良純一は負けても投了の意思を示さず、すぐに駒こまを乱して対局を再開していたが、今は違った。俯うつむいていて、表情は確認できない。大差の付いている盤上の棋き譜ふが、その無残な恰かつ好こうに哀れみを増幅させている。

　やり過ぎたかな。そんなことを思う僕とは裏腹に、香車達は嬉き々きとしていた。

（やっと心が折れたみたいやな。負けず嫌いなのは結構やけど、やっぱりこいつは態度がなってへんな。負けましたも言わんし、頭も下げん。まっ、わかってたことやけどな）

（あの、僕はこれからどうすれば？）

（別に帰ってもいいし、他の人と対局してもええで。好きなようにしぃ）

　好きなようにと言われても、今は対局する気分ではなかった。

　帰ろうか。

　しかし、俯いたままの相良純一に何と声をかけようか迷った。

　また対局しよう。

　僕も少しは強くなったかな。

　今日は運が良かったんだ。

　何を言っても厭いや味みに聞こえる。別れの挨あい拶さつだけして去った方が良さそうだ。

（とりあえず、今日は帰ることにするよ）

（そうか。何か言って帰らんでええか？）

（何かって？）

（今までの鬱うつ憤ぷんを晴らす言葉や。ざまあみさらせボケとか、糞くそ弱いのぉ、お前は将棋の才能ないわボケとか、お前なんか二枚落ちでも勝てるんやでボケとか、そんなこと）

（いや、いいよ。今の彼の姿を見て、もう鬱憤とかは晴れてるから）

（あゆむは優しいなぁ。まあ、あゆむがそれでいいんやったら、あたしもそれでええで）

　僕は駒を片付け、席を立つ。

「えっと、それじゃ、今日は帰るね」

　そう言い、僕が一歩を踏み出した時、相良純一は顔を上げた。

　涙は、見えない。泣いているのではないかと少し心配だったが、大丈夫なようだ。

「何で、いきなりそんなに強く……」

　消え入りそうな声で訊たずねられた僕は答えに窮きゆうする。もちろん本当のことは言えない。というか、言っても信用しないだろう。では、何と答えるのが最善だろうか。一局だけの勝利なら奇き跡せきとかまぐれという言葉を使えるが、五局連続の勝利は奇跡ではなく、実力である。うーん。本当に困った。適当な答えが見つからない。

（人間は日々成長するもんや、とでも答えておけばええやろ）

　答えに窮きゆうしている僕に、香きよう車しやが救いの手を差し伸べた。

　うん。それがベストだろう。他に納なつ得とくさせられるような答えはない。

「この一週間、必死に勉強したんだよ。ネットで強い人と対局したり、定じよう跡せきや戦法をわかりやすく解説しているサイトを見たり……一週間前よりも、成長できたんだと思う」

　相良さがら純じゆん一いちは下唇を噛かんで僕を見上げている。机の上に置かれた両手は、固く握にぎられている。

「調子に、乗るなよ」

「え？」

「ぼくに勝ったくらいで、調子に乗るなよ」

「別に、調子に乗ってはいないよ……」

「すごく、強くなったつもりなんだろうけど、どれだけ強くなっても、ぼくの父さんには勝てないぞ」

　ぼくの父さん、という言葉で僕の頭に浮かんできたのは、プロ棋き士しである相良六段の顔だった。

「だから、僕は別にそんなことを思っては──」

　喋しやべっている僕の言葉を、相良純一が遮さえぎった。

「椅い子すに座れ」

「え？」

「いいから座れよ。何か用事でもあるのか？」

「いや、用事は何もないけど」

「じゃあ座れよ」

　言われるままに僕は着席した。

　すると相良純一は立ち上がり、バッグから携けい帯たい電話を取り出した。ボタンを押して、受話口を耳に当てる。誰に電話したのだろう。僕は耳を傾ける。

「あ、お父さん。今日は何か用事ある？　ぼく、いつもの道場にいるんだけど、すごくむかつく奴やつがいるんだ。ぼくが何回やっても勝てないんだけど、そいつ、プロより俺の方が強いとか言ってるんだよ。だからお父さん、やっつけてよ。ぼく、悔くやしいよ」

　その話を、僕は唖あ然ぜんとした顔で聞いていた。

　人間は、想像を絶する出来事に遭そう遇ぐうすると、頭の中が真っ白になる。今の僕が、その状態だった。

「今からぼくの父さんがここに来る。覚かく悟ごしろ」

「い、いや、覚かく悟ごも何も、僕は相良さがら六段と対局するとは一言も──」

「一週間前まで、あんたの棋き力りよくは確実に初段程度しかなかった。信じられないけど、この一週間で大幅に棋力がアップしている。ぼくの見立てでは、六段はある。本当に信じられない。何でこんな短期間でそこまで強くなったのか。でも、所しよ詮せんはアマチュアなんだよ。ぼくの父さんの段位は六段だけど、プロとアマチュアの六段は全くの別物だ。それをこれから思い知らせてやる」

「い、いや、思い知らせるも何も、僕はプロに勝てるなんて一言も──」

「楽しみだ。ぼくを見下していたその顔がどんな風になるのか」

　相良純じゆん一いちは僕の話など聞く耳持たずと言った感じで喋しやべり続けている。

　とんでもないことになってしまった。

　普通に対局すれば、僕が相良六段に勝つことなんて有り得ない。絶対に、ない。だが、香きよう車しやの指示どおりに指せば、僕が勝ってしまう。それは、まずい。まずいが、駒こま達はどういう風に思っているのだろうか。僕は駒達の意見を聞くことにした。

（相手の出方次第やな）

　それが駒達の一致した意見だった。

（出方次第とは？）

（大人の対応を見せるかどうかってことや。息子の非礼を詫わびるとか、あゆむに親切に将しよう棋ぎを教えてやるとか、そういう態度やったら、あたし達は何もせん）

　僕は生なま唾つばを飲み込み、

（じゃあ、もし、相良六段が大人の対応じゃなかったらどうするつもりなんですか？）

（その時は親子共々ぶっ潰つぶすだけや）

　ああ、とんでもないことになってしまった。




　相良六段が現れたのは、それから四十分後のことだった。テレビや雑誌で何度か見たことのある顔が目の前にあるのは、何だか変な感じだった。天然パーマの頭に、小こ柄がらな力士を思わせる恰かつ幅ぷくのいい体格。その野太い外見は、最近のスマートな外見を持つプロ棋き士しの中では目立つ存在だった。

「お前か、俺の息子を侮ぶ辱じよくした奴やつは」

　初対面の僕に向かって、お前……。正直、あんまり印象はよくない。

「いえ、僕は侮辱なんてしていません」

「俺の息子が噓うそを吐ついてるとでも言うのか」

「噓というか……本当に僕は何も言ってませんから」

「俺のことも見下したらしいな。俺に勝つ自信があるとか？」

「だから、そんなこと言ってません」

「プロをコケにできるほどの腕があるのなら、見せてもらおう」

　相良さがら六段は僕の向かいに着席すると、駒こまを並べ始めた。僕にも並べるように促うながす。僕は仕方なく駒を並べる。

　めちゃくちゃだ。何もかもめちゃくちゃだ。

　そのめちゃくちゃな状じよう況きようを作り出した張本人の相良純じゆん一いちは、父親の後ろに隠かくれて僕を無言で睨にらむだけだった。

（ほんま、この親にしてこの子ありって感じの親子やな）

（僕はどうすれば？）

　そう訊きかなくとも、どんな答えが返ってくるのかは容易に想像できた。

（もちろん、こいつにも鉄てつ槌ついを下すで）

　ああ、やっぱり。

（でも、相手はプロですよ？）

（だから何や。まだあたし達の力を信じてへんのか？）

（いえ、そういうことではなくて、この対局に僕が勝ってしまったら、とんでもないことになっちゃいますよね）

（何がとんでもないんや）

（実際には皆さんの力を借りて指さすわけですが、他の人達はそんなことを知る由よしもないわけで、つまり傍はた目めから見ると、ただの中学一年生がプロ棋き士しに勝つということになります。そんな大事件を起こすことに、抵抗があります）

（それのどこが大事件なんや？）

（だって、中学一年生のアマチュアが、プロ棋士に勝つなんて有り得ないことですよ）

（あのな、あゆむ。勝負事の世界に絶対はないんやで。犬がライオンに勝つことだって十分有り得るんや）

（いや、まあ、それはそうですけど……）

（負けた時の言い訳は、そのおっさん自身が考えるやろ。あたしの予想では、指導対局だったっていう言い訳をするに三○○○点や）

（あの、他の皆さんも、相良六段を倒すことに賛成してるんですか？）

（正直、私はどちらでも構わないわ。私は桂けい馬まさえきちんと使ってくれればそれでいいの）と桂馬。

（わたくしはプロ棋士に敬意を抱いだいています。数々の試し練れんを乗り越えて、プロになった方々ですから。そういう方を、こういう形で倒すことに、正直抵抗がないわけじゃないです。でも、先程から言動を見聞きしていると、目に余ります。子供の教育的にも、良くないと思います。だから、お灸きゆうを据すえるという意味で、負かしましょう）

　三人の中で一番穏健と思われる歩ふが相良六段を倒すことに賛成しているので、決定は覆くつがえらないだろう。

　拒否しようものなら、香きよう車しやに何をされるかわからない。覚かく悟ごを決めるしかないようだ。

　駒こまを並べ終わった時、僕達の周りには人だかりができていた。二十人近くいる。皆、相良さがら六段を見て顔を綻ほころばせている。

「いや、皆さん、どうぞご自由にご覧になってください」

　僕の時とは対照的に、相良六段は愛あい嬌きようを振り撒まいている。

「相良さん、指導対局ですか？　わたしもしてもらいたいなぁ」

「いやいや、これは指導対局じゃなくて、真剣勝負ですよ。こちらの少年は、うちの息子が何度やっても勝てないくらい強くて、プロにも勝てる自信があると言っているんです。そんなに強い中学生がいるならということで、こうやって脚を運んだ次第です」

　うわあぁぁぁ。事態がどんどん悪い方に向かっていっている。これでは負けた時の言い訳、指導対局だった、が使えないではないか。どうするのだろう。負けた時、相良六段は何と言うのだろう。僕は胃が痛くなってきた。

「ほう、プロに勝てると豪語ですか。こちらの少年が。そんなに強かったかなぁ」

　僕と何度か対局したことのある人が、首を傾かしげている。

「まあ、わたしも全力で指さしますよ。どれだけ強くても、中学一年生に負けたらプロ失格ですからね」

　そう言い、相良六段は僕に向き直ると、

「そちらが先手でいい。さあ、始めようか」

　と言って僕を睨にらみ付けた。

（手て加か減げん一いつ切さいなし。最初からフルパワーでいくでぇ。初手７六歩ふや）

　賽さいは投げられた。もう引き返せない。

　僕はとても深く長い溜ため息いきを吐ついて歩を持つと、７六歩と指した。






[image: ]







[image: 第二局　金底の歩岩より固し]









　　　　１




「あゆむくん、ちょっといいかな？」

　朝のホームルーム前の自由時間。僕の名前を呼ぶ方に振り向くと、桂けい香か先輩がドアの前に立っていた。なぜ僕のクラスに桂香先輩が？　僕は友達との会話を止めて、桂香先輩の元へ歩み寄った。

　朝の桂香先輩は、シャンプーの匂においがした。

「おはよう、あゆむくん」

「おはようございます」

「ごめんね、お友達とのお喋しやべりを邪じや魔ましちゃって」

「いえ、大丈夫です。あの、何かお話があるのでしょうか？」

「あゆむくん、昨日相良さがら六段と対局して勝ったって本当なの？」

　僕の心臓は早はや鐘がねを打つ。昨日の今日で、もう知られてしまっているのか。いや、というよりも、なぜ桂香先輩がそのことを知っているのだ。僕はその事実を言い触ふらしていない。相良親子が他言するとも思えない。どうやって伝わったのだろうか。

「あの、その話って、誰から聞いたんですか？」

「父がやっているブログに、昨日の夜、ファンの人からこんな書き込みがあったの。《相良六段が、Ｙ道場というところで、中学一年の少年に平手で負けていました。対局前に他の人が聞いていたのですが、指導対局ではなく真剣勝負だということでした。実際のところ、相良六段がどれほど真剣に指さしたのかはわかりませんが、負けた直後は放心状態になっていましたので、お遊びではなかったと思われます。相良六段に勝った少年に、奨しよう励れい会かいに入っているのかどうか詳くわしく話を聞きたかったのですが、すぐに帰ってしまったので話は聞けませんでした。その少年と話をしたことのある人によると、Ｓ中学に通う一年生ということのようですが、他は何もわかりません》」

　桂香先輩は一つ息を吐はく。

「この中学に通う一年生で、そのＹ道場に行く人って、たぶんあゆむくんしかいないと思うんだけど、どうなのかな？」

　これだけの証拠が揃そろっていて、白しらを切ることはできない。僕は首しゆ肯こうした。

「はい。僕は昨日相良六段と対局しました」

「本当に、指導対局ではなくて、駒こま落おちでもなくて、平手の真剣勝負で勝ったの？」

「……はい」

　桂香先輩の顔が、驚きに満ちたものに変わっていく。角度を変えると、化け物でも見るような目つきにも見える。僕が初めて見る表情だ。驚いた顔も可愛かわいい、なんて暢のん気きなことを思っている場合ではない。

「凄すごい。プロ棋き士しに勝つなんて……あゆむくん、いつの間にそんなに強くなったの」

　まずいことになった。実力で勝ったのなら何も問題はないが、実際に指さしたのは僕ではない。将しよう棋ぎの神様が相良さがら六段を倒したのだ。僕の勝利は、真実ではない。そんな噂うわさが広まってしまったら、僕の立場はまずいことになる。誰かと対局する時は常に、駒こま達の力を借りて指さなければいけなくなる。プロに勝てるほどの人間が、その辺のアマチュアに負けるのはおかしいからだ。常にプロ並の力を見せ付けなければ、辻つじ褄つまが合わなくなってしまう。

　僕は、そんなことはしたくない。相良親子を倒したのは、それが正しい行為だったかどうかは置いておいて、一応の大義名分があったからだ。決して自分のプライドを守ったりステータスを上げたりするために駒の力を借りたわけではない。だがプロ打倒の話が知れ渡ってしまったら、僕は純粋に将棋を指せなくなる恐おそれがある。それは絶対に避さけたかった。

「錯さつ覚かくしていたのかもしれません」

　僕は相良六段の負けた言い訳を適当に言ってみた。

「プロ同士の対局でさえ、一手詰づめを見逃してしまうことがありますから。真剣勝負とは言いましたが、やはりプロ同士の戦いとは違います。相良六段には、油断があったと思います」

　僕の言葉に、桂けい香か先輩は頷うなずくでも言葉を返すでもなく、ただ僕の目をじっと見ていた。本音かどうかを探るような眼まな差ざし。照れと罪悪感の感情が生まれ、僕は視線を逸そらした。

「父のブログには、こうも書かれていたの。《戦型は少年の居い飛び車しや対相良六段の振り飛車。最初の三十手目まではよく見かける定じよう跡せきどおりに進んでいて、このまま中盤に入るかと思われた矢先、少年が見たことのない手を指しました。周りで観ていたわたし達はアマチュアで、せいぜい三段くらいの人間しかいなかったので、その一手がどれほどの好手なのかわかりません。ただ、相良六段がその手を見て困った顔をしていたのは事実です。その一手に対して十分くらい考えていたと思います。結局、そこから一方的に少年が勝った将棋でした。棋き譜ふを残せなかったのが残念です》。その一手というのは新手よね？　あゆむくんが一人で考えたの？」

「えっと……」

　言葉に詰まる。僕一人で新手を生み出せるなんて有り得ないことだし、適当に指したという答えはいい加減過ぎる。

　悩なやむ僕に救いの手を差し伸べたのは、歩ふだった。

（あゆむくん、その新手は、ネット対局で見たということにしておきましょう）

　僕はポケットの中の駒を触さわり、

（ネットで？）

（ええ。プロ棋士の中には、正体を隠かくしてネット対局する人もいるみたいですし、プロと思われる人が指していた手を真ま似ねた、と言っておくのが無難かと思われますわ）

　確かに、それが最善に思えた。桂香先輩に噓うそを吐つくのは心苦しい面もあったが、本当のことを話せない以上、丸く収まる答えを言うしかない。

「以前、ネットでその手を指している人がいたんです。桂けい香か先輩も利用しているあのサイトです。たぶん、その人はプロなんじゃないでしょうか。観戦していた人達もそう言っていました。なので、僕が相良さがら六段に勝ったというよりも、恐おそらくはプロ棋き士しであろうその新手を出した人の勝利なんです」

　桂香先輩は合が点てんがいったように頷うなずいたあと、

「仮にその新手が鬼き手しゆと呼ばれるほどの凄すざまじい一手だとしても、結局そこからは未知の局面になるわけだから、研究関係なしの実力勝負になる。あゆむくんは実力でプロに勝ったのよ」

　違うんです。僕はただのマリオネットなんです。指示された手の意味さえわからずに指しているだけなんです。

「あとで対局するのが楽しみだわ」

　ああぁ……。やはり僕は相良六段に勝つべきではなかったのかもしれない。話がどんどん大きくなっていく。僕と対局するのが楽しみと言われても、僕の実力は変わっていない。たかが一週間程度で棋き力りよくが大幅にアップするなんて有り得ないわけで、それは桂香先輩も知っているはずなのに、なぜそんなに楽しみにするのか。数時間後には、桂香先輩をがっかりさせてしまうかもしれない。そう思うと、僕の心はどんよりと暗くなった。

　ホームルーム開始を告げるチャイムが鳴った。

「あゆむくん、今日は何か用事がある？」

「用事ですか？　いえ、何もないですけど」

「まだ話したいことがあるんだけど、クラブが終わってから、一緒に帰れるかな？」

　桂香先輩と僕が一緒に帰宅……。想像を絶する光景に、僕は一いつ瞬しゆん言葉に詰まった。

「は、はい。大丈夫です」

「それじゃ、またクラブで会いましょう。──あ、そうそう。父のブログのことだけど、相良六段の名めい誉よのために、その人の書き込みは非公開にしておくということよ。あゆむくんも、その方がいいでしょう。騒がれるのは好きじゃないと思うし」

　この話の中で、唯ゆい一いつ僕が安あん堵どした瞬間だった。不幸中の幸いだ。被ひ害がいは最小限で食い止められた。

　桂香先輩の背中が消えたのを確認して、僕は自席に戻った。

　それにしても、桂香先輩の話したいことというのは何だろう。学校では話せないことなのだろうか。僕は思い浮かべる。僕と桂香先輩が一緒に下校する光景を。青春だった。それは間違いなく、至福の時間となる。緊張して、右手と右足が同時に前に出てしまうかもしれない。

　その光景を思い浮かべている時、僕の心は薔ば薇ら色のように明るくなっていたが、あることを思い出すと、心の中は暗転した。

　対局のことが心配だった。どう努力しても、僕の力では桂香先輩を満足させられる戦いはできない。僕に失望した桂けい香か先輩と一緒に帰宅するというのも、拷ごう問もんに近いものがある。憂ゆう鬱うつ感が、僕の心を支配していく。自然に溜ため息いきが漏もれる。

　担任の教師が入ってきて、必要事項を伝え始める。

　香きよう車しやの声が聞こえてきた。

（暗くなったり明るくなったりそしてまた暗くなって、感情の起伏が激しいなあ、あゆむは）

　僕は肩を竦すくめて、

（そりゃ、暗くもなりますよ。今の桂香先輩との会話を聞いてましたよね。僕との対局を楽しみにしてるって。僕の力じゃ、楽しませられないですよ。がっかりさせるだけです）

（じゃあ、あたし達が必要な場面に応じて助言したろか？）

　香車の提案に、僕は慌あわてて首を横に振った。

（そんなことをしたら、ますます後戻りできなくなります。一度吐ついた噓うそを隠すために噓を重ねて誤ご魔ま化かしていくのと同じです。それだけは、絶対にダメです。取り返しのつかない事態になるだけです）

「何だ上かみ条じよう、この提案が不満なのか？」

　いきなり名前を呼ばれて僕は慌てる。

　見ると、壇だん上じようにいる担任の教師が僕に視線を合わせていた。

「え？　何ですか？」

　僕は頓とん狂きような声で答える。

「今、首を横に振っただろう。この提案に異議があるのか？」

　いったい何のことかと思いながら黒板に目をやると、近々やる催もよおし物の内容を決めているようだった。その内容に対して、僕が反対したと受け取られたようだ。リアクションは小さめにしなくてはいけないと僕は反省した。

「いえ、何でもありません。すいません」

　方々でクスクスという笑い声が起こる。僕は背中を丸めて駒こま達との会話を再開する。

（勝つのは無理としても、桂香先輩をがっかりさせないくらいには、善戦したいんですけどね……）

（あゆむ、案外そこまで心配せんでもええかもしれんで）

（え、どういうことですか？）

（リラックスして指せば、桂香をがっかりさせない結果が得られるかもしれんゆうことや。とにかく、落ち着いて指しぃ）

　僕には香車の言っている意味がわかりかねたが、どの道、自力で指すという選択肢ししかないのだ。自や棄けにならず、一手一手に魂たましいを込めて指すしかない。




　放課後──。

　覚悟を決めたものの、将しよう棋ぎクラブのある教室へと向かう僕の足取りは重かった。鉛なまりのようだ。絶対にやってはいけないと決意した《駒こまの助言を聞いて指す》という悪魔の囁ささやきに、心が揺ゆれ動きそうにもなった。しかし、やはり、不正はいけない。たとえ対局後に、何でこんな弱い人がプロ棋き士しに勝てたのかしらという風に桂けい香か先輩に首を傾かしげられることになっても、僕は自分の力だけで前に進まなければいけない。男には、やらなければいけない時がある。僕にとって、それは今だ。

　教室に入ると、すでに席に座っていた桂香先輩が僕を手招きした。僕は会え釈しやくして着席した。

「今日は一日じゅう、あゆむくんのおかげで明るい心で過ごせたわ。進化したあゆむくんの強さを見せてね」

　桂香先輩に悪気がないのはわかるが、この尋じん常じようじゃないプレッシャーに僕は押し潰つぶされそうだった。達成不可能な物事に挑ちよう戦せんしようとしている人に対して、お前なら余裕だとか、お前なら簡単にクリアできるだとか、そういうやりとりをしているバラエティー番組を僕は思い出していた。

　僕は今日ずっと考えていた。なぜ桂香先輩は、僕との戦いをこんなにも楽しみにしているのかと。最初は、単にプロ棋士に勝った人間との対局を楽しみにしているだけかと思っていたのだが、答えは別のところにあると気づいた。

　桂香先輩は、約一ヵ月後に迫せまっている大会の団体戦のメンバーに、勝ち星を計算できるかもしれない後輩が出てきたことを喜んでいるのだ。桂香先輩も、先週まで初段だった僕がいきなり高段者になったとは思うはずがない。ただ、どういう勝ち方であれ、プロ棋士に勝ったのは事実。その勢いを見たいのだろう。そしてその勢いを、大会でも発はつ揮きして欲しいと。桂香先輩はきっとそう思っている。

　そう思うと、余計に重圧がかかった。先週までと同じようなヘボ将棋を見せてしまったら、桂香先輩の落らく胆たんは計り知れないものになるかもしれない。それは断固阻止しなければならない。天才の閃ひらめきを見せることは僕にはできないが、落胆をできるだけ小さなものにする力はあるはずだ。そう信じたい。勝つのは無理でも、善戦する力はある。そう信じて僕は指す。

（あゆむ、とにかくリラックスせぇ。平常心で指すことができたら、対局後に桂香の笑顔が見られるかもしれんで）

　そうなればどれだけ素晴らしいだろう。言われたとおり僕は深呼吸して心を落ち着かせる。

「相良さがら六段と指した時は、あゆむくんは先後どっちだったの？」

「先手です」

「それじゃ、あゆむくんの先手で始めましょう。お願いします」

　お願いしますと僕も頭を下げて、初手を指した。

　大会の時でもここまで慎しん重ちようにならないというくらい、僕は慎重に手を進めていく。可能な限り桂香先輩の応手を予想して、自分が思う最善手を指し続けていく。

　戦型は居い飛び車しや対振り飛車になっていた。桂けい香か先輩は振り飛車の中で最も多く指されているであろう、四間飛車の戦型。桂香先輩はオールラウンダー（＝居飛車・振り飛車、急戦・持久戦、あらゆる戦法を使い分けられる人）なので何でも指しこなすが、僕と相良さがら六段の戦いがこの戦型だったので採用したのだろう。ちなみに僕は居飛車党（＝序じよ盤ばんにおいて、飛車を定位置、またはその周辺の右翼に配置して戦う人）なので、居飛車しか指さない。

　僕は自玉を８七の地点に置き、天てん守しゆ閣かく美み濃のと呼ばれる囲いを完成させた。僕は対振り飛車の時、この天守閣美濃をよく採用する。その一番の理由は、囲いの形が綺き麗れいだからというもの。戦法が複数あるように、玉の囲いも両手では数え切れないくらいある。その数ある中で、僕が最も綺麗な囲いだと思うものが、この天守閣美濃だった。もちろん綺麗なだけではなく、他の囲いにはない長所があるというのも、僕がこの囲いをよく採用する理由にあった。

　ただ残念ながら、僕は棋き力りよくが低く受けも苦手なので、あまりその長所を活かしきれていない。

　手数は五十手を超えていた。居飛車対振り飛車では定番ともいえる５筋から右側で、激しい攻防は繰り広げられていた。

　互いの主張はわかり易やすかった。どちらの飛車と角が先に相手の陣地に入り込んで龍りゆうと馬になるのか。この将棋は、先に攻撃の要かなめである飛車と角を成なり駒ごまにした方が優勢になる。展開としては、非常に先が読み易いものとなっていた。

　だが、展開が読み易いからといって、願いをすぐに叶かなえられるわけではない。当然、互いに相手の飛車と角を成り込ませない手を指す。あるいは自分の方が有利と踏めば、ノーガードの殴り合いのように、相手の大おお駒ごまを成らせるかわりに、自分の大駒を成駒にする作戦をとることもある。その辺りの見極めも重要だった。

　桂香先輩の白く細長い指が歩ふを挟はさみ、一マス前進させた。角かく道みちが開き、僕の角とぶつかる形になる。角を交換しましょう、という手だ。

　大駒である飛車や角を交換する場合、先に駒を取った方が有利になることがある。相手の駒を持ち駒にして、先に好きなところに打つことができるからだ。だが、この局面は違った。先に僕が角を取ってしまうと、天守閣美濃がスカスカになってしまうし、数手後に僕の飛車と香きよう車しやの両取りがかかる筋もあった。そこまで読んだ上で、桂香先輩は角交換をしようとしているわけだ。

　僕は桂香先輩の申し出を拒否することにした。角道を止めるために、６六歩と指す。これで、桂香先輩の方から角交換を迫せまることはできなくなった。角交換の権利は、しばらくのあいだは僕の手の中にある。

　僕の指し手を見て、桂香先輩は右手の人差し指を軽く曲げる形で、顎あごに付けて考え込んだ。

　熟考する顔も素敵だ、なんてことをいつもの僕なら思うわけだが、今日は違った。僕はすぐに盤ばん上じように視線を戻す。桂香先輩をがっかりさせたくない。その一心で、このあとの展開を思い描く。最善手を探し続ける。

　三分ほど経たった頃、桂けい香か先輩の手が動く。

　８四歩ふという、玉ぎよく頭とうの歩を突く一手だった。このまま攻め合うのは不利と判断しての一手のようだ。攻めるのが得策ではないと判断した場合、指す手は二つに絞しぼられる。手渡しするために当たり障さわりのない一手を指すか、玉の囲いを整備し直すか。

　桂香先輩が選んだのは後者だ。今は高たか美み濃の囲がこいという、振ふり飛び車しやの場合に採用される率が高い囲いになっているが、それを銀ぎん冠かんむりへと変化させるつもりだ。

　この瞬間、僅わずかではあるが、敵玉の守りは崩れている。果たして僕に攻め入る隙すきがあるかないか、数分使って考えてみた。

　僕の出した答えは、何だかいけそうな気がする、だった。

　確信はないが、ここで攻めないと、向こうが守りを強化するのをただ黙って見ていることになる。

　僕はもう一度自分の読みを確認してから、戦いの火ひ蓋ぶたを切る一手を指した。

　桂香先輩はすぐに手を返す。僕の予想どおりの応手だったので、すかさず僕も指す。桂香先輩もノータイムで指す。その早指しが数手続いた結果、先に飛車が相手の陣じん地ちに入り込んだのは僕の方だった。

　僕より一手遅れて、桂香先輩の飛車も僕の陣地に入り込んできた。互いに最強の駒こまである龍りゆうを作った恰かつ好こう。僕の龍は２筋に、桂香先輩の龍は４筋にいる。

　お互いに、このまま一気に攻めるには駒が足りない。なので、僕はまず確実に取れる位置にある香きよう車しやを取ることにした。そのあとは相手の指し方次第だが、このままうまくいけば、互角以上の形勢で終しゆう盤ばんに突入することができる。

　そう思い、１一の香車を取った瞬しゆん間かんだった。

　桂香先輩は自分の陣地に龍を下げた。

　あっ。僕は思わず声を漏もらした。

　てっきり桂香先輩も僕と同じように、龍を使って持ち駒を増やす指し方をするものだと思っていたのだが……まさか自陣に龍を引くとは予想していなかった。そして指されてみると、その手がかなりの好手だということに気づかされた。

　相手の龍に睨にらまれているので、僕の龍が単独で攻めに使えないのだ。攻めに使えないのは相手の龍も同じだが、現時点で有効に機能しているのは相手の龍の方。この龍が居座っているうちは、相手の玉を攻撃するのに時間がかかる。反対側の８筋や９筋から玉を攻撃する方法もあるのかもしれないが、僕にはその手順は見えない。従って、相手の龍を消すかどかさなければいけない。

　いくつかの攻め手順を思案した結果、僕は自陣にいる角を使うことにした。角を敵陣に突っ込ませて、城を守っている龍を攻撃するというもの。僕はまず閉じていた角かく道みちを開けた。

　呼応するように桂香先輩も角を動かし、僕の陣地に突っ込める場所へ出てきた。僕が三手かけて角を成らせる準備をしているあいだ、桂けい香か先輩は僕よりも早く馬を作ることに成功し、桂けい馬まと香きよう車しやを奪って持ち駒ごまにしていた。

　展開としては、僕の方が苦しいものとなっていた。

　更に手は進む。

　桂香先輩が攻め駒を総動員して爆ばく撃げき準備を完了させようとする直前、僕は８五歩ふと指した。玉ぎよく頭とうの歩を突つく一手。

　玉の頭を守っている歩を突く行為は、自分の手で城の守りを弱体化させることになるわけだが、僕が攻める場所は８筋と９筋の最さい左さ端たんしかない。端はし攻ぜめ。そこが唯ゆい一いつ、桂香先輩が作り上げた城の弱点だった。

　僕の指し手を見た桂香先輩は、ちらりと僕を見て、少しだけ口角を上げた。

　その微笑は、弟子の成長を嬉うれしがる師し匠しようのそれを連想させたが、果たしてどうだろう。

　桂香先輩は僕の突いた歩を取らずに、持ち駒の香車を打ち込んできた。僕の攻めなどお構いなしに、一気に爆撃するつもりだ。確かにこの局面からノーガードの殴なぐり合いをすると、僕は簡単に殴り殺される。なので、僕は一いつ旦たん最左端である９七へと王様を逃がした。

　見た目的には、銀一枚と金二枚が守っている７筋から６筋へと逃げたいところなのだが、そちらへ逃げてしまうと、真ま綿わたでじわじわと締めるように、桂香先輩は僕に駒を渡さずに攻めを繋つなげることができる。しかし９筋へ逃げたことにより、桂香先輩は必ず僕に二枚から三枚の駒を渡す形で攻めを繋げなければいけない。僕は今持っている駒と、将来手に入るであろう駒を使って、相手の玉を詰つます道を選んだ。

　ただし、それは僕の都合の良い読みでしかなく、それらの駒を手に入れた時には、詰まされているかもしれない。

　桂香先輩は前ぜん傾けい姿勢になって、射い抜ぬくように盤ばん上じようを凝視している。

　数分の後、桂香先輩は僕が希望する攻めを繋げてきた。桂香先輩は僕の考えを見抜いているはず。それでも僕に駒を渡す攻め手順を選んだということは、僕のファイナル・アタックは成立しないと判断したわけだ。

　いくつかの駒を僕に渡しながらも、桂香先輩は確実に僕の玉を追い詰めていく。

　自玉に必至をかけられた状態になった時、僕の駒台には歩と香車、桂馬がそれぞれ二枚ずつ載っていた。僕の玉は、桂香先輩の次の一手で必ず詰まされる。僕が勝つためには、ここから王手をかけ続けて詰ますしかない。

　だが、どれだけ深く読んでも、相手の玉を詰ます手は見えなかった。唯一残っている僕の勝利への道は、桂香先輩が受け間違うことによって生じる詰みだけ。いわゆる頓とん死し（応手を間違え詰まされること。詰めろを見落とし詰まされること）。相手の受け間違いを期待して攻めるのは本望ではないが、ここで投とう了りようするのも潔いさぎよすぎる気がしたので、僕は攻めることを選択した。

　しかし予想どおり、桂香先輩の受けは完かん璧ぺきだった。一手指す毎ごとに、僕の希望の光は弱まっていく。やがて光は風前の灯ともしびとなった。万事休す。僕は投了の意思を告げて頭を下げた。

　真剣な眼まな差ざしだった桂けい香か先輩の顔が、ぱっと明るくなる。

「あゆむくん、やっぱり強くなってるわ。先に飛ひ車しやを成なった辺りの攻防も良かったし、終盤の玉ぎよく頭とうからの攻めも切れがあって良かった」

　この対局の最大の目的。桂香先輩をがっかりさせないという目的は、果たして達成できたのだろうか。桂香先輩の顔を見る限り、落らく胆たんしているようには見えないが、心の中までは見えない。内心どう思っているのだろうか。

「あの、これでおわかりいただけたと思いますけど、相良さがら六段に勝てたのは奇跡の結果なんです」

「どういう内容だったとしても、プロに勝ったことに意味があるのよ。実際、あゆむくんの指し回しは一皮剥むけたように感じたわ。先週までとは別人という感じ。何か良い上達方法でも見つけたの？」

　その言葉はリップ・サービスだろうか。正直、僕にはレベル・アップしたという実感はなかった。確かに、今までとは違う指し方ができて、ある程度は善戦できたが、強くなったのかどうかは自信がない。

「良い上達方法というか……」

　僕はポケットの中の駒こまを触る。

　対局が終わる度たびに将しよう棋ぎの神様に悪かった点を指摘してもらっています。

　なんてことは言えないので、

「今までよりも、攻めるべき時と守るべき時の見極めが、少しだけわかるようになったのかもしれません。本当に、少しだけですけど」

　と、答えるに留めた。

　桂香先輩は頷うなずいて、

「大局観が向上したということね。あゆむくん、毎日たくさん対局しているものね。短期間での急激なレベル・アップも理解できるわ」

　ネガティブな見方をせずに、純粋に褒ほめてもらえていると受け取ることにしよう。そう決めると、僕の心に嬉うれしさが広がっていく。桂香先輩に褒められた。それだけで今日はハッピーだ。

「それで、この将棋なんだけど。ちょっと手を戻して、この局面。ここはこういう攻め方をした方が、私の玉をもっと追い詰めることができたと思うの」

　いつものように、桂香先輩は手を戻して、より効果的な攻め筋を教えてくれる。僕は盤ばん面めんに集中し、感想戦に没ぼつ頭とうしていく。




　午後六時に、僕と桂香先輩は学校を後にした。

　いつもは一人で歩いている自宅へと続く道を、今日は桂香先輩と一緒に歩いている。片側二車線の道路を走る車やバスの中は、会社帰りと思われる人達で溢あふれている。この人達の目には、僕達の関係はどういう風に映っているだろう。僕がもう少し男らしい雰ふん囲い気きを出せれば、桂けい香か先輩と釣つり合いが取れると思うのだけれども……。

「大会まで、あと四十日ね」

　僕の隣となりを歩く桂香先輩の横顔は、夕日に染められている。初めて桂香先輩を見た時を思い起こさせた。

「はい。そうですね」

「去年も一昨年おととしも代表になれなかったから、今年こそは、どうしても代表になりたい。そして日本一になりたい」

　そう語る桂香先輩の横顔は、僕がかつて見たことがないほど力強かった。夕日を浴びているからか、その瞳には炎が宿っていると錯さつ覚かくもさせられた。

　その意思の強い目を、桂香先輩は僕に向けた。

「現時点で、団体戦のメンバー二人は確定的。私と橘たちばなくん。もちろん、私達を上回る強さを持った人が出てくれば、その座を譲るけれど、残り四十日という時間では、そこまでの上積みは期待できない。だから何とか、三人目のメンバーは、勝てる人を入れたい。棋き力りよくで言えば、三段以上の人を」

　やはり、桂香先輩もそう考えていたか。

　当然だ。これは遊びじゃない。戦いなのだ。参加することに意義があるのではない。東日本代表の座を獲得することが目標なのである。狙ねらえるだけの実力があるのだから。そしてそれも通過点に過ぎない。最終目標は、日本一のチームになること。

「私は、三人目のメンバーは、あゆむくんに獲得して欲しいと思ってるの」

「えっ？」

　全く予想していない言葉に、僕は素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　これは、将しよう棋ぎで言えば、鬼き手しゆだ。固まって思考停止してしまうくらいの一手。

「ぼ、ぼ、僕ですか？」

「ええ。本当は主将の私が誰か一人に肩入れするのは良くないことなのかもしれないけど、残りの四十日で三段以上になれる可能性があるのは、あゆむくんだけだと思ってる。今日対局してみて、改めてそう思ったわ」

　僕は、桂香先輩に、期待されている。桂香先輩と橘先輩を除く十三人のメンバーの中で、僕が一番期待されている。その事実は、僕を天にも昇るほど舞い上がらせた。

　が、次の瞬しゆん間かんには、僕は地面に着地する。

　その期待に応えられる自信がないからだ。十三人の内三人は初心者だが、残り十人の実力は拮きつ抗こうしている。対戦成績という意味で、僕が苦手にしている先輩も複数いる。残り四十日で他の部員を押し退けるだけのレベル・アップをする自信は、正直全くなかった。

「そんな風に言っていただけると、すごく嬉うれしいんですけど、すいません、正直、自信はないです」

　僕は正直な気持ちを吐と露ろした。

　桂けい香か先輩は笑って、

「そんなに重く受け止めないで。あゆむくんは、今までどおりにしてくれていいの」
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　と言ったあと再び真剣な顔つきになり、

「あゆむくんが良ければ、大会日までの土曜と日曜は、私の部屋で、マンツーマンで対局したいと思ってる。どうかな？」

　桂香先輩の部屋で、二人きりで過ごすだって……。

　驚きよう天てん動どう地ちの光景が脳のう裏りに浮かんできて、僕は思わず電柱にぶつかりそうになった。

「ぼ、ぼ、僕、僕、僕が──」

　興奮し過ぎて呂ろ律れつが回っていない。僕は乾いていた唇を舐なめて、深呼吸した。

「僕が、大おお橋はし先輩の部屋に行くんですか？」

「ええ。あゆむくんが良ければということだけど」

　桂香先輩の部屋はこんな感じかなと想像したことはある。だが、そこに僕が入る妄もう想そうをしたことはない。非現実的すぎるからだ。

　しかしそんな驚天動地、非現実的な光景が、僕の返事一つで現実になろうとしている。早ければ、今週中にもそれが実現する。

「あの、僕にそんな貴重な時間を割いてもらって、本当にいいんでしょうか」

「もちろんよ。それがベストだと思っての判断よ。あゆむくんは、今度の大会に出たい？」

　僕は即そく座ざに首しゆ肯こうした。

「出たいです。三人目のメンバーになって、そして日本一になって、大おお橋はし先輩と喜びを分かち合いたいです」

　僕が余計なことを言ってしまったと気づくのは、三秒後のことだった。

　大橋先輩と喜びを分かち合いたい。

　受け取り方によっては、僕が桂けい香か先輩を意識しているのがバレバレである。大橋先輩達と言えば、何の問題もなかったのに。

　僕の言葉を聞いた桂香先輩は、一いつ瞬しゆんぽかんとした表情になったが、すぐに笑顔を浮かべて、

「そんな風に言ってくれて嬉うれしい。出場したいかどうか訊きくのは、愚ぐ問もんだったわね」

　桂香先輩の顔を見る限り、僕の言葉を変な風には受け取っていないようだ。とりあえず安あん堵どする。

「それじゃ、これから一緒に特訓することも、ＯＫかな」

　僕は再び首肯した。

「期待に応えられるように、頑がん張ばります」

「良かった。これから一緒に頑張りましょうね。でも、さっきも言ったけど、本当にあまり重く考えないでね。楽しさがないと、成長はないと思っているから」

「はい。わかりました」

　そう答えたが、果たしてどれだけ楽しくやれるだろう。最初の十日くらいで確実に強くなったという実感を持てたら、大会までは心に余裕を持って過ごせると思うが、半分の二十日が過ぎても全く成長していないと自覚したら、さすがに楽しくは指させないだろう。

　しかしやると決めた以上、道は一つしかない。

「それで早さつ速そくなんだけど、次の日曜日は時間あるかしら？」

「はい。大丈夫です」

「今度の日曜日、私がよく行く道場が主しゆ催さいする大会があるの。参加費が千五百円かかるけど、四位以内に入れば賞品が貰もらえるし、腕に自信ありの人が結構来るのよ。実戦練習としては悪くないと思うんだけど、どうかな？」

「もちろん行きます。最近、その手の大会に出ていなかったので、出たいと思ってたところなんです」

　僕が会員登録しているネット道場でも、よくトーナメント戦が開催されているが、やはりリアルのトーナメントは緊張感が違う。相手の睨にらみつけるような視線、心臓の鼓動が聞こえてきそうなほどの緊きん迫ぱく感、真剣勝負の場所にだけ漂ただよっている匂におい。それらは決してパソコンや携けい帯たい越しの対局では味わえない。現実の世界でだけ得られる刺激なのだ。

「ちなみにその日は、二に階かい堂どうくんも来ることになってるの。二階堂くんの話は、したことあったわよね。私と同じ段位で、色々な大会で好成績を収めている人」

　二階堂。去年の東日本代表決定戦で桂けい香か先輩を負かした相手。

「はい。知ってます。あの、来ることを知ってるということは、電話やメールをしたりする間あいだ柄がらなんですか？」

　普段の僕ならこんな突つっ込んだ質問はしないが、咄とつ嗟さに口を突いて言葉が出ていた。それだけ『二階堂くん』という言葉の響ひびきが気になってしまったのだ。

「いいえ。二階堂くんは、私がよく行く道場に、たまに来るの。このあいだ会った時に、大会に参加すると言っていたのよ」

「そうなんですか」

　電話やメールをしたりする間柄ではないという事実が、僕を大いに安あん堵どさせた。ふう。

「他にも知り合いの強豪が来るから、誰と戦っても勉強になるわ」

　どういう戦法を使うのか、攻めと受けどちらが得意なのか、手の内が全くわからない初手合いの人と対局するのは緊張もするが、楽しみの方が大きい。トーナメント戦は組み合わせの運も絡んでくるが、一回でも多く勝ちたい。どう考えても優勝は無理だが、最低でも一回戦は突破したい。桂香先輩が見ている前でみっともない対局はできない。

「あゆむくんのお家はこの辺り？」

　そう桂香先輩に言われて、いつの間にか自宅が見えるところまで来ていることに気づいた。

「あ、はい。その白い屋根の家が自宅です」

「清せい潔けつ感かんのある、立派なお家ね」

　いえ。桂香先輩の自宅に比べたら庶しよ民みんの家です。僕は心の中で返す。

　桂香先輩と出会う前の小学生の時、僕は何度か桂香先輩の家を見に行ったことがある。名人の家、と言った方が適切か。自分の家からそう遠くない場所に名人の自宅があると知った時、僕は居ても立ってもいられず、無我夢中で自転車のペダルを漕こいで見に行ったのだ。名人がこの家の中にいるかもしれない。そう思っただけで、その家が威い圧あつ感かんを持って僕に迫せまってきたことを憶えている。

　ちなみに、僕はまだ名人を生で見たことはない。桂香先輩にお願いすれば、会わせてもらえるかもしれないが、さすがにそんな失礼なお願いはできない。でもいつか会いたいと願っている。将しよう棋ぎ界かいの頂点に立つ、一番強い人に。

　自宅前に着くと、僕達は脚を止めた。

「何か、すいません。こんなところまで歩かせてしまって」

「いいのよ。私が誘ったんだから。それに、将棋ばかりしていると運動不足になりがちだから、たくさん歩いた方がいいのよ。運動を全くしないと、太っちゃうからね」

　そう言って桂けい香か先輩はお腹なかを擦さすった。

　こういうところは桂香先輩も普通の女の子なのだな、ということを僕は思った。

「それじゃ、帰ろうかな」

　踵きびすを返そうとした桂香先輩は、半分身体を捻ひねったところで動きを止めた。

「あ、そうだ。あゆむくん、携けい帯たいは持ってる？」

「はい、一応、持ってますけど」

　誰からも掛かかってきませんけど。喉のどまで出かかったが、大した笑いも取れそうにないので自重した。

「番号とメルアドを交換しておきましょう」

　桂香先輩は鞄かばんから《王将》のストラップが付いている携帯電話を取り出した。

　えっ？　ええっ？　えええええっ？

　今日何度目かの衝撃波が僕を襲おそう。酸さん素そ不足の頭がクラクラする。

　番号を交換するということは、僕の携帯に桂香先輩の番号が、桂香先輩の携帯に僕の番号が登録されるということだ。そんな一＋一＝二というくらい当たり前のことが、僕には恐ろしいほど強烈で新しん鮮せんだった。

　微かすかに震ふるえる手で、僕も鞄から携帯を取り出した。

　互いの携帯を突き合わせ、赤外線通信で番号とメルアドを交換した。

　他の番号と同じ数字と文字の羅ら列れつに過ぎないはずなのに、しかし桂香先輩の数字と文字はまばゆい光を放っていた。この瞬しゆん間かん、この携帯は僕の命と同じくらい大切なものとなった。後生大事に持っていよう。

「将しよう棋ぎのことでわからないことがあったらいつでも連絡してきていいからね。あ、将棋以外のことでも、何か訊ききたいことがあったら、メールでも電話でもしてくれていいわ。でも、あまり難しいことを訊いてきたら無視するかも」

　桂香先輩は悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。僕の思い出フォトグラフに、また一つ新しい桂香先輩の笑顔が追加された。

「それじゃ、帰るわね」

「はい。気を付けて」

「ありがとう。また明日」

「はい、また明日」

　桂香先輩は手を振って去って行く。

　僕はその姿が消えるまで、玄関の前に立って見送っていた。




　机の上に鞄を置いて振り返った時、駒こま達が人間の姿になって立っていた。

　と、そこで僕は気づいた。そういえば、今日は全くと言っていいほど駒達が話しかけてこなかったなと。

　そんな僕の考えを察したかのように、香きよう車しやが口を開いた。

「せっかくの桂けい香かとの二人きりの会話を邪じや魔まされたら厭いややろ。だから黙だまってたんや」

「そうだったんですか。お気遣い、ありがとうございます」

「まあ、所しよ詮せんは先輩と後輩の会話で、男女の会話には程遠かったけどな」

「だから、そんなことはわかってますよ。番号を交換したからって、僕が勘かん違ちがいすることはないですから」

「何や、拗すねたんか」

　香車が僕の頭をヘッド・ロックした。

　僕の頬ほおに、香車の豊満な胸が当たっている。

　僕は赤面して胸から視線を逸そらした。

「別に拗ねてません」

「そんな拗ねてるあゆむに、良い話があるで」

「だから拗ねてませんってば。……何ですか、良い話って？」

「桂香のあゆむを見る目が、少し変わったって話や。今日の対局で善戦した結果や。まあ、さっき言ったとおり、まだ男としては見てないけど、頼りない後輩から、頼りがいのある後輩には昇格してる。前も言うたけど、このまま強くなり続けて桂香を倒せるようになれば、あゆむを男として見るようになるやろうな。間違いない」

　なぜ桂香先輩の心の中が香車にわかるのか、という疑問は持たなかった。彼女達は、人間の想像を遙はるかに超える存在なのだ。人間の心が読めたとしても、驚くには値しない。それに、一応と言ったら殴なぐられるかもしれないが、香車は女だ。女であるならば、同性の心がわかっても不思議ではない。だから、香車の言っていることは本当なのだと受け取ることにした。

「僕、さっきの桂香先輩の言葉を聞いて、今まで以上に団体戦のメンバーになりたいという思いが強くなりました。桂香先輩の期待に応えられる男になりたいです」

　香車はヘッド・ロックを解除して、僕を正面に向かせた。

「よう言うた。その意気や。大丈夫。必ずあたし達が期待に応えられる男にしたる。うまくいけば、四十日後には桂香と同レベルになっとるかもしれんで」

「あと四十日で僕が桂香先輩と同レベル？　いくら何でも、それは無理かと……」

「全然無理やない。今日の桂香との対局を思い出してみぃ。手応えがあったやろ。たとえ少しでも、強くなったという実感が。先週までとは、盤ばん面めんの見え方が違ったはずやで」

　確かに、香車の言うとおりだった。

　今までだと守っていたであろう局面で攻めたり、持ち駒ごまを使っていたであろう局面で使わなかったり、そういう反対の指し手が今日は多かった。結果、負けはしたが、善戦することができた。

「今日の善戦はまぐれやない。あたし達が現れてからの一週間、あゆむは誰かと対局したあとは、必ずあたし達のアドバイスを聞いてきた。時には、初手から最終手まであたし達が指示するとおりに指さし続けた。文字どおり、最善手を指し続けたわけや。一手一手の意味を完かん璧ぺきに理解はしていなくとも、感覚で理解し始めてるんや。まだヒヨコに毛が生えた程度の大局観やけど、たった一週間で目に見えて実力が増したことは事実。四十日後はどうなってると思う？」

　将しよう棋ぎの上達方法は複数ある。たくさん対局するとか、詰つめ将棋を解くとか、プロの棋き譜ふを並べるとか……。僕の場合はそのどれでもない《完璧な手を教えてもらえる》というもの。香車の言うとおり、僅わずか一週間ではあるが、知らず知らずのうちに、指し手の善悪の区別が付くようになってきているのかもしれない。

「でもな、一つだけ言うとくで。あたし達のアドバイスを聞いても、誰もが強くなれるわけやない。学校の勉強だって、正しい教え方をしても皆が皆理解できるわけではないのと同じで、理解できる能力というのが必要や。あゆむには、その能力がある。だからあと四十日もあれば、桂けい香かに追いつくことも可能というわけや」

　僕に、そんな能力が……。

　僕は自分の両手を見る。

　本当に、この僕に、将棋の神様の指し手を理解できる能力があるのなら、高くてとても登れないと思っていた山の頂いただきに登ることも可能なのかもしれない。

「難しく考えなくてええ。今までどおりあたし達のアドバイスを聞いていれば、桂香と一緒に喜びを分かち合うことができる」

　僕はその光景を想像する。

　満面の笑みの桂香先輩。その横に立つ僕。両手にはトロフィーと賞状と日本一を決める戦場への切符。

　俄が然ぜん、その場に立ちたいという思いが強まる。闘とう争そうの炎が一層激しく燃える。

「おお。あゆむ、目に炎が浮かんでるで。よしよし、その心意気や。必ずあたし達が念願成じよう就じゆさせたるからな」

「あゆむくんなら、絶対に大丈夫」

　歩ふが、僕の両手を優しく握にぎった。

「桂香さんが驚くくらい強くなって、男を見せましょう。あゆむくんを見る桂香さんの目が劇的に変わるのが楽しみですわ。一緒に頑がん張ばりましょうね」

「盛り上がっているところに水を差すようで悪いけれど、あなた今日も桂けい馬まの使い方が下へ手ただったわよ。桂馬を使わずに勝つという縛しぼりプレイでもしているの？」

　桂馬は相変わらずの冷めた目で僕を見ている。

「あ、いえ、決してそういうわけではありません。桂馬は、すごく使い方が難しいというか、きちんと先を読んでいないと使いこなせないというか、もっとレベル・アップすれば、きちんと使えるようになると思うんですけど、はい」

「本当に、早く使いこなせるようになって欲しいものだわ。桂けい馬まがあまりにも不ふ憫びんですもの」

「すいません。努力します」

　僕が桂馬に褒ほめられる日が来るのは、一体いつになるのだろうか。もしかしたら、永遠に来ないのかもしれない。

「一つ問題なのは、桂けい香かの教えをどうするかやな」

　香きよう車しやが腕組みして言う。

「桂香は、アマチュアにしては筋が良い。教え方もうまい。けど、所しよ詮せんはアマチュアや。あたし達が教えた方が効率良いのは言うに及ばず。あゆむを四十日で桂香レベルにする自信はあるけど、それは時間を無む駄だにせずに教えた結果や。平日は学校があるから仕方ないけど、土曜と日曜は付きっ切りで指導したいんやけどな。その辺、どうする？」

　香車の言うことはもっともだったが、桂香先輩のマンツーマン指導がなくなるのは厭いやだった。来年には桂香先輩は高校生になる。この先、僕と桂香先輩の関係がどうなるのかはわからないが、親密な時間を取り上げられるのは厭だった。

「それは、さほど気にしなくていいんじゃないでしょうか。桂香さんが的確なアドバイスをすればそれでいいわけですし、もし間違った指摘をしていたら、わたくし達がその場で教えてあげればいいわけですから」

　歩の言葉に、僕はほっと胸を撫なで下ろす。確かにそれなら問題ない。

「せやな。あたしもあゆむと桂香の時間を奪いたくはないし、それが最善ということになるな。でも、それでも少しは回り道を強しいられることになるわけやから、あゆむはもっともっと気合を入れて将しよう棋ぎを指ささんといかんで」

　香車が僕の背中をぽんと叩たたいた。

「はい。わかりました。あの、これからの四十日、より一層のご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願いします」

「よっしゃ。そうと決まったら、早さつ速そく対局するで。とりあえず一番強いソフトと指しぃ。あたし達の指示どおりに指し続けるんや」

「わかりました」

　僕はパソコンの前に座り、コンピュータとの対局を開始する。駒こま達が指示する一手の意味を理解するように努めながら、僕は対局に没ぼつ頭とうしていく。




　　　　２




　日曜日の空は、僕の心を鏡に映したかのような快晴だった。頬ほおを撫でるそよ風は心地良く、肺はいに入ってくる空気は新鮮だった。

　桂けい香か先輩との待ち合わせ場所である駅に僕が着いたのは、約束の八時の三十分前だった。

　これはデートではない。百も承知している。あくまでも将しよう棋ぎクラブの先輩と後輩が将棋の大会に参加するというだけだ。しかしまるで初めてデートする時のように、僕は昨日からずっと緊張しっ放しで全く眠れなかった。こんな状態でまともに将棋が指させるか少し不安だったが、対局になれば緊張状態に突入するので眠気は吹っ飛ぶはずだ。

　桂香先輩が現れたのは、七時五十分だった。桂香先輩は僕を見つけると、笑顔を浮かべて手を振ってくれた。僕も自然に顔が綻ほころぶ。

「おはよう。もう来てたの」

「先輩を待たせるわけにはいかないですから」

　桂香先輩なら尚更待たせるわけにはいかないです、と心の中で付け加える。

　桂香先輩はピアスもネックレスもブレスレットも、一切の装飾品を付けていない。盤ばんが淡いピンク色の腕時計をしているだけだ。しかし桂香先輩は輝いていた。僕が桂香先輩に惹ひかれているからそう見えるわけではない。電車を待っている他の人達も、桂香先輩をチラ見していた。やはり誰が見ても、桂香先輩は美人なのだ。僕は再認識した。

　桂香先輩の背後から風が吹いた。桂香先輩の匂においが鼻に入ってくる。

　石せつ鹸けんの香りがした。シャワーを浴びてきたのだろうか。

　瞬しゆん間かん、僕の頭に、本人を前にして絶対に想像してはいけない光景が浮かんできそうになった。

　僕は慌あわてて目を瞑つぶって頭を振った。

「あゆむくん、どうしたの？　頭が痛いの？」

　桂香先輩が僕の顔を覗のぞき込むようにして見ている。

「あ、いえ、何でもないです。久しぶりの大会なんで、すでに緊張しているというか……」

「大丈夫よ。相良さがら六段のプレッシャーに耐たえたあゆむくんには、怖こわいものなんてないはずよ」

　間もなく電車が到着するという時、「桂香」と呼ぶ声がした。見ると、五人組の女子が、桂香先輩に向かって手招きしていた。おそらく同級生だろう。桂香先輩は僕に一声かけて、その五人組の元に行きお喋しやべりを始めた。

　ふっと、五人組が一いつ斉せいに僕の方に振り向いた。

　反射的に僕は会え釈しやくした。

　五人組はクスクスと笑って僕と桂香先輩を交互に眺めたあと、桂香先輩に何か言い始めた。

　僕は恥はずかしくなってその光景から目を逸そらした。

　電車が滑すべり込んでくると、桂香先輩が戻ってきた。二人で最後尾の車両に乗り込み、手近な席に腰を下ろした。いつも僕が行く街とは反対の方向へ電車は走り始める。

「さっきの五人は、同級生なの。あゆむくんの方を見て笑ってたけど、気を悪くしないでね」

「いえ、全然そんなことはないです」

「あの子達、からかうのよ。あゆむくんを見て、あの子が彼氏なのかとか、年下を誑たぶらかすのは止やめなさいとか。失礼しちゃうわ」

「ははは、そうなんですか。……僕が彼氏に見えるというのは、かなり無理がありますよね」

「そんなことないわよ。他の人達の目には、デート中の二人に見えているかもしれないし」

　桂けい香か先輩がどんな気持ちでその言葉を発したか、わかっている。一種の社交辞令的な言葉である。重々、承知している。けれども僕はにやけた顔になってしまった。

　そんなふわふわした感覚になったものだから、普段なら絶対に質問できないような言葉が口を突ついて出ることとなった。

「あの、大おお橋はし先輩は、彼氏はいらっしゃるんですか？」

　僕の質問に、桂香先輩は周囲を軽く見回したあと、僕に顔を近づけてこう言った。

「根暗な女と思われるかもしれないけど、今は将しよう棋ぎが恋人です」

「そ、そうですか」

　僕は心の中でガッツポーズをした。以前、香きよう車しやが言っていたように、やはり今は男には興味がないようである。

　しかしそんな桂香先輩も、いつかは将棋以外のことにも興味を持つ日が来るだろう。

　その時、僕と桂香先輩の距離はどうなっているのだろうか。

　今よりも縮まっているのか、それとも……。

　ともかく今は、香車のアドバイスに従って棋き力りよくを高めることに邁まい進しんするのが最善手だろう。

　電車が駅で停まり、再び動き始めた時、これから向かう戦場の話へと話題は変わった。

「半年前にあった同じ道場の大会には、約一三○人が参加したの。その前も同じくらいだったから、今回もそのくらいだと思うわ。前回は決勝で二に階かい堂どうくんに負けたけど、私はそれまでに六勝を挙げてたから、優勝ラインは七勝以上になると思う」

　一回でも負けたら終わりのトーナメントで、七連勝以上。

　僕には無理な数字だった。全員自分より格下ならともかく、自分と同等以上の人達で溢あふれているであろうトーナメントでその数字は奇き跡せきが起きない限り無理だ。

　ただ、結構いいところまでいけるのではないかという自信も芽生えていた。たとえば、ベスト８であれば、決して不可能な目標ではないように思えていた。

　この一週間、みっちり鍛きたえてもらった。学校では桂香先輩に。自宅では駒こま達に。

　その成果は早くも昨日表れていた。

　昨日僕は、ネット将棋で初段相手に七連勝していた。今までは、同等の相手にそんなに連勝が続くことはなかった。そう考えると、僕はすでに初段の域は超えているのかもしれない。それが事実なら、山の頂上に近いところまで行けても不思議ではない。

「正直、優勝という光景はイメージできないですけど、そこに近いところまでは行きたいと思ってます。自信も、少しだけあります」

「あゆむくんは、その自信を持つ資格があるわ。自信を持って指せば、必ず結果は付いてくる。二人にとっての最善は決勝で戦うことだけど、そうなるように頑がん張ばりましょうね」

　僕と桂けい香か先輩が決勝で戦う。

　ちょっと想像できない光景だが、確かにそれが理想だろう。来きたるべき団体戦に向けて弾はずみがつく。ちょっとやそっとの頑張りでは実現しないだろうが、何とか一勝でも多く挙げたかった。

　脚を踏み入れたことのない街で、僕は桂香先輩と一緒に電車を降りた。十分後、桂香先輩が通っている道場に着く。僕が通う道場と同じように雑居ビルの中にある道場だったが、ビルはこちらの方が大きかった。中に入ってみると、やはり僕の通っている道場よりも広く、二倍ほどの差があった。

　すでに会場は熱気で充じゆう満まんしていた。全員が参加者かどうかはわからないが、ざっと見て百人近くいる。中高年の男性が多いが、十代も多く見受けられた。女の子の姿も散見される。

　僕と桂香先輩は受付を済ませ、会場の一角に座り対局開始を待つことにした。

　現在九時十五分。九時半でエントリーが締しめ切られ、十時にトーナメント表の発表。十時二十分に一いつ斉せい対局開始。持ち時間は準決勝までは十分で統一。準決勝と決勝は持ち時間二十分となり、持ち時間を使い切ると一手三十秒未満で指すことになる。参加人数にもよるが、優勝者が決まるのは四時とか五時くらいだろうか。

　決勝まで残るだけでも長丁場だ。将しよう棋ぎはただ強いだけでは勝ち続けられない。連戦を戦い抜く体力もいる。疲ひ弊へいした脳のう味み噌そをすぐに回復させることができる、回復力というのも必要かもしれない。そういったものが揃そろっている人間だけが、頂いただきに立つことができるのだ。

「予想どおり、今回も高段者が集まってるわね」

　桂香先輩が会場を見回しながら言った。

「僕は見知った人はいないですけど、みんな強そうに見えます」

「雰ふん囲い気きに飲まれてはダメよ。全員と戦うわけじゃない。あくまでも戦うのは一人ずつなんだから」

　僕は頷うなずく。桂香先輩の言うとおり、将棋は一対一の戦い。強そうな人達の群れに怯おびえる必要はない。

「よう、大おお橋はし」

　誰だ。桂香先輩の名前を気安く呼ぶ奴やつは。

　見上げると、青いポロシャツに縁ふちなし眼鏡めがねをかけた男が立っていた。

「こんにちは、二に階かい堂どうくん」

　この男が二階堂か。去年の中学校将棋団体戦で準優勝の実績を残した男。中学生将棋名人戦でも、ベスト４の実績だと聞いている。

　眼鏡の奥に見える眼光は鋭するどい。一見して切れ者のイメージを持つ。盤ばんをあいだに挟はさんで対たい峙じすると、威い圧あつされてしまうかもしれない。こういう迫力も、勝負ごとには必要なのだろう。僕には備わっていない部分だ。

「そこそこ強い人らが揃そろってるな。俺を倒せる奴やつはいないだろうけど、大会に向けての腕うで慣ならしとしては、この程度の面子メンツが調度いい」

　厭いや味みな男だな。それが僕の二に階かい堂どうに対する第一印象だった。

　この程度の面子という言葉の中には、桂けい香か先輩も含まれているのだろうか。だとしたら、ますます厭味な男である。

　二階堂は僕を一いち瞥べつすると、

「こっちは誰？」

　と、桂香先輩に訊たずねた。

「同じ将しよう棋ぎクラブの一年生で、上かみ条じようあゆむくんよ。団体戦のメンバーに入るかもしれないから、その時はよろしくね」

「ふーん。で、強いの？」

「いえ、強くないです」

　桂香先輩が答え辛づらいと思ったので、先に僕が答えた。

「だろうな。強そうに見えない」

　と、二階堂は笑って言った。

　僕の二階堂に対する印象はどんどん悪くなっていく。二階堂という苗みよう字じのイメージから、僕は勝手に爽さわやかな男を想像していたのだが、すごく厭な奴ではないか。

「まあ、誰が相手でも、俺の前では蛇へびに睨にらまれた蛙かえるみたいなものだけどな。ああ、きみに一つ言っておくけど、もし俺と当たっても、糞くそ粘ねばりだけは止やめてくれよな。俺、ああいうの嫌いなんだよ。どうせ俺が勝つんだから、劣勢になった時点で投了してくれ。じゃあな」

　そう言って二階堂は会場の奥へと消えて行った。

「気にしないでね。二階堂くんは、誰に対してもああいう態度だから。あれが彼の基本なの」

　二階堂の高こう慢まんちきな態度のあとに桂香先輩と接すると、その優しさが何倍にも増して感じられた。同じ中学三年生、同じ段位、将棋クラブの主将同士。共通点がこれだけあって、こうも人となりが違うものだろうか。僕のクラブの主将が桂香先輩で良かったと、僕はつくづく思うのであった。

（次から次に胸むな糞くそ悪わるい奴やつが出てくるのぉ）

　今朝、もっとお洒落しやれな服を着て行けと僕にアドバイスしてくれた香きよう車しやが、久しぶりに口を開いた。

（アマチュア五段程度で、ようあれだけ大口叩たたけるな。逆に感心するで）

　僕からすれば憧あこがれの五段でも、将棋の神様から見れば初心者に毛が生えた程度のレベルなのである。

（それにしても、相良さがら親子といい、今の奴といい、ちょっと強いくらいで偉えらそうにする奴が多すぎるのぉ。昔はそうでもなかったと思うんやけどなぁ。少なくとも、江戸時代の将棋指しで、あそこまで偉えらそうにする奴やつはおらんかったで。明治や大正時代を振り返ってみても、腹の立つ将しよう棋ぎ指さしはあんまり見た記憶がないなぁ。そりゃ調子に乗る奴もおるにはおったけど、上には上があるってことを知ったあとには、殊しゆ勝しようになるもんや。今の奴らには、それが感じられん）

　それは、僕にも思い当たるところがあった。ネット将棋なんかでも、やたら威い張ばっている人間をよく見かける。将棋に勝てば全て許されるとでもばかりに、暴言の書き込みを何度も目にしている。将棋に負けると駒こまを乱暴にぶちまけたり、ネット対局では負けそうになると回線をいきなり切ったり、相手を誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようしたり、そういうのは日常茶さ飯はん事じだ。

　国民性が変わってしまったということなのだろうか。今の若い人間は思いやりの心が希き薄はくになっていると、たまにそんな話を聞く時がある。僕は昔の人達のことを知らないので何とも言えないが、当たらずとも遠からずといったところなのかもしれない。

　だが、一つだけはっきりしていることがある。僕はそれを香きよう車しやに伝えることにした。

（昔と今では、この国の人達の人間性が変化しているのかもしれませんけど、今も昔も、礼儀礼節を重んじる人は一定数います。桂けい香か先輩のように、将棋に真しん摯しで、勝っても負けてもきちんと頭を下げられる人も、たくさんいます）

（そうやな。あゆむの言うとおり、礼に始まり礼に終わるを実じつ践せんできてる将棋指しもたくさんおるな。たぶん、そっちの方が多いやろうな。それが救いや）

　時刻が九時半になり、参加受付が締しめ切られた。参加者は全部で一二八人ということだった。

「予想どおり、優勝までには七勝が必要ということになったわね」

「大おお橋はし先輩は優勝目指して頑がん張ばってください。僕も一勝でも多く挙げられるように喰くらいついていきます」

「うん。もし優勝したら、賞品のお食事券であゆむくんに好きな物をご馳ち走そうするわ。──あ、やっぱり今の発言はなしにして。捕らぬ狸たぬきの皮算用をすると碌ろくなことがないからね」

　桂香先輩はぺろりと舌を出して笑った。

　うーん。今の表情は、僕が見た桂香先輩の中で一番の可愛かわいさかもしれない。許されるなら、今の一いつ瞬しゆんを写真に撮って保存したかった。

　十時になり、受付横の掲示板にトーナメント表が貼はり出された。

　一二八名の参加者はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの四ブロックに分けられている。それぞれのブロックの勝者四名が、準決勝進出となる方式。それぞれの名前の下には、対局する座席の番号も記されている。僕と桂香先輩は並んでそれぞれ自分の名前を探す。

　僕の名前は……Ａブロックにはない……Ｂブロックにもない……Ｃブロックには……あった。僕はＣブロックだ。対局者である隣となりの名前に視線を向ける。

《二に階かい堂どう有ゆう也や》

　え？　二階堂有也？

　二に階かい堂どうって、あの二階堂？

　僕の心臓の鼓動がドドドドドと超高速で動き出す。

「あゆむくんの相手……二階堂くんになってるわね……」

　隣となりでは、桂けい香か先輩が残念そうな瞳をトーナメント表に向けている。

　そうですよね。そんな顔になりますよね。

　きっと僕もそんな顔になっている。

　僕の視線に気づいた桂香先輩が振り向く。視線が交わる。桂香先輩はぱっと明るい顔をつくった。

「確かに二階堂くんは強いし、現時点では格上の相手になるけど、勝負事に絶対はないわ。あまり相手を大きく見ずに、落ち着いて指させば、今のあゆむくんならきっと付け入る隙すきを見つけられるはずよ」

「そうですよね。まずは冷静になることですよね。僕、ちょっとトイレに行ってきます」

　僕はトイレに行き、用を足し始めた。

　桂香先輩にはああいう風に返したが、とても平常心にはなれなかった。せっかく貰もらった玩具おもちやをすぐに取り上げられてしまった子供のような気持ちだ。せっかく桂香先輩に誘さそってもらったのに、少しでも恰かつ好こう良いところを見せようと思っていたのに、一勝でも多く挙げようと決意したのに、初戦の相手が中学生将しよう棋ぎ名めい人じん戦のベスト４＆中学校将棋団体戦の準優勝者だなんて、殺せつ生しような話だ。

（何とかあゆむに勝って欲しいけどなぁ）

　香きよう車しやの声が聞こえて、僕は思わず叫びそうになった。まだ用を足している最中だったからだ。

　僕は急いで用を足すと、トイレを出て自動販売機でお茶を買って一口飲んだ。

（あゆむが勝ったら、あいつどんな顔するんやろうなぁ。見てみたいけどなぁ）

（やっぱり、今の僕じゃ、二階堂に勝つことは難しいですよね）

（あいつの指し方を見てないから断言はできへんけど、桂香と同等以上の棋き力りよくというのが事実なら、あゆむが勝つにはちょっと早いやろうな）

　すでに理解していることとはいえ、そんな風に断言されると、希望の光は完全に断たれた。

（あゆむが望むんやったら、あたし達が二階堂を倒したるけどな）

（それはダメです）

　僕は強く即そく答とうした。

（前にも言いましたけど、こういった正式な場で皆さんの力を借りて指すことはできません。そんなことをして勝つくらいなら、僕は将棋を指すのを止めます）

（そうか。あたしは主あるじの言うとおりにするだけや。でもな、自分達の主がああいうふざけた奴やつに負け続けるのは我が慢まんならん。今日は涙を飲んだるけど、いつか必ずあいつを倒すと約束せえや）

（え、約束ですか？　必ず勝つという約束は、ちょっと……）

（何がちょっとなんや！　あたし達があゆむの眠っとる力を覚かく醒せいさせたる言うとるやろ！）

（そ、そうですね。覚醒できたら、勝てるかもしれません。はい）

（勝てるかもじゃなくて、勝てるんや）

（はい、そうです。勝てます）

（いつか二に階かい堂どうを倒すんやな）

（はい。倒せると思います）

（思います、はいらん。断言せえ）

（僕は、二階堂を、倒します）

（よう言うた。それでこそあたし達の主あるじや。約束したからには実行せえよ）

　この場合、言ったのではなく言わされたという方が正しい表現だと思うが、当然抗議はできない。約束させられたので、僕はいつか二階堂を倒さなければいけない。とりあえず今月中に倒せという理り不ふ尽じんな約束事ではないので、その点は一安心である。

　会場に戻ると、ほとんどの人が着席していて、対局開始を待っていた。

　僕が戻って来るのを待っていてくれた桂けい香か先輩が歩み寄ってきた。

「アドバイスというほどの情報ではないけど、二階堂くんの棋き風ふうの話をしておくわね。二階堂くんはどんな戦法でも指す人で、攻めも受けも鋭するどく的確だけど、後ご手て番ばんの時はあまり攻めずに受けに回る指さし方をすることが多いように見受けられるわ。急戦よりも持久戦を好む感じ。これは私の印象だし情報と言えるほどのものではないけど、私から言えるのはこれくらいなの」

「いえ、構いません。五段くらいの人だと、わかりやすい弱点はないと思います。砕くだけること前ぜん提ていで当たってはいけないですけど、当たって砕けろの精神で指します」

「うん。最後まで諦あきらめずに指してね。不利になっても喰くらい付いていけば、一度はチャンスがくるはずだから」

　僕と桂香先輩は互いの健けん闘とうを誓い合ってそれぞれが着席するべき椅い子すに腰を下ろした。

「初戦の相手としては、お前は適役だな」

　二階堂が僕を見てにやにやしている。正に、余裕綽しやく々しやくの笑みだ。

「お前、大おお橋はしと一緒で、名前に駒こまの文字が入ってるんだな」

　だから何だよと、僕は心の中で突つっ込む。

　桂香先輩を呼び捨てにしているのが、どうにも気に入らなかった。恋人だとか、幼おさな馴な染じみとか、親友ならばいいのだが、そこまで親しいわけでもない異性が呼び捨てにしているのが、僕は癇かんに障さわっていた。

「お前、段位は？」

　さっきからお前お前って。僕の方が年下ではあるが、知り合って一時間くらいしか経たっていないのに、お前呼ばわりはないだろう。

　気の強い人ならこの局面で無視できるだろうが、気の弱い僕にはそれができない。我ながら情なさけない。

「今は、二段くらいはあるかもしれません」

　二に階かい堂どうは鼻で笑って、

「ふんっ。二段か。俺の完勝は確定的だな。大して力を使うことなく次のステージに上がれそうだ。もし大おお橋はしが相手なら、結構な力を使わなきゃいけなかった。まあ、仮に大橋が相手でも、俺の勝利は揺ゆるぎないがな」

　僕の中に、怒りの感情が湧わき起こり始めていた。口の利きき方自体は相良さがら親子と同じなのだが、あの二人にはここまで憤ふん怒ぬすることはなかった。それは一つに相良純じゆん一いちが小学生だということもあるし、一つに相良六段がプロ棋き士しということもある。

　桂けい香か先輩に対する口の利き方が悪いから、こんなに苛いら立だつのだと思う。もし二階堂が桂香先輩に対してだけは綺き麗れいな言葉遣いをしていれば、どれだけ僕に高圧的な言動を取っても、僕がこれほど憤いきどおることはなかったはずだ。

「俺が振り駒ごましてもいいか？」

「どうぞ」

「歩ふが多ければ俺が先手な」

　先後を決めるために、二階堂が五枚の歩を両手の中に入れ、強く振って盤ばんの上にばらまいた。結果はと金が三枚、歩が二枚。僕が先手番となった。

「良かったな、先手番で。先手ならワン・チャンスあるぞ。ああ、ワン・チャンスって言っても、俺を倒すチャンスじゃなくて、一回は王手ができるかもしれないって意味な」

　よくもまあこれだけ次から次に罵ば詈り雑ぞう言ごんの言葉がすらすらと出てくるものだ。二階堂と相良親子を対面させたらどうなるだろう。なんて暢のん気きなことを僕は思い始めていた。

　駒こま達の声は聞こえてこない。僕がこれだけ腹を立てているのだから、駒達、特に香きよう車しやはぶち切れているのではないかと思われるが、必死に我が慢まんしてくれているのだろう。もしかしたら、意識を断ち切って眠っているのかもしれない。僕のことを主と呼ぶ将しよう棋ぎの神様達に対して、僕は少し申し訳ない気持ちになっていた。

　時計の針が十時二十分を指した。一いつ斉せいに対局が開始される。僕はお願いしますと頭を下げてから、左側にあるチェス・クロックを押した。持ち時間の十分が一秒ずつ減っていく。これがゼロになると、一手三十秒未満で指さなくてはいけなくなる。この大切な持ち時間は、深く考えたい局面まではなるべく減らさずに使いたい。だから序じよ盤ばんはほとんど時間を使わずにノータイムで指すことになる。

　僕の初手は７六歩。二階堂は３四歩。僕は即そく座ざに２六歩。二階堂は一呼吸置いて、８四歩と突いた。

　僕はそこで一いつ旦たん手を止める。

　このままいくと、横よこ歩ふ取どりか角かく換がわりのいずれかの戦型になるだろう。

　僕は、横歩取りがあまり得意ではない。いや、一番苦手な戦法と言ってもいい。

　横歩取りは、ボクシングで言えば、ノーガードの殴なぐり合いに近い戦い方だと思っている。短い手数で玉ぎよくを囲って、あとは一気に攻め合う形。他の囲いに比べて、玉形が薄いのだ。玉を囲っているというよりは、ただ玉の横に金や銀を置いているようにしか見えない形。強い人に言わせると、それらの囲いも意外に堅いらしいが、受けの下へ手たな僕にはそうは見えなかった。だから僕はこの戦法をあまり指さなかった。

　そして何より、この戦法は覚えるべき定じよう跡せきが多い。多すぎる。あらゆる戦法の中で一番変化が多いのではないだろうか。

　どんな戦型でも、一手でも悪あく手しゆや緩かん手しゆを指さすとたちまち戦せん況きようが逆転するのは珍めずらしくはないが、この横歩取りではそれが顕けん著ちよだった。一手でも緩ゆるい手を指すと、それまでの優位が消しよう滅めつする。実際、僕も何度もそれを経験している。プロの棋き譜ふでも多く目にしている。だからあまり指したくない戦法だった。

　しかし、ここで発想の転換をしてみる。

　優劣が入れ替わり易やすいということは、二階堂がその被ひ害がい者しやになる可能性もあるわけだ。僕はそれに賭かけるしかないのではないか。僕はこの戦いに負ける可能性が高い。しかし一パーセントでも勝つ可能性が残されているのであれば、最も激しい戦法で戦いを挑いどむべきなのかもしれない。時間の短い将しよう棋ぎだ。二階堂が間違う可能性だってあるはずだ。

　僕は深呼吸して、２五歩ふと指した。

　次に二に階かい堂どうが８五歩と指せば、確実に横歩取りになる進行だ。

　だが、僕の予想に反して、二階堂は次の六手目、８八角かく成なりと指した。

　てっきり横歩取りになると決め付けていたので、僕は少し拍子抜けしてしまった。

　これは、後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわりではないか。

　なぜ横歩取りを選択しなかったのだろうか。角換わりの方が、より自信があるということだろうか。確かにプロでも得意戦法として採用している人もいる。後手番の時は、これが二階堂の必殺の戦法なのかもしれない。

　ただ、この手順での一手損角換わりは主流ではない。後手一手損角換わりという戦法自体は、プロの対局でも頻ひん繁ぱんに見るが、この手順での角交換は、ちょっと記憶になかった。プロ棋き士しで、この手順を進んで指す人はいないと思われる。

　ただ、これはアマチュア同士の戦い。僕の方が格下。この手順で角交換することに得があるとは思えないが、僕程度の相手は、主流から外れた指し方でも勝てると思っているのかもしれない。

　僕は頭の中に浮かべていた横歩取りの定跡を全て消去し、角換わりの定跡を思い浮かべて手を進めていく。

　序じよ盤ばんは何とか互角のまま通過することができたが、中盤に入ってしばらくすると、僕の形勢が苦しくなった。一手指さすごとに劣勢の色が濃こくなっていく。

　二に階かい堂どうの指し回しは、しなやかだった。無む駄だがない。急所を着実に攻めてくる。悔くやしいが、やはり地力が違った。

　成なす術すべなく、僕はあっさりと敗れた。

「全てが普通の指し手だな。才能を感じさせる手は一手もなかった。お前は平へい凡ぼんな将しよう棋ぎ指しだ。まあ、二段ならその程度だろう。時間があるなら、今日の俺の将棋を見て勉強するんだな。大おお橋はしの将棋よりも、よっぽど為になるぜ」

　言いたい放題言って二階堂は去って行った。

　僕は深い溜ため息いきを吐ついて席を立つと、桂けい香か先輩が対局しているテーブルへと向かった。

　桂香先輩は中年男性と対局しているところだった。僕は桂香先輩の後ろに立って盤ばんに視線を下ろし、戦せん況きようを確認しようとした。

　瞬しゆん間かん、中年男性が「参りました」と言って頭を下げた。

　さすがは桂香先輩だ。こんなところでは負けないか。

　片付けを終えた桂香先輩が僕に気づいて立ち上がった。

　桂香先輩は口を開きかけたが、一度その口を閉じた。たぶん、僕に勝敗を訊きこうとしたのだろうが、僕の沈しずんだ顔を見て結果を察したのだろう。別のことを訊いてきた。

「あゆむくん、納なつ得とくのいく将棋は指せた？」

「今持てる力は、全て出したつもりです。今の僕の力では、どうやっても埋うまらない差を感じました」

「そう。戦型はどうだったの？」

「僕が先手で、後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわりになりました。横よこ歩ふ取どり模も様ようからの一手損角換わりだったので、意表を突つかれました」

「横歩取り模様からの、一手損角換わり……」

　桂香先輩は何やら考える顔つきになっている。僕の言葉に、何か引っかかるところがあったのだろうか。

「大橋さん、ちょっといいですか」

　係員が近くまでやって来て、桂香先輩を呼んだ。

「ごめんね。またあとで話しましょう」

　桂香先輩と別れた僕は、部屋の隅にある椅い子すに腰こし掛かけた。対局者達は様々な表情で将棋を指している。両手で髪かみの毛を鷲わし掴づかみにして考え込んでいる人、何やらぶつぶつ言いながら指している人、相手に指された瞬間叫び声を上げて身体からだが固まっている人。

　僕の目の前で指していた子供が、投了の意思を示した直後、泣き始めた。その子の親と思われる人がやって来て、男の子の頭を撫なでながら言葉をかけている。僕も小学生の頃は、悔しい負け方をするとよく泣いていたっけ。

　午前十一時になる前に一回戦の対局全てが終了し、二回戦に突とつ入にゆうする。この時点で残っている女の人は桂けい香か先輩だけとなっていた。その桂香先輩の次の相手は、六十歳前後と思われる男の人だった。棋き力りよくはわからないが、このくらいの歳としの人は、それだけ対局数も多いのが常なので、たとえ棋力が下でも、その経験値は侮あなどれない。

　しかしそんな僕の心配もどこ吹く風で、桂香先輩は二回戦を最速で突とつ破ぱした。

　かっこいい。男達で埋うまっている戦場に颯さつ爽そうと現れた女戦士のようだ。たった一人で腕うで自じ慢まんの男達をばったばったと倒していく女戦士。漫画や映画の主人公のようである。

　十一時三十分頃、二回戦の対局が全て終了する。二階堂も残っている。ブロックが違うので、桂香先輩と二に階かい堂どうが戦うのは早くても準決勝ということになる。

　もし二人が戦うことになったら、当然僕は桂香先輩を応援するわけだが、桂香先輩が二階堂に負ける姿は見たくなかった。二階堂が厭いや味みったらしい言葉を桂香先輩に浴びせることを想像しただけで、汚けがらわしい気持ちになる。そんな場面は、絶対に見たくない。

　三回戦も桂香先輩と二階堂は完勝で突破し、昼食休きゆう憩けいを挟はさんでの四回戦も、桂香先輩と二階堂は一、二番の順で勝利を挙げていた。この二人が頭一つ、いや頭二つくらいは抜けているような感じに見えた。

　準々決勝も一番乗りで突破した桂香先輩に、僕は声をかける。

「先輩、流石さすがです。一回戦からずっと完勝ですね」

「ちょっと出来過ぎな感じもするけどね」

「いえ、実力どおりの結果です」

「決勝までこの調子が続けばいいんだけど」

　僕の視界の端はしで、二階堂が立ち上がるのが見えた。僕の視線を追って、桂香先輩が振り返る。

「二階堂くんも流石ね。あの相手の男の人は、この道場で五本の指に入る人で、棋力的にはあまり変わらないはずだけど、苦戦した様子はないわね」

　二階堂にだけは絶対に負けないでください。

　喉のどまで出かかるが、言葉をぐっと呑のみ込んだ。

　準々決勝が終わり、ベスト４が出で揃そろった。抽ちゆう選せんの結果、桂香先輩と二階堂は別の人との対戦となった。

　準決勝では、僕は桂香先輩とともに、二階堂と戦っている男性のことも応援していた。勝ってくれ、二階堂を倒してくれと。そんなことを願っている自分が、すごく厭だった。何だか惨みじめだし、桂香先輩の力を信じていないようにも思えた。でも、願わずにはいられなかった。桂香先輩が二階堂に負ける可能性を排はい除じよしたい一心で、僕は二階堂の負けを祈っていた。

　しかしそんな僕の願いも虚むなしく、二階堂は決勝進出を果たした。相手もここまで残っているのだから、かなりの強者だと思われるが、棋き譜ふを見る限りは、その力は感じられなかった。それだけ二に階かい堂どうが強いということだ。二階堂の勝利から五分後、桂けい香か先輩も勝利を挙げた。こちらも危なげない勝利だった。やはりこの二人の実力は頭一つ以上抜けているようだ。

　十五分間の休きゆう憩けい後、決勝が行われる。参加者のほとんどは会場に残っていて、戦いの結末を見守っていた。

　僕の隣となりに座っている桂香先輩は、オレンジジュースを飲んでいる。その横顔はいつもどおり可か憐れんで、疲つかれている様子は見受けられなかった。

「大おお橋はし先輩は、二階堂さんとどのくらい対局しているんですか？」

　二階堂にさん付けするのは厭いやだったが、呼び捨てにするわけにもいかない。

「二階堂くんとは、小学四年生の時から対局しているけど、どのくらい指さしたかな……三百局以上は指していると思う」

「そんなにですか」

　それだけの時間を共有している二階堂を、僕は羨うらやましく思った。しかも僕とは違い、実力伯はく仲ちゆうしている同士だ。時間共有の濃のう密みつさは、僕とは比べ物にならないと思う。

「対戦成績は、どのくらいなんですか？」

「小学生の頃は私の方が勝ち越していたんだけど、中学生に上がってからは、その数字が逆転してるわね。特に最近は──」

　室内の中央に設もうけられた決勝のテーブルに、二階堂が腰を下ろした。それを見た桂香先輩の顔がぐっと引き締しまった。

「それじゃ、行ってくるわね」

「はい。大橋先輩なら絶対に勝てます。頑がん張ばってください」

　桂香先輩は微び笑しようを浮かべて軽く頷うなずくと、決勝の場へ進んで行った。桂香先輩が着席する。二人はほんの短いあいだ視線を交わらせたあと、駒を並べ始めた。僕はポケットに手を入れて、駒こまを触さわる。

（ねえ、起きてますか？）

（起きてるも何も、眠ってへんで）

（いや、声がずっとしなかったから、僕が二階堂に負けて、怒ってるかなと思ったんです）

（別に怒ってへんで。あいつにムカついとるだけや）

（負けてごめんなさい。もうちょっと、善戦できると思ったんですけど）

（あゆむくん、謝る必要はないですよ。負けることは悪いことじゃないのですから。どれだけ強くても、あの人のように威い張ばり散らしてはダメです。あの人を見ていて思いましたわ。ああ、この人がわたくし達の主あるじじゃなくて良かったと。次にやる時は勝てるように頑張ろうね）

（うん。ありがとう。それで、今から桂香先輩と二階堂が戦うんですけど、その解説をして欲しいんです。僕の頭じゃ、深いところまでは指し手の意味を理解できないから）

（ええで。あたしが解説したる）

（ありがとうございます）

　時計の針が四時を回った時、決戦の幕が切って落とされた。振り駒ごまの結果、先手となった桂けい香か先輩が初手７六歩ふと指す。以下、二に階かい堂どうが３四歩、桂香先輩が２六歩、二階堂が８四歩。僕の時と同じ進行。今度こそ横よこ歩ふ取どりになるだろうか。高段者同士の横歩取りは見ていて面おも白しろいので、勉強という意味も含めて是ぜ非ひ見たいと思った。

　だが、僕の時と全く同じく、桂香先輩が２五歩と指した直後、二階堂は８八角かく成なりと指さした。
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（あの、後ご手て一いつ手て損ぞん角かく換がわりって、先に３二金と上がってから角交換するか、８四歩を突つかずに四手目で角交換するのが主流なんですけど、この手順での角交換に何か意味があるんでしょうか？）

（この形で角交換する意味が、二階堂の中にはあるのかもしれんし、ないかもしれん。この形に拘こだわりがあるのかもしれんし、別の理由でこの形にしてるのかもしれん）

（別の理由というのは？）

（二局見ただけじゃ判断できん。あたしは憶測で物を言うのが好かんのや）

（そうですか）

（まあ、どんな理由があるにしろ、棋き力りよくが同等の相手との決勝戦で採用するくらいや。研究は徹てつ底ていしてるやろ。相あい居い飛び車しやの後手番に自信がなかったら、振り飛車で戦えばいいだけの話やからな。この手順での角交換にはあまり得がないという認識を持って指しているのであれば、それだけこの形に自信を持っていると考えるのが妥だ当とうや）

　香きよう車しやの言葉には、いちいち迫力があった。

　桂けい香か先輩は、この戦法に対して、どのくらいの自信があるのだろうか。桂香先輩の対応策は万ばん端たんなのだろうか。

　局面はさくさく進んでいた。すでに手数は四十手を超えている。先手の桂香先輩が棒ぼう銀ぎん、後ご手ての二に階かい堂どうが腰掛け銀という戦型。桂香先輩が攻めて、二階堂が受ける形になっていた。

（今の一手で、桂香が優勢になったな）

　香車の言葉で、僕の胸は躍おどった。

（本当ですか？）

（この局面からあたし達駒こま同士が指さしたら、絶対に先手が勝つ形や。つまりあたし達の見方では、もうこの時点で先手が必勝になってる）

　僕はぶるっと震ふるえる。さすが桂香先輩だ。僕の目には互角の展開にしか見えないが、すでに必勝になっているとは。僕の心配は杞き憂ゆうだった。

　しかしそんな僕の喜びを、香車は次の言葉で一いつ蹴しゆうした。

（喜ぶのは早いで。必勝になってるというのは、あたし達の眼力があるからわかることであって、桂香にはその力はない。まだ自分が有利になったという意識もないやろ。プロ棋き士しでも、この時点で先手が必勝や勝勢だとわかる者はおらん）

　なるほど。確かに喜ぶのは早い。ただ、桂香先輩が勝てる形になっているということ自体は喜ばしいことだった。

（あとは、桂香が最善手を指し続けられるかどうかやな。いや、最善手じゃなくてもいい。悪手を指さなければ、一、二回の緩かん手しゆはどうってことない形勢になっとる。平常心で指すことができれば、勝てるはずや）

　いつもどおりの桂香先輩であって欲しかった。最近は負け越しているというようなことを話していたが、ここで二階堂に勝てば、一ヵ月後に迫っている大会へ向けて弾はずみにもなる。二階堂のいるチームと戦うと仮定した場合、この対局はその前ぜん哨しよう戦せんとなる。桂香先輩には是ぜ非ひ勢いを付けておいて欲しかった。

　一手、また一手と局面は進んで行く。手数は六十手を超えていた。それぞれの残り時間は、桂香先輩が一分三十秒で、二階堂が五分五十秒だった。

　その時間差を見た時、僕の胸に一いち抹まつの不安が過よぎった。

　このままの展開で進むと、先に持ち時間を使い切るのは桂香先輩の方だ。持ち時間が切れると、一手三十秒未満で指さなければいけなくなる。三十秒という時間は、短い。将しよう棋ぎを指さなくとも短いが、将棋を指しているともっと短く感じる。深く考える時間はない。ほとんど直感で指さなければいけない。たとえば攻める手だけを考えればいい局面であれば、多少は心にも余裕が持てるが、攻めればいいのか守らなければいけないのか、その二つの選択のどちらが正しいのかを考えなければいけない時は、かなり苦しい。敵てき玉ぎよくを攻めれば詰つませられる時に守ってしまうと逆転を許すことになるし、正しく受けないと自分の玉が詰まされる局面で攻めてしまうと、当然負けることになる。攻めか守りか、その判断を三十秒未満で下さなければいけないのだ。更にそのどちらを選択するにしても、最善と思われる手を見つけなければならない。

　その危険な領域に、先に桂けい香か先輩が入ろうとしている。僕はそれが心配だった。

（ちょっと雲行きが怪あやしくなってきたな）

　僕の考えに呼応するように、香きよう車しやが言った。

（時間差のことですか？）

（それもあるけど、桂香の指し手に迷いが見られるようになってきとる。この対局に限っては、桂香は時間の使い方が下へ手たや。いつもは伸び伸び指しとるのに、今はその奔ほん放ぽうさがない。深く読むのは構わんけど、必要以上に読み過ぎてるんや。結果、時間を浪ろう費ひしとる）

　そうなってしまっているのは、舞台が決勝だからという理由ではなく、相手が二に階かい堂どうだからなのだろう。

　二階堂が王手をかけてきた。その受けを考えている途と中ちゆうで、桂香先輩の持ち時間がなくなった。チェス・クロックの数字が、一秒ずつカウントされていく。僕の心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

（今、局面はどうですか？　桂香先輩が優勢ですか？）

（まだ大丈夫やけど、もう一手も変な手は指せなくなっとる。それは相手も同じやけど、ここからしばらくは二階堂の攻める展開や。しかも上下左右、色々なところから攻めることのできる形になっとる。攻める方はええけど、受ける方は頭の痛い形や。たとえばここから先手をプロ棋き士しが持っても、三十秒将棋なら受け間違って二階堂が勝つ可能性も十分ある。それくらい、難解な終しゆう盤ばんや）

（そんな……）

（二階堂は、この展開を意図的に作り出しとるやろうな。表情や指し回しを見とったら、そう感じるわ。中盤までは分が悪くとも、終盤のこの形にすれば勝てると。そういう研究をしとるんやろ）

（でも、でも、桂香先輩が最善手を指し続ければ、勝つんですよね？）

（指し続けられればな）

　指し続けられるさ！　僕は心の中で叫さけんだ。桂香先輩が勝つんだ！　この対局が終わったら、女神のような微笑を見せてくれるんだ！

（あかん。逆転した）

　香車の言葉に、僕の心臓は口から飛び出しそうになる。ズキズキと、頭と胸が痛み出す。

（ぎゃ、逆転って、どういうことですか？　桂香先輩が指した手の何がまずかったんですか？　角打ちで王手をかけられたから、桂けい馬まを合あい駒ごまにしただけですよ！）

（その合駒が悪かったんや。桂けい合あいじゃなくて金合いだったら問題なかった。次に二階堂が角を切って桂けい馬まを持つとする。その桂馬で王手をかけられると、上に逃げても下に逃げても王手が続く形なんや。上と下、どちらへ逃げても今は遠くにおる龍りゆうが玉に当たる形になる。必至の出来上がりや）

　果たして香きよう車しやの言ったとおり、二に階かい堂どうは角を切って桂馬を手に入れた。桂香先輩の肩が落ちたように見えた。対照的に、二階堂は口角を上げていた。明らかに優勢を意識した顔だった。

　これが、三十秒将しよう棋ぎの怖いところだった。時間のある将棋だったなら、桂香先輩は間違わなかったはずだ。もちろん、相手も同じ条件で戦っているわけだから文句は言えない。

（何とかならないんですか？）

　僕がそんなことを訊きいても無意味だとわかっていながら、訊かずにはいられなかった。

（必至をかけられたあと、桂香が攻める時間ができる。最善手を指し続けても正確に受けられるとどうしようもないけど、二階堂が受け間違えれば、即そく詰づみがある。それに賭かけるしかないな）

　二階堂もすでに三十秒将棋となっていた。間違う可能性は大いにある。普段の僕なら誰かの受け間違いを祈ることはしないが、今日だけはそれを願った。二階堂、間違え。いや、間違えてくれ。桂香先輩の沈しずんだ顔なんて見たくない。だから頼む。間違えてくれ。

　必至をかけられた桂香先輩の背中が、ぴんと伸びた。深呼吸するのがわかった。

　攻守が逆転し、今度は桂香先輩が王手をかけ続けた。二階堂は玉を動かしたり合あい駒ごまをしたりして受け続ける。その表情は、実に飄ひよう々ひようとしたものだった。僕には際きわどい局面に見えた。駒達の言葉を聞かなければ、桂香先輩がこのまま詰ますと思ったかもしれない。僕から見れば難解な局面なのに、そんな余裕の表情で指す二階堂を見て、僕は改めて力の差を痛感させられた。

「負けました」

　桂香先輩の透き通る声が、緊きん迫ぱくした場内に響ひびいた。

　それまで固かた唾ずを呑のんで戦いを見守っていた観戦者たちが、どっと息を吐はいた。そして口々に、対局内容の素晴らしさに感かん嘆たんの声を上げていた。

　本来なら、僕も他の人達と凄すごい将棋でしたねなどと感想を言い合っているところだが、今はとてもそんな気分にはなれなかった。

　僕の予想どおり、二階堂は厭いや味みったらしく口角を上げた顔で、盤ばんを指差して言葉を発している。この局面ではこう指すべきだったとか、この局面では攻めではなく受けるべきだったとか、そういうことを厭味な口調で話している。それらの言葉を、桂香先輩はうんうんと頷うなずいて聞いていた。どんな表情で聞いているのだろうか。いつもどおりの表情だろうか。それとも悔しさを含んだ顔になっているだろうか。

　想像しただけで、胸が苦しくなった。
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　僕達は電車を降りて、自宅へと続く川沿いの道を歩いていた。

　桂けい香か先輩の表情は、普段と変わりなかった。落らく胆たんの色は見えない。でもそれは僕が一緒にいるからかもしれない。心の中を読むことはできない。

「ちょっと、下におりようか」

　そう言って、桂香先輩は川辺へと歩を進める。僕も同じ歩調で進み、水と地の境界で立ち止まった。川を流れる水は、透すき通っている。流れは、とても緩ゆるやかだ。川かわ面もに映る夕日を眺ながめていると、心が洗われるように落ち着いた。

「落ち込むような負け方をした時は、よくこの川を眺めに来るの。この町を一望できる高台に上ることもあるわ。そうやって風景をじっと眺めていると、落ち込んだり悩なやんだりしていることが小さなことに思えてきて、また頑張ろうっていう気持ちになるの」

　その言葉で、僕の脳のう裏りに過去の光景が広がった。

　あれは……そう、駒こま達が人間の姿となって僕の前に現れた日だ。僕がいつものように相良さがら純じゆん一いちに負けて帰っている途中、この場所で寂さびしそうにしている桂香先輩を見た。あの時も、二階堂に負けた帰りだったのだろうか。

「最近、二に階かい堂どうくんに全然勝てないの」

　川面に視線を落とした恰かつ好こうで、桂香先輩は切り出した。

「小学生の頃は、私の方が分が良かったんだけど、中学生になってその力関係が逆転したの。今日の負けを含めて、最近は七連敗中」

　桂香先輩が七連敗……。相手がトップ・アマチュアの棋き士しであれば理解できるが、同程度の実力者相手に七連敗というのは、ちょっと信じられない数字だった。

「今日の対局は、最近では一番勝利に近づいたと思ったんだけど、全て彼の計算どおりだったみたい。時間配分も含めて、二階堂くんの方が一枚上だったわ。自分では、あまり苦手意識を持っていないつもりなんだけど、無意識にそれが指さし手に表れているのかな」

　何か言葉をかけなければと思った。悲哀の横顔を見せる桂香先輩を元気付ける言葉をかけなければ。僕は必死にその言葉を探した。

「ぼ、僕が……」

　僕が二階堂を倒します！

　喉のどまで出かかるが、言葉になることはなかった。たった今、襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようにして負かされた相手だ。言えるはずがない。

　爪つめが皮ひ膚ふに食い込むぐらいに、僕は強く拳こぶしを握にぎった。

　僕にもっと力があれば二階堂を倒せるのに。桂香先輩をこんな顔にさせる憎き相手を打ち負かせるのに。

　桂けい香か先輩は小首を傾かしげて、

「僕が、どうしたの？」

「いえ、すいません。何でもありません」

「ごめんね。こんなネガティブなこと言われても、困るよね」

　桂香先輩は照れ臭くさそうに笑った。

「あ、いえ……」

「去年と同じように、今度の大会で戦う可能性があるわけだから、くよくよしていられないわよね。私が今のままだと、最初から一敗が確定してしまっているようなものだもの。気合を入れないとね」

　自分に言い聞かせるように、桂香先輩は言葉を口にしていた。しかし、その横顔に力強さは感じられなかった。

　それからしばらくして、また明日という言葉を交わし合い、僕は桂香先輩と別れた。夕日に照らされた桂香先輩の後ろ姿は、僕の目にはとても儚はかなげに映った。




　部屋に入るなり人間の姿になって現れた香きよう車しやは、酷こくなことを言うようだがと前置きして話を切り出した。

「桂香では、二に階かい堂どうに勝つことはできん」

　座布団の上に腰を下ろしたばかりの僕は、跳ねるように立ち上がった。

「勝てないって、どういうことですか？」

「どういうことも何も、言葉どおりの意味や。桂香は、二階堂には勝てん」

「勝てないって……だって、二人の棋き力りよくは同じ五段ですよ。今日の対局だって、中ちゆう盤ばんまでは優勢だったじゃないですか。皆さんの言葉を借りれば、必勝の形だったみたいですし。それなのに何で勝てないんですか？」

「桂香は、二階堂に対して苦手意識を持ちすぎてる。さっきの話を聞いて確信した。あれじゃ、勝てるものも勝てん。あの精神状態じゃ、何回やっても最後に引っくり返される。二階堂に対しての自信のなさが、指し手にも表れてしまっているんやな。《この相手には勝てない》という潜せん在ざい意識に刷すり込まれた思いが、勝負所で致命的な一手を指させてしまう」

「そんな……桂香先輩がそれを克こく服ふくするには、どうすればいいんですか？」

「本人が解決するしかない。どんな物事でもそうやろ。他人が背中を押したり助言したりはできるけど、結局は本人の強い意志が必要や。桂香がそれを克服するには、残念ながら時間が足りんやろうな。一ヵ月後の大会、二階堂と戦うことになれば、桂香は必ず負ける」

　僕はその言葉に猛もう烈れつに反対したかった。実力は五分なのだから、やってみなければわからないじゃないか、と。

　しかし、勝負事に絶対はないと言っていた香きよう車しやが、必ず負けるという発言をする以上、実際そうなるのだろう。認めたくはないが、僕には見えないものが見えているに違いない。

　では、どうすればいいのか。

　一ヵ月後の大会、二に階かい堂どうのいるチームと必ず当たるとは限らない。東日本代表を決める戦いには、三十二のチームが出場する。八校一組の四ブロックに分かれ、三連勝して各ブロックの一位になった四チームが、東日本代表校を決める決勝トーナメントに進出する。代表校になれるのは二チーム。決定戦で勝てば、晴れて代表の座を掴つかむことができる。

　こういう形式なので、桂けい香か先輩達と二階堂達が勝ち続けても、最後まで当たらずに、二チームとも東日本代表校になることもあるわけだ。

　しかしこういう場合は、当たることを想定しておくものだろう。確率で言えば戦う可能性の方が高いだろうし、実際去年も、桂香先輩達は三連勝してブロック一位になりながら、最後の代表校決定戦で二階堂のいるチームに敗れて代表の座を逃のがしているのだ。それこそ、同じブロックになれば、初戦で戦うこともある。

　何か対策はないだろうか。強くなるということ以外に、彼らと当たっても勝機を高くさせる方法みたいなものはないだろうか。

　と、僕はそこであることを思いついた。

「二階堂には、一番弱い人を当てればいいんだ。言葉は悪いけど、捨て駒ごまってやつです。二階堂は、団体戦は必ず自分が大将をやると公言しているそうです。敢あえて棋き力りよくの低い人間を大将に置いて、先せん鋒ぽうと副将に棋力の高い人間を置くやり方を採るチームもあるみたいだけど、自分はそんなセコいやり方はしないと。自分が一番強いんだから大将をやるんだと。だから、二階堂に一番弱い人をぶつけることも可能です。そうすれば、二階堂以外の二人を、桂香先輩と副将の橘たちばなさんで倒せる。これ、作戦としては正しいですよね？」

「その二人が勝てる保証はないやろ」

　斬きり捨てるように香車は言う。

「まあ、確かに、保証はないですけど……」

「このあいだ桂香が言っとったけど、去年の大会で副将の橘は、二階堂の仲間に負けてるんやで。そいつ、今回も出てくるらしい。とても有力な作戦には思えんなぁ」

　厳げん然ぜんたる事実を突つき付けられて、僕はぐうの音も出ない。確かに、全然有力な作戦じゃない。

「というより、そんな小こ賢ざかしいやり方で勝とうとする根性が気に喰くわんわ。今の時代では、そういう戦い方を是ぜとするのかもしれんけど、あたしは認めん。自分が一番強いから大将をやると言ってる二階堂の方が、よっぽど男らしいで。あいつはほんまにむかつく奴やつではあるけど」

　何だか、お前は男じゃないと言われたみたいで、僕はひどく落ち込んだ。

「わたくしは、そんなに悪いやり方ではないと思いますけど」

　沈んだ僕を慰なぐさめるかのように歩ふが言う。

「江戸時代の男性でも、色々な物事でその手の作戦を採用する人はいましたわ。決して今の時代の男性が弱々しくなったとは思いません。でも、二に階かい堂どうくんの言っていることの方が男らしいというのには同意します」

　やっぱりそうなのか。いや、そうだろうな。僕から見ても、男らしい発言と思えるのだから。

　桂けい馬まも何か言うかなと思って視線を合わせたが、この話には特に関心はないようだった。

　同じ女性がこう言っているのだから、桂けい香か先輩もきっと同じ意見だろうなと僕は思った。

「桂香に代わって自分が大将をやる！　そして二階堂を倒す！　男なら、これくらいのことが言えるようにならんとあかんで。あたしは、その言葉を期待してたんやけどな」

「僕もさっき思いましたよ。僕が二階堂を倒せればどれだけ恰かつ好こういいだろうって。でも、無理だから……」

「何が無理なんや。数時間前に、二階堂を倒すって約束したやろ」

「二階堂を倒すとは言いましたけど、一ヵ月後とは言ってませんよ。さすがに、一ヵ月では無理です」

「いいや、無理やないで。一ヵ月後に実力で二階堂を倒すことは、不可能やない。あいつには、致ち命めい的てきな弱点がある、かもしれん」

　僕は眉まゆを上げる。

「致命的な弱点？　何ですか、それ？」

「断言はしとらん。まだ推測の段階や。今日のあゆむとの対局、そして桂香との対局を見ていて思ったんや。こいつ、もしかしたら……」

「もしかしたら？」

「それを確かめたいから、明日桂香に、二階堂がどこのサイトで対局しているのかということを訊きくんや」

　香きよう車しやの思惑が何なのか全くわからなかったが、僕は言われたとおりにすることにした。




　翌日──。

　僕は登校するなり桂香先輩のクラスに脚を運んだ。三年生達が、僕を舐なめ回すように見ている。僕は孤こ独どく感を覚えたが、桂香先輩が僕の正面に立つと、その孤独感は瞬しゆん時じに消えた。朝の桂香先輩は、いつかの時と同じようにシャンプーの匂においに包まれていた。

「おはようございます」

「おはよう。どうしたの？」

「あの、二階堂さんって、どこのサイトで対局しているかわかりますか？」

　桂香先輩はぱっと顔を明るくして、

「どんどん強い人と対局しようっていう心意気なのね」

　桂香先輩は、二階堂が登録している将しよう棋ぎ道場のサイトとハンドル・ネームを教えてくれた。僕が登録しているところと同じだった。ここなら、過去の棋き譜ふも見ることができる。

　クラブ活動を終えると、僕は急いで自宅へと帰った。僕はパソコンの前に座り、ネット道場にアクセスする。次いで二階堂のハンドル・ネームを検けん索さくする。名前をクリックすると、最近の対局や成績が一覧となって表示される。二に階かい堂どうの通算の勝率は六割七分。強い相手ばかりとの対局でこの数字なら、かなり高い。ここ一ヵ月で、三百局も対局している。凄すごい対局数だ。多い時だと、一日で二十局も戦っている。正に将しよう棋ぎ漬づけの日々だ。

「これだけあれば、真実がわかるな。あゆむ、この棋譜を全部開くんや。ほんとは序じよ盤ばんだけ見れば事足りるけど、相手を知るという意味で、最終手まで見ることにするか」

　香きよう車しやに言われたとおり、僕は二階堂の棋譜を次々と開いて、自動再生で進めていく。一つの棋譜を見終わると、次の棋譜へと進む。あまりにも数が多いので、途中夕食を摂とってから再開したが、全て見終わった時には、時計の針は十時を指していた。

　全ての棋譜を見て思ったのは、二階堂の攻めの鋭するどさだった。桂香先輩が柔じゆうなら、二階堂は剛ごうというイメージ。指された瞬しゆん間かんは意味がわからないが、十手先、二十手先に、その手が攻めに活きてくる。そういう指し手が非常に多かった。それだけ、先が読めているということだ。プロ棋き士しから見れば、その指し方に瑕か疵しを見つけるだろうが、アマチュアとしては精度の高い攻めだと思う。

　僕には、弱点らしきものは見つけられなかった。中には二階堂が負けた棋譜もあるが、全てが僅きん差さで、一方的な負けがほとんどない。完敗するかと思われるような進行でも、最後に逆転を狙ねらった一手を放ってくる。正しく受ければ勝つが、受け損そこなうと負ける。負けている棋譜のほとんどに、そういうファイナル・トラップの一手が現れる。正直、こういう相手が一番厭いやだ。どれだけ劣勢でも、逆転の可能性を秘めた一手を用意している。戦っていて、こんなに神経を消耗する相手はいない。

　全ての棋譜を見た香車と歩ふは、妙みように明るい顔をしていた。暗い顔になっている僕とは対照的だ。

「何か、見つけたの？」

「ああ、見つけたで。二階堂の決定的な弱点を」

「決定的な、弱点？」

　僕は眉まゆを顰ひそめる。とてもそんなものは見当たらなかった。弱点の『じ』さえも、僕には見えなかった。ただその強さだけしか印象に残っていない。

「あの、その弱点というのは、たとえばプロ棋士のように強い人から見た弱点という意味ですか？　だとしたら、今の僕には朗ろう報ほうでも何でもないんですが」

「いいや、ちゃう。誰でも突ける弱点や。ぶっちゃけ、今のあゆむでもそこを突けば勝てるかもしれんほどの弱点やで」

　今の僕でも勝てるかもしれないほどの弱点！

　僕の鼓動が急激に速まる。

　短い時間でその答えを探してみたが、出てこない。そんなもの、とてもあるようには見えなかったし、思えない。

「なあ、あゆむ。今の棋き譜ふの数々を見て、ほんまに何も気づかんかったのか？」

「僕は、何も……。ただその強さだけが印象に残りました」

「あいつは、どんな戦法を使って指してた？」

「どんな戦法……」

「振り返って思い出してみぃ」

「えっと……矢や倉ぐら、角かく換がわり、右玉、右四間飛び車しや、袖そで飛び車しや、中飛車、三間飛車、四間飛車、向かい飛車……相あい掛がかりもやってたかな……相あい居い飛び車しや、相振り飛車、対振り飛車、対居飛車、急戦、持久戦、本当にあらゆる戦法を指してました」

　そう。本当に二に階かい堂どうはどんな戦法でも指していた。玉の囲いも満遍なく使っていた。

「何や、気づいてへんのか」

「と、申しますと？」

「出てきてない戦法があるやろ。マイナーなやつちゃうで。メジャーな戦法で、一つ出とらんのがある」

　僕は思い出す。自分が言葉にしなかった戦法名を。それは、いったい……。

　様々な戦法の盤ばん面めんが頭の中に浮かんでは消えを繰り返したあと、光が注ぐようにその言葉は頭の中に浮かんできた。

「あっ、横よこ歩ふ。横歩取りの棋譜は、一つもなかった」

「そうや。二階堂は、横歩だけは指してない。居飛車の戦法も振り飛車の戦法も指しまくっとるのに、横歩取りだけは指しとらん。三百局も対局しといて、ゼロ。何でやと思う」

　なぜ？

　僕はその理由を考えてみる。

　しかし答えは一つしかないように思えた。

「俄にわかには信じられないけど、二階堂は、横歩取りが苦手ということですか？」

　香きよう車しやは白い歯を見せてにやりと笑った。

「それ以外、理由はないやろ」

「でも、あれだけ強くて、どんな戦法でも指しこなしている人が、横歩取りだけが苦手なんてあるのかな？」

「普通に有り得るやろ。たとえばこういうことが考えられる。あいつも昔は横歩取りを指していた。だけどどうしても、同等の相手と指すと横歩だけ勝率が悪くなる。あれだけの腕をもっとるわけやから、横歩で全然勝てないということはないわな。同等の相手と指しても、勝率は五割を超えるかもしれん。だけど、他の戦法に比べると明らかに勝率は下がるわけや。たとえば矢や倉ぐらや角かく換がわりなら八割勝てるけど、横よこ歩ふだと勝率が五割になってしまう。負けてもどうでもいい対局ならともかく、負けたら終わりのトーナメントでは、より勝率の高い自信のある戦法を指すのは必然。それを続けているうちに、いつしか横歩取りを指さなくなった。大方こんなところやろうな」

　香きよう車しやの言葉には、説得力があった。二に階かい堂どうが横歩だけ指さないことの理由として、納なつ得とくできた。それは、僕にも当てはまることだ。絶対に負けられない対局では、自分の得意な戦法で戦いたい。もし相手が自分の苦手な戦法で戦いましょうと訴えてきたら、僕はそれを拒否する。将しよう棋ぎにはたくさんの戦法があって、中には拒否できない戦法もあるが、横歩取りは拒否することができる。今日の二階堂のように、先手側が横歩で戦いましょうと申し出ても、後ご手て番ばんの人間が首を横に振れば成立しない。

　そう。横歩取りという戦法は、後手側に選択権がある。先手が強引に横歩取りに巻き込むことはできないのだ。

　僕は思う。それは果たして弱点と言えるのだろうかと。

「あの、釈しや迦かに説法ということを重々承知で言いますが、横歩取りというのは、後手が拒否したら成立しませんよね。仮に、今度の大会までに僕が二階堂と戦うレベルに達したとします。そして二階堂と戦うことになったとして、僕が運良く先手を引いたとします。でも、僕が横歩を仕掛けても、二階堂は拒否すると思うんですが……今日みたいに」

　香車は意味深な笑みを浮かべて、

「その点については大丈夫や。あいつには、必ず横歩の勝負を受けさせる」

「勝負を受けさせる？　どういうことですか？　まさか、横歩を拒否させない方法があるということですか？」

「そうや。どちらが先手になろうが、必ず横歩取りにできる方法があるんや」

　その言葉は、僕には衝しよう撃げき的てきだった。そんな方法、僕は聞いたことがない。しかも先後関係なく、それを実行できるという。

　僕は短い時間で本当にそんな方法があるのか考えた。横歩に関するあらゆるプロの棋き譜ふや棋書、プロの言葉を思い出した。

　そんな方法はないという結論が出る。どういう手順で指そうが、やはり相手が拒否すればそれで終わってしまうという答えしか出ない。

「あの、僕の頭では、その方法というのを見つけ出せなかったんですが、いったいどうやって横歩を受けさせるのでしょうか？」

「それは当日のお楽しみや。とにかく、その点は心配せんでええから、あゆむはこれから徹てつ底てい的に横歩の勉強をせえ」

「横歩の勉強ですか？」

「二階堂が横歩を苦手にしとるのは間違いないけど、さすがに今のあゆむが勝つのは難しいやろうな。だから必ず勝てるレベルになるまで、横よこ歩ふ取どりを研究するんや。二に階かい堂どう以外の者とも対局するわけやから、少しは他の戦法も指しとかなあかんけど、基本的にこれから一ヵ月間は、あたし達と横歩を指し続けるんや。プロの棋き譜ふも、参考になりそうなものは見て勉強するとええ。とにかく、横歩に関するあらゆるものを吸収するんや。そうすれば、一ヵ月後には二階堂に勝てるレベルになっとる」

「たった一ヵ月で、本当に僕がその領域に到達できるでしょうか。自信、ないんですけど」

「たった一ヵ月じゃなくて、一ヵ月もあると考えるんや。ポジティブに考えた方がええで。何事もな」

　一ヵ月後に二階堂に勝っている自分を想像できなかったが、確かに僕が二階堂に勝つためには、それが最善に思えた。二階堂が苦手としている戦法で戦うしか、道はないのだろう。本当に、どうやって二階堂に横歩を受けさせるのかは不明だったが、そこは駒こま達を信じるしかない。人間には見えていない、将棋の神様だけが見えている指さし手順というものがあるのだろう。そう思うことにした。

「僕は二階堂に勝ちたい。だから言われたとおりにします」

「それでええ。これからは寝ても醒さめても、横歩だらけになるで」

「一つ、心配事があるんですが」

「何や？」

「僕が大会のメンバーに選ばれたとして、どうやって大将になればいいんでしょうか。大将は桂けい香か先輩になっているわけですが」

「そんなん簡単や。大会の前に、桂香に戦いを挑いどめばええ。僕が勝ったら僕を大将にしてください言うてな」

「それ、すごく、失礼じゃないでしょうか」

「全然失礼じゃない。一番強い奴やつが大将になるもんや。桂香もあゆむに負けたら、納なつ得とくするはずやで。二階堂と戦うのに相応ふさわしいのは、自分ではなくあゆむだとな」

　正直、僕は桂香先輩にそんな言葉を発したくなかったが、二階堂と戦うためには、この道は避さけては通れない。

「そんなことで悩なやんでる暇ひまはないで。桂香を自力で倒せる力を得ないことには何も始まらん」

　僕は頷うなずく。確かに悩んでいる暇はない。桂香先輩と二階堂に勝つためには、文字どおり一分一秒を無む駄だにできない。前進あるのみ。横歩を指し続けるのみ。

「さあ、そうと決まったら横歩講座を開かい催さいするで。あゆむ、あたし達が教える指し手を憶えるだけじゃなくて、自分の血肉とせえ。そうすれば、どんな形になっても、必ず最善の一手が見えるようになる」

　憶えるのではなく、自分の血肉に……。

　僕は深く頷き、駒達との対局に没ぼつ頭とうしていく。




　香きよう車しやの言ったとおり、僕は寝ても醒さめても横よこ歩ふ取どりのことばかり考えていた。夢の中でも僕は誰かと横歩を指していて、時折香車の注意する声も聞こえてくるのだった。

　横歩だけに特化して勉強し続けたので、僕の物覚えはいつもより良かった。横歩に関するプロの棋き譜ふや棋書を丸暗記できるまでになっていた。さすがに将しよう棋ぎの神様である駒こま達の遙はるか先を読む指し手を理解することはできなかったが、それでも駒達の言っている言葉の意味を理解できる程度には、僕はレベル・アップできていた。

　クラブの仲間やネットで誰かと対局する時は、僕はあらかじめ横歩での対戦を承しよう諾だくしてもらっていた。大会まで残り二週間というところまできた時、僕は三段以下の人間と横歩取りの対局で負けることはなくなっていた。相手の狙ねらいが手に取るようにわかった。どこを攻めてどこを守ればいいのか、見抜けるようになっていた。横歩取りという戦法が血肉となりつつあった。

　大会まで残り十日を切った時、僕はクラブの副主将で四段の橘たちばな先輩に横歩取りでの勝負を挑いどんだ。

「最近、よく横歩で勝ってるみたいだね」

　橘先輩は爽さわやかに笑う。

「はい。必殺の戦法にしたいなと思ってるんです。格上の橘先輩にも勝つことができたら、今度の大会でも自信を持って使えるので、お願いします」

「いいよ。でも、僕も横歩は得意戦法だから、簡単には負けないよ」

　先手と後手二回ずつ、計四回の勝負は、二時間以上にも及んだ。

　結果は僕の四連勝だった。全て僕の快勝と言える対局内容。橘先輩は僕の成長に驚き、顔を綻ほころばせてくれた。傍らで観戦していた桂けい香か先輩も目を細めていた。その時点で、僕が団体戦の三人目の正式なメンバーに決定した。

　しかしその時点でも、僕はまだ桂香先輩には横歩勝負で勝てなかった。何度もあと一歩のところまでは追い詰めていたが、最後の一枚の壁かべが厚く高かった。

　大会まで一週間を切り、夏休みに入っていた。たまにネットで二に階かい堂どうの対局を見ていたが、更に強さを増しているように感じた。僕が彼の域に達する頃には、彼はもっと高い場所にいるのではないかという不安が芽生えていた。ただ、やはり二階堂が横歩取りを指しているところは一度も見られなかった。




　　　　４




　大会を前日に控えた水曜日の昼。僕は最終調整のために桂香先輩の自宅を訪おとずれていた。昼食の時間になると、僕と桂香先輩、そして桂香先輩の母親の三人でお昼ご飯を食べた。

「一日早いけど、必勝を祈願してカツ丼どんを作ったの」

　桂けい香か先輩の母親は僕達にカツ丼を振る舞ってくれた。とてもジューシーで、活力が湧わいてくる味だった。

「とても美お味いしいです」

　僕が感想を言うと、桂香先輩の母親はにこりと笑ってお礼を言った。

　母親は、桂香先輩によく似ていた。親子だから似ていて当たり前なのだが、特に目と鼻の形は瓜うり二ふたつだった。桂香先輩も大人になったらこういう顔になるのだなあと、僕は未来の桂香先輩に思いを馳はせていた。

　ちなみにその場に桂香先輩の父親である名人の姿はなかった。僕が桂香先輩の自宅に脚を運ぶのは今日で十回目だったが、まだ一度もその姿は見ていない。名人は名人位の他にもタイトルを保持しているので、今日はそのタイトル戦で地方へ行っていた。他にも曜日に関係なく、講演会だったり将しよう棋ぎのイベントだったりによく出かけている。人気者の名人は多た忙ぼうなのだ。

　昼食を摂とり終えた僕達は、桂香先輩の部屋へと入った。甘いラズベリーの匂においが鼻び腔こうに入る。何度脚を踏み入れても、この部屋に入ると緊張した。初めて入室した時は総毛立って身震いしたものだ。

　いつ来ても整理整せい頓とんされた部屋。家具やカーテン等は落ち着いた色で統一されていて、大人の雰ふん囲い気きが漂ただよっている。本棚には小説と棋き書しよが並べられている。意外に、というと語ご弊へいがあるかもしれないが、恋愛小説も散見された。誰か気になる人でもいるのだろうか。嫉しつ妬と心しんに似た感情が胸に湧いた。

　その本棚の上には『馬』の字を逆にした大きな駒こまが置かれている。将棋に詳くわしくない人はどういう意味の物かわからないだろうが、この馬を逆さにした字は『左ひだり馬うま』と呼ばれている。馬を反対から読むと『まう（舞う）』になるので、福を招いたり商売繁はん盛じように繋つながったりと、縁起の良いものとされている。ちなみに僕も同じ物を部屋に置いている。

　桂香先輩は壁かべ際ぎわに置いていた将棋盤と駒を持ってきて、二人のあいだに置いた。一見して高価そうな盤と駒。父親から貰もらったもので、十万円するということだった。十万円！　僕はこの盤で将棋を指す時、駒と盤が傷つかないように慎重に駒を動かしていた。そんな僕とは対照的に、桂香先輩はパチンと音を立てて駒を置く。値の張る盤と駒だと、音の響ひびきにも威い厳げんが感じられた。

「いよいよ明日ね。緊張してる？」

　駒を並べながら、桂香先輩が問う。

「いえ、今はそんなに。明日になったら膝ひざが震えてるかもしれませんけど」

　明日はどのくらい緊張するかわからないが、今の方がよほど緊張しているかもしれない。僕は今から、桂香先輩に決意表明をする。それは、言葉の受け取り方によっては、誤解されることになるかもしれない。すごく失礼に当たるのかもしれない。だが、僕は言う。僕は桂香先輩が悲しむ姿を見たくないし、僕自身、強い人を超えたいという思いもある。だから僕は言う。

「大丈夫。最初は、わあってなるかもしれないけど、開会式が終わる頃には慣れてるわよ」

「そうなることを祈ってます」

　駒こまを並べ終えると、僕は深呼吸して口を開いた。

「あの、大おお橋はし先輩、一つ、お願いがあるんですけど」

「お願い？　何かな？」

「今から、僕と横よこ歩ふ取どりで戦って欲しいんです」

「ええ、いいわよ。あゆむくん、横歩が必殺の戦法になりつつあるものね。そういう武器があるって、魅み力りよく的だわ」

「それで、あの、今からの対局に僕が勝ったら、明日の団体戦の大将を、僕にやらせて欲しいんです。厳密に言うと、二に階かい堂どうさんのいるチームに当たった時だけ、大将をやれればいいんですが」

「二階堂くんの時だけ、大将を……」

　桂けい香か先輩は言葉の意味を吟ぎん味みするような目で僕を見つめている。
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　ああ、言ってしまった。まるで時が止まったかのような空気が僕を包んでいる。押してはいけないボタンを押してしまったかのような気持ちが僕を支配している。

　やがて桂香先輩は微ほほ笑えみを浮かべた。いつもと何ら変わりない、柔にゆう和わな微笑だった。

「私じゃ、打倒二階堂には力不足かな」

　ああぁぁぁ。危き惧ぐしていたとおり、変な風に受け取られてしまった。そう受け取る方が普通の感覚なのかもしれないが、それは僕の本意ではない。

「いえ、違うんです。そういう意味で言ったわけじゃ……」

　言葉に詰まる。真実は言えない。『将しよう棋ぎの神様が今の桂けい香か先輩の精神状態では二に階かい堂どうには勝てないと言っているので僕が代わりに戦います』なんて言えるわけがない。

「僕、僕は……」

　桂香先輩は噴ふき出すような感じで笑って、

「冗じよう談だんよ。そんな困った顔しないで。そうね。強い人が大将をやった方がいいものね。チームによっては、一番強い人を先せん鋒ぽうに置くという戦術を採とるところもあるけれど、個人的には一番強い人が大将に腰を据すえて欲しいと思ってる。あゆむくんが私より強いのなら、あゆむくんが大将をやるべきだわ」

「僕も、一番強い人がやるべきだと思います。でも、さっきも言ったとおり、僕はずっと大将をやりたいわけじゃないです。二階堂さんとだけ、戦いたいんです。すごく、勝手なお願いかもしれませんけど」

　桂香先輩の顔から微笑が消える。真剣な眼まな差ざし。

「一つ訊きくわね。あゆむくんが二階堂くんの時だけ大将をやりたいというのは、私達の中に二階堂くんに勝てる人はいないから、自分が捨て駒ごまになるという理由じゃないのよね？」

　僕は強く首を横に振った。

「違います。より強い人じゃないと、あの人は倒せないと思うんです。大おお橋はし先輩に勝つことができたら、僕にもその資格があるかなと、そういう理由です。このあいだの雪せつ辱じよくを果たしたいという気持ちもあります」

　桂香先輩の表情は、再び柔やわらかいものへと変わった。

「立派な考えだわ。勝負師っぽくて、素敵」

　素敵なんて言われて、僕は照れる。極度の緊張状態が続いていたが、少し解れた。

「でも、二階堂くんに雪辱したいという思いは私も同じ。だから簡単に負ける気はないわよ」

「もちろんです。大橋先輩が勝てば、これまでどおり大橋先輩が大将です」

　桂香先輩は頷うなずいて、

「了解。それじゃ、始めましょう。横歩勝負だけど、先手を持ってやりたい？」

「いいえ。先後はどちらでも構いません。振り駒で決めましょう」

「時間はどうする？　本格的にやる？」

「はい。明日の大会と同じ、持ち時間二十分、秒読み三十秒でお願いします」

　桂香先輩はチェス・クロックの時間を設定し、盤ばんの横に置いた。歩ふを五枚両手の中で振って、床の上にばらまく。歩が三枚にと金が二枚。桂香先輩が先手に決まった。さながら本番と同じように、僕も桂香先輩も正座の姿勢で頭を下げ、対局を開始した。

　心は落ち着いていた。平常心で指せている。いつもは桂けい香か先輩の表情が気になってチラチラと視線を動かすこともあるが、今はそれもない。一○○パーセント、盤ばん上じように集中できている。

　局面は序盤を通過して中盤、僕が攻めて桂香先輩が受ける形になっていた。

　桂香先輩の囲いは中住まいと呼ばれるものになっている。５八の地点に玉ぎよくがいて、左右を二枚の金が守る形。シンプルだが、意外に攻め崩しにくい。

　現在僕は、敵玉の頭に狙ねらいを定めて攻める意思を見せている。しかしそれは見せかけのもので、桂香先輩の意識を４筋から６筋の中央に持ってこさせることで、端はしへの意識を薄うすくさせる狙い。桂香先輩が中央の守りを強化すると、左端の守りが薄くなる。その薄くなった８筋を突とつ破ぱして飛ひ車しやを成り込ませることが、僕の真の狙いだった。

　僕は二枚の桂馬を中央へと跳ねさせる。このまま中央での攻防を展開しても、僕にとって大きく形勢が悪くなるものではないが、駒を大量に渡してしまうため、おそらく終盤にカウンターを喰くらって負けるだろう。一直線の攻防では桂香先輩に勝つことはできない。だから罠わなを張った。

　僕の手を見た桂香先輩は、７筋にいる銀を６筋に持ってくることで中央の守りを強化した。

　僕は即そく座ざに、５筋で睨にらみを利きかせていた飛車を８筋へと移動させた。これでほぼ、僕の飛車は相手陣地に入れる形になった。桂香先輩が持ち駒の角を自陣に打てば、８筋を守ることもできるが、おそらくそれはやらないだろう。攻めが薄くなるし、桂香先輩の棋き風ふうではない。

　予想どおり、桂香先輩は８筋を受けず、中央に跳ねた僕の桂けい馬まを銀で取った。狙っていたとおりの展開になったが、僕も安心してはいられない。桂馬を二枚取られてしまうからだ。まだ一枚しか取られていないが、もう一枚の桂馬もあと二手で必ず取られる形だ。僕の玉形は桂馬に対して強いとは言えず、一気に攻め崩くずされてもおかしくはない。だから僕は攻めのスピードを速めないといけなかった。

　それから僕は二手かけて、飛車を成らせることに成功し、同時に桂馬を取った。桂香先輩も二手かけて、もう一枚の桂馬を取った。この時点での互いの持ち駒ごまは、僕が角、桂馬、歩ふが三枚。桂香先輩が角、桂馬二枚、歩が一枚。僕の方が桂馬を一枚損している恰かつ好こうだったが、飛車が龍りゆうになっていることに加えて、すぐに香きよう車しやを取れる形であるため、形勢は互角か僕の有利と言えた。

　次の一手をどうするか、僕は迷っていた。無難に香車を取るか。相手陣じん地ちの一段目に角を打って攻めるか。７筋の歩を進めてと金を作るか。ぱっと見、選択肢しはその三つだった。

　どれもイマイチに思えた。香車を取った瞬しゆん間かんに鋭するどい攻めがきそうだし、角打ちは強引過ぎる気がする。と金を作ることは確実にできる形だが、手数がかかりすぎる。

　一ヵ月前の僕なら、不満に思いながらもその三つの手の内の一つを指さして負けていたと思う。

　自分の読みに自信を持てるようになった今は違った。もっと良い手があるはずだと、模も索さくできるようになった。精神的に余裕があるのだ。

　僕はもっと深く、多数の変化を読むことに専念した。最善手は、別の場所にある。

　僕は視線を左側に動かした。６筋から９筋でうまい攻めはない。ならば、反対の１筋から４筋でうまい攻めはないだろうか。僕は盤ばん面めんを凝ぎよう視しし、深く読んでいく。

　三分間の考慮の結果、僕は攻め筋を見つけた。

　金と桂けい馬ま、歩ふ二枚を渡すことになるが、王おう手て飛び車しや取どりをかけることができる攻め筋。これがパターンＡ。もし桂けい香か先輩が僕の意図に気づけば、飛車を安全圏けんへと逃がすかもしれない。しかし飛車がどこへ逃げても、桂香先輩の攻めは遅くなる。そうなれば、僕は急ぐことなくじわじわと攻めることできる。これがパターンＢ。

　どちらの展開になっても、感かん触しよくが良いように思えた。いける。確信に似た思いが胸に広がっていた。

　僕は読み抜けがないことを確認してから、王手飛車の筋へと突入していく一手を指した。

　一分、二分と経たっても桂香先輩は指さない。

　ずっと盤面しか見ていなかったが、この時初めて、僕は視線を上に向けて桂香先輩を見た。

　眉み間けんに皺しわを寄せていた。本当に難しい局面の時だけ見せる、桂香先輩の表情。今の一手で、王手飛車をかけられる局面を見つけたのだろう。そう簡単に見抜ける手順の罠わなではないと思ったが、さすが桂香先輩だ。やはり簡単に乗り越えられる壁かべではない。

　僕は盤面に視線を戻す。

　果たして桂香先輩はどちらを選択するだろうか。パターンＡとパターンＢ。どちらになっても感触が良さそうだと言ったが、どちらかと言えばパターンＢになって欲しかった。自分の玉ぎよくが安全なまま攻めることができるからだ。受けにはあまり頭を使わずに、攻めの方に集中できる。時間が少ない終しゆう盤ばんでは、そちらの方が指さし易やすい。反対にパターンＡだと、こちらの攻撃力が大おお幅はばにアップするかわりに、守りが薄くなって受けにも気を遣わなければいけなくなる。

　果たして桂香先輩は、王手飛車の筋に飛び込んできた。これは敢あえてそう指したのだろう。そちらの方が勝機ありと判断した結果か。桂香先輩がその一手を指すまでに七分使っている。かなり深く読んでいるはずだ。

　僕は深く呼吸してから、手を進めた。

　そこからは二人ともノータイムで指していく。

　桂香先輩の駒こま台だいに金、桂馬、歩二枚が追加された時、王手飛車をかけられる局面になった。僕は角を打ち、王手飛車をかける。桂香先輩は即そく座ざに桂けい馬まを合あい駒ごまにして王手を防ぐ。僕は飛車を取る。次に僕が５九のマスに飛車を打つと詰つむので、それを防ぐために桂香先輩は持ち駒の桂馬を６九へと置き、僕の龍りゆうの横利きを遮しや断だんした。

　僕は一つ息を吐はいて、飛車を相手の陣地である２八へと打ち込んだ。ここから２筋に歩を垂らしてと金を作って攻めていくのが、僕の狙ねらい筋だった。角も間接的に敵玉を睨にらんでいて、全方位から攻められる形になっている。桂香先輩がどれだけ守りに手を加えても、僕の攻めは切れない。さほど手数をかけずに、相手玉ぎよくを追い込む自信があった。問題は、僕の想定している攻めが速いか遅いかだ。もし、桂けい香か先輩が僕の予想を上回る鋭するどい攻めを作り出すことができれば、僕は負ける。

　桂香先輩がしなやかな手つきで、７四桂けい馬まと指さした。

　それは、僕の想定内の一手だった。

　勝利を意識した瞬しゆん間かん、僕の心臓が早はや鐘がねを打ち始める。

　落ち着けと、自分に言い聞かせる。勝つと思った瞬しゆん間かんに逆転される。勝負事というのは往おう々おうにしてそういうものだし、僕も痛いほどに経験している。勝ったと思ってはいけない。最後の瞬間まで張り詰つめた糸を緩ゆるませてはいけない。どこまでも強く、鋭い一手を指し続けるのだ。

　桂香先輩の攻めに追い立てられて、僕の玉は４一の地点から２四の地点まで動いていた。城から逃げ出した王様のようだ。だが、その裸はだかの王様は当分のあいだ詰まない形になっていた。すでに持ち時間の二十分は使い切り秒読みに入っていたが、僕に焦あせりはなかった。余裕を持って最後の読みに心を傾けることができた。

　僕は４七角成りと指した。桂馬を取ると同時に王手。相手は玉で取る一手だ。

　しかし十秒後、唐とう突とつに戦いの幕は下りた。

「負けました」

　桂香先輩が、投とう了りようした。

　その投了は、僕には意外だった。僕の勝勢には違いないだろうが、粘ねばろうと思えばいくらでも粘れる局面だ。詰ますまでには、まだ結構な手数を要する。

　僕の疑問に答えるかのように、桂香先輩は口を開く。

「言葉は悪いけど、弱い人が相手なら、まだ投了しなかったと思う。でも、今のあゆむくん相手には、粘っても意味がないと悟さとったの」

　それは、つまり、僕の力を認めてくれたということだった。桂香先輩に初めて勝てたということよりも、僕はそちらの方が嬉うれしかった。

「見事な構想だったわ。二枚の桂馬を囮おとりにして飛ひ車しやを成なり込ませるところなんて、劣勢になったのに感心しちゃったもの。こんな手順があるんだって。ほんと、最初から最後まで、無む駄だがない洗せん練れんされた指し手だった」

　桂香先輩はふうっと息を吐はき出すと、パチパチと拍手した。

「負けたわけだから、全然悔くやしくないと言ったら噓うそになるけど、悔しさよりも、感かん嘆たんの気持ちの方が大きいわ。素直に、凄すごい将しよう棋ぎを指すなって思った。親が子供の成長を喜ぶ気持ちって、きっとこういう感じなんだろうな。そんな歳の差じゃないけどね」

　褒ほめられ過ぎて、僕は大いに照れた。

「約束どおり、明日はあゆむくんが大将で決定ね」

「本当に、いいんですか？　僕、横よこ歩ふ取どりではかなり棋き力りよくが増したという自負がありますけど、他の戦法で戦った場合、あんまり自信はないんです」

「これだけ指させたら、何も心配することないわよ。いつ攻めればいいのか、どういう風に受ければいいのか、どの駒こまを渡したらいけないのか、どの駒を取ればいいのか、相手の急所がどこか、そういったことが全てわかってるんだもの。それだけの大局観があれば、どんな戦型でも大丈夫よ。私が保証するわ」

「大おお橋はし先輩にそれだけ言ってもらえたら、自信になります」

「自信を持ってもらわないと困るわ。東日本の代表になれるかどうかの命運は、あゆむくんに懸かかってるんだから」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、僕の身体を大きな震ふるえが襲おそった。

「何だか、急に緊張してきました」

「それだけの強さがあれば、その緊張も飲み込めるわ。本当に強くなった。この一ヵ月で、急激に成長した感じ。一ヵ月前といえば、相良さがら六段に勝ったのも先月だったわね。急成長する年齢ではあるけれど……骨こつを掴つかんだのかな？　それとも、私の知らないお師し匠しようさんみたいな人ができたとか？」

　確かに僕には将しよう棋ぎの神様という師匠がいるが、口にするわけにもいかないので、

「そう、ですね。骨を掴んだと言うか、少し、将棋がわかったのかもしれません。本当、少しだけですけど」

「将棋がわかった、か。深い言葉ね」

　桂けい香か先輩は深く頷うなずく。

「それにしても、あゆむくん、ずっと横よこ歩ふの勉強をしてたみたいだけど、それはもしかして、二に階かい堂どうくん対策なの？」

「そう、ですね……。そう考えて、ずっと練習してきました」

「そうだったの。でも、二階堂くんは、横歩は……」

　桂香先輩は何かを思い出すように斜め上方に視線を向けている。

「ちょっと、記憶にないのよね。二階堂くんが横歩を指しているところ。彼が最後に横歩を指しているのを見たのは、小学六年生の時だったかな。たぶん、そのくらい前だと思う。彼のネットでの対局もよく観戦してるけど、ここ二、三年は見た記憶がないの」

「僕も、二階堂さんの対局を四百局以上見ましたけど、あらゆる戦法を指しているのに、横歩だけ見たことがないんです。きっと、横歩が苦手なんだと思います。負けてもどうってことないコンピュータ相手には指しているのかもしれませんけど、大事な対局では絶対に選択しないと思います」

「そうね。二階堂くんに苦手な戦法があっても、不思議じゃないわよね。今の今まで気づかなかったけど、本当に横歩は苦手なのかもしれないわ。でもそれなら、どうして横歩だけに絞しぼって練習したの？　大事な対局で指さないのなら、明日対戦することになっても、横歩勝負にはならないわよね。先後関係なく、強引に横よこ歩ふ取どりに持ち込む手順なんてないわけだし」

　僕は言葉に詰つまる。言葉の返しようがない。僕だって、どうやって二に階かい堂どうに横歩を受けさせるのか教えてもらってないのだ。

「えっと、それは、秘策があるそうです」

「あるそう、って何？」

「あ、いえ、えっと、そうですね、何と言えばいいのか……」

　桂けい香か先輩は顔をぐっと前に突つき出して、

「まさか対局前、二階堂くんに『横歩で勝負しましょう』なんて言うわけじゃないわよね？」

　僕は否定的に首を振って、

「そんなことしません。それで勝負を受けてくれるわけないですし、そもそも失礼な行為ですからね」

　桂香先輩はぷっと噴ふき出して、

「そうよね。そんなことするわけないわよね。でも、横歩にならなくったって、今のあゆむくんならいい勝負になるわ。いいえ、きっとあゆむくんが勝つわ。──ジュースなくなってるわね。ちょっと待っててね」

　桂香先輩が部屋を出て行くと、ポケットに入れていた駒こま達の声が聞こえてきた。真っ先に口を開いたのは、桂けい馬まだった。

（ちょっと、あなた、今の対局は何なの？　ふざけてるの？）

（え？　いえ、ふざけてなんかいません。真剣に指しました。何か、お気に召しませんでしたか？）

（気に召すも召さないもないわよ。あなた、二枚の桂馬を捨て駒ごまにしたでしょう！）

（捨てたというか、囮おとりです。あれがなければ、僕の勝利はありませんでした）

（勝利への過程なんか、どうでもいいのよ。私がいつも言ってるでしょう。桂馬をきちんと使いなさいって）

（僕なりに、きちんと使ったつもりなんですが）

（全然使えてないじゃない。桂馬の特性を全然活いかせてないのよ、あなたは。桂馬はね、囮になるために生まれてきたわけじゃないのよ。ふざけるな！）

（す、すいません）

（まあまあ、桂馬さん。いいじゃないですか。わたくしは上う手まく桂馬を使えていたと思いますわ。確かにあの二枚の桂馬がなければ、勝利はありませんでした。あゆむくん、おめでとう。わたくし、感動しましたわ。これだけの短い時間で桂香さんに勝てるようになるなんて、本当に凄すごいです）

（ありがとう。みんなのおかげで、何とかここまで来ることができました）

（喜ぶのは早いで。本番は明日や。明日二階堂をぶっ倒して、喜びを爆ばく発はつさせようや）

（あの、そのことでお訊ききしたいことがあるのですが）

（何や？）

（結局、どうやって二に階かい堂どうに横よこ歩ふを受けさせるのでしょうか？）

（それは前に言ったやろ。当日に教えるって。何も心配せんでええ。明日二階堂と戦うことになったら、その時に教えたるから）

　本当、いったいどうやって横歩を受けさせるつもりなのだろうか。

　まさか、二階堂の駒こまを勝手に動かすとかじゃないよな。横歩取りの局面になるまで、一方的に駒を動かし続けるとか。まさか、ね。そんなことをしたら、会場が大おお騒さわぎになる。対局どころじゃない。僕は、彼女達を信じるしかない。

（それはそうと、あゆむ。そこの箪たん笥すを見てみぃ）

　香きよう車しやに言われたとおり、僕は正面にある箪笥を見る。

（あの箪笥が、何か？）

（あの中に、桂けい香かの下着が入ってるで。開けてみろ）

　もし今、僕が口の中に水分を含んでいたら、思いっきり放出していただろう。

（できるわけないじゃないですか、そんなこと！）

（興味はあるやろ）

（いや、そりゃ、興味は……って、何を言わせるんですか。絶対に開けませんよ）

（あゆむくん、偉えらいわ。そんなことしないわよね。もう、純情なあゆむくんを煽あおっちゃダメじゃないですかっ）

（別にええやん。戦利品や。勝利のご褒ほう美びや。な、あゆむ）

（な、あゆむじゃないですよ。ほら、桂香さんが戻ってきたから、わたくし達は黙だまってましょう。あゆむくん、また後でね）

　桂香先輩が戻ってくると、僕の頭の中に静せい寂じやくが戻った。

　桂香先輩の下着を意識した僕の顔がおかしかったのだろう。桂香先輩が僕の顔を覗のぞき込むようにして、「どうしたの？　お腹なかでも痛いの？」と訊たずねてくるのだった。
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　僕は追い詰められていた。

　対局相手が叩たたき付けるようにして駒こまを打ち付けている。相手を威い圧あつするためにそうやっているのか、それとも勝利を確信すると興奮してそういう指さし方をしてしまうのかは判断しかねたが、とにかく僕の玉ぎよくは攻めに攻められていた。

　こんなところで負けてしまうのか。僕は自分を責めた。攻められている中で、責めた。

　いったい何のために駒達と特訓を重ねてきたのか。二に階かい堂どうを倒すためだけに、身を粉こにして将しよう棋ぎを指し続けてきたのに、大将にしてもらったのに、一回戦で負けるなんて、こんな滑こつ稽けいな話があるだろうか。僕は王手をかけ続けられている玉を逃がしながら、自分の間ま抜ぬけさを自じ嘲ちようしていた。

　このまま一気に詰まされることも覚かく悟ごしていたが、対局相手が極めて緩ゆるい手を指してきた。相手はすでに持ち時間の二十分を使い切り、一手三十秒の秒読みに入っていた。時間に追われて、最善手を指せなかったのだろう。反対に僕はまだ五分の持ち時間を残していた。五分間考え続け、僕は反撃の一手を指した。まだ詰ませられる形ではなかったが、相手が間違えたおかげで詰む形になった。頓とん死しだ。僕は少し申し訳ない気持ちになって、相手の玉を詰ませた。対局が終わると、相手は僕より一歳年上の中学二年生だったが、人目を憚はばからず泣き出した。そんな彼の元に仲間が寄って来て、慰なぐさめの言葉をかけていた。

「初勝利おめでとう。粘りに粘ってからの逆転勝ちね」

　隣となりで観戦していた桂けい香か先輩が声をかけてくれた。

「相手が時間に追われて間違えなければ負けていたと思うので、あまり喜べません」

　僕は肩を落とす。これは運に恵まれた勝利に過ぎない。

「時間を効率よく使うのも戦術の一つよ。じっくり考えられる時間を残していたから、逆転の一手を指せたわけだし。トーナメントでは、こういう勝利での勢いは大切よ。このまま波に乗っていきましょう」

　そうなることを願った。ここで運を使い果たした、なんてことにならないように。

　僕の公式戦初勝利のお祝いということで、橘たちばな先輩がジュースを買ってきてくれた。

「今日の上かみ条じようは、強運を身に纏まとっているのかもしれない。もちろん、実力があってこそ、運も味方につけることができるんだけどね」

　橘先輩はいつものように爽さわやかに笑って、僕の肩に手を置いた。

「今日は上条が重要な役割を担になう気がする。頼むよ、大将」

「よろしくね、上条大将」

　桂香先輩も僕の肩をぽんぽんと叩いた。

　先程の一回戦、桂けい香か先輩も橘たちばな先輩も僕の対局が終わるだいぶ前に勝利を決めていた。なので、先程の対局は僕が負けていても一回戦は突とつ破ぱしていたわけだが、やはりいきなり負けると恰かつ好こうが悪いし、気持ちも乗っていかない。だから最低限、結果が出たことについては安あん堵どしていた。

　ジュースを飲みながら、会場を見渡す。予選を突破した三十二のチームが、熱戦を繰り広げていた。といっても、一回戦は残るところ三組の対局を残すのみ。それが終わると、少しの休憩を挟はさんで二回戦へと突入する。

　今対局している人の中には、チームが一勝一敗の状態の人もいるだろう。対局は長テーブルを使って行われるので、隣となりで戦っている仲間の勝敗はわかる。この精神的重圧は計り知れない。チームの命運が、自分の指し手に懸かかっているのだから。

　もし先程の対局で、僕がそういう状況に立たされていたら、あるいは焦あせって変な手を指していたかもしれない。僕はすでに二人の仲間が勝利したことを知っていたから、さほど焦らずに指し続けることができた。団体戦には、そういった重圧に耐たえて跳ね返すほどのタフさも求められる。でも正直言って、自分の勝敗に全てが懸かるという状況にはなって欲しくなかった。残りの対局も、一回戦と同じように、二人の先輩が先に勝利を決めていて欲しいというのが、僕の率直な思いだった。

　特に、二に階かい堂どうのチームと戦う時には。

　会場の隅すみに、二階堂の姿を認めた。チームメイトと思われる男達と談笑している。先ほど桂香先輩から、二階堂のチームが一回戦を突破したことを聞かされていた。

　僕達のチームは、二階堂のいるチームとは別のブロックになっていたが、共に一位でブロック通過した時には、東日本代表校を懸けた一戦で戦うことが決まっていた。

　二階堂と戦う可能性がある組み合わせになったことを、本来なら僕は喜ぶべきなのだろう。そのために、一ヵ月という時間を費やして、二階堂の苦手な横よこ歩ふ取どりを研究し続けたのだから。

　急に不安の芽が出てきていた。昨日までは、僕は二階堂に勝てるという自信をある程度持っていた。今の自分ならいける。二階堂は決して勝てない相手ではないと。今の僕は、二階堂に襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんのようにされた僕ではない。確実に、五段の二階堂に近い棋き力りよくを手に入れている。そういう自負があった。

　だがそれは、横歩取りで戦えばという注釈つきだ。もし他の戦型になれば、僕はまたしても襤褸雑巾のようにされるかもしれない。事実、今しがた、棋力が三段という人に、対抗型の将しよう棋ぎで負けそうになった。僕が五段程度の棋力で戦うには、横歩取りという戦法を使わなければいけないのである。

　そう。僕が不安になる理由は、その横歩取りで戦えるという確信が持てなかったからだ。駒こま達は、当日になったらその方法を教えてやると言っていたが、まだ僕は何も聞かされていなかった。直前まで教えないつもりなのだろうか。

「ちょっと、トイレに行ってきます」

　そう言い置き、僕はトイレへと向かった。そのまま個室へと入り、鍵かぎをかけた。瞬しゆん間かん、香きよう車しやの叫さけびが頭の中に響ひびいた。

（こらっ、あゆむ。何をしてるんや。今の対局、ほとんど負けてたで。どうしたんや？）

（横よこ歩ふ取どりばかり指していたんで、他の戦法の定じよう跡せきを忘れてしまっていたんです。対たい振ふり飛び車しやなんて、よく考えたら三週間ぶりくらいですもん）

（だから定跡なんて関係ないねんて。定跡に頼りすぎたらあかんて、何回も言うてるやろ）

（将しよう棋ぎの神様からすればそうなんでしょうけど、今の僕の棋き力りよくでは、定跡がないと序じよ盤ばんであっという間に不利になっちゃうんです）

（こんなところで負けたらあかんで。二に階かい堂どうと戦う前に散るなんて、絶対に許されへん。あいつの生意気な顔が悲哀に満ちる場面をあたしに見せるんや。ええな）

（その二階堂のことなんですけど、もうそろそろ教えてもらえないですか。いったいどうやって二階堂に横歩を受けさせるんですか？）

（そんなに知りたいか？）

（それは知りたいですよ。チームの命運が懸かかる一戦になるかもしれないんですから。早めに知っておくに越したことはないです）

（別に、今話してもええけど、なあ）

（何ですか？）

（それを言うと、あゆむが動揺するかもしれんからなぁ）

（動揺？　動揺って何ですか？）

（やっぱり止めとこう。二階堂戦の直前に答えを教えることにするわ。じゃあ）

（ちょっと待ってください。これじゃ蛇へびの生殺し状態です。答えを教えてください）

（…………）

（香車さん？）

（…………）

（歩ふさん？）

（…………）

（け、桂けい馬まさん？）

（あなた、またふざけた桂馬の使い方してたわね。毎日毎日毎日、本当、いったい何なのあなたは）

（す、すいません。あの、それで、二階堂の件についてなんですが、その方法を教えてもらえないでしょうか）

（…………）

　何なんだよこれ。本当、何なのこれは。

　動揺するから教えないって、意味がわからない。正攻法のやり方じゃないということか。昨日僕が思ったような、二に階かい堂どうの駒こまを無理矢理動かすなんて暴挙をやるわけじゃないだろうな。実際、それを簡単にやれてしまうところが怖こわい。

　不安の芽が胸から突つき出そうなほど、僕の不安は大きくなっていた。お願いだから、騒さわぎになるようなやり方だけは止めてくれ。そう願った。少なくとも、二階堂が納なつ得とくする形で戦いを開始させてくれ。

　まるで下げ痢りが止まらない人のように、トイレから出た僕の顔は窶やつれていた。
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　こんな精神状態できちんと将しよう棋ぎが指させるか心配だったが、二回戦、三回戦とも、僕は勝利を収めることができた。僕にとって幸運だったのは、どうやら相手のチームは戦略的に、一番棋力の低い人間に大将をやらせていたようだった。と言っても予選を突とつ破ぱしてきたチームの一員なので、めちゃくちゃ弱いわけはない。僕が完勝できたのは、単純に僕の棋力が上がったということなのだろう。桂けい香か先輩と橘たちばな先輩も勝ち続けていた。三人揃そろって三連勝。これ以上ない最高の成績で、僕達は代表決定戦へ進出を決めた。

　二階堂達も、誰一人負けることなくブロックを一位通過していた。去年、桂香先輩達は二階堂達に三敗を喫きつして敗れている。こちらは新たに僕が加わったが、向こうは去年と全く同じ顔触れということだった。向こうの棋力が上がっているかどうかはわからないが、去年の大会で挙げた準優勝という実績が、大きな自信となっているのは間違いないだろう。その経験の差は、小さくないと思う。

　だが、呑のみ込まれてはいけない。彼らも日本一を決める決勝戦では敗れている。決して無敵ではない。自分達の方が強いという意識で望むべきだ。皆この一戦に勝つことを目指して、毎日何十局も指してきたのだ。僕も、打倒二階堂のために、毎日脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうしそうなほど横よこ歩ふを指し続けた。その努力を無む駄だにしたくない。

　二階堂。横歩。二つのキーワードが浮かんでくると、僕の身体に悪寒が走った。

　代表決定戦が開始されるまで、残り二十分。僕は対局が終わる度たびに駒達に話しかけていたが、依い然ぜん応答はなかった。

　もう、厭いやな予感が現実になることしか考えられなかった。

「あゆむくん、二回戦が始まる前から顔色が優すぐれないみたいだけど、大丈夫？」

　桂香先輩が僕の顔を覗のぞき込んでいる。

「はい、大丈夫です。緊張しているだけです」

「そうね。緊張するなっていう方が無理よね。次の勝負で、全てが決まるんだから」

　一回戦からずっと精神的余裕を感じさせていた桂香先輩だったが、今は違った。緊張の色が見受けられる。桂香先輩が戦う相手は、二階堂よりは劣るとはいえ、確実に勝てる相手ではない。橘たちばな先輩は、去年負けた相手との再戦が決まっていた。聞くところによると、かなり差のある内容での敗北だったらしい。その橘先輩。いつもは爽さわやかな微笑を浮かべている人だったが、今ははっきりと緊張の色が見られた。去年の敗北の光景を思い出しているのかもしれない。

　僕達は会場の横にある休憩所の長なが椅い子すに座って、決戦前の時間を過ごしていた。休憩所には敗退が決まった生徒達やその付き添いの教師、保護者達もいた。

　二に階かい堂どう達も、離れたところにある椅子に座ってジュースを飲んでいた。時折僕と視線が合ったが、三人とも不敵な笑みを浮かべていた。全員が緊張顔の僕達とは正反対の表情だった。勝利への絶対的な自信がそういう顔にさせるのだろう。特に二階堂は。

　対局開始まで残り十五分になろうとした時、二階堂の仲間二人が立ち上がって会場へと入って行った。二階堂は自動販売機の方へと進んで行く。対局中に飲む飲料水を買ってから行くのだろう。それを見た桂けい香か先輩も腰を上げる。

「私達も行きましょうか」

　僕も続こうとしたが、香きよう車しやの声が頭に響ひびいた。

（あゆむ、待て。まだ行くな）

（何をするの？）

（いいから行くな。二階堂の近くに行け）

　全く意図がわからなかったが、言われたとおりにするしかない。僕は桂香先輩にジュースを買ってから行くと告げ、二階堂へと歩み寄って行く。

　受け取り口からペットボトルのお茶を取り出した二階堂は、近くに立つ僕を見ると厭いや味みな笑みを浮かべて通り過ぎようとした。

「ちょっと待てや、二階堂」

　その声は、明らかに香車のものだった。しかし先程までの頭の中に直接聞こえてくるような調子ではなかった。はっきりと、その声は耳に届いていた。そしてそれは、僕の背後から聞こえてきた。

　僕は、ゆっくりと、振り返った。

　香車達三人の駒こまが、人間の姿となって現れていた。

　ナニヲシテイルノデスカ？

　そう訊ききたかったが、声が出てこない。頭の中は真っ白になっている。

「な、何ですか？」

　威い圧あつ的に名前を呼ばれた二階堂は、少し焦あせっているようだった。

　僕達の周囲には十人前後の人間がいたが、二階堂も含めて駒達が現れた瞬しゆん間かんを見た人はいないようだった。それにしても、三人は目立っている。胸元を露ろ骨こつに見せ付けている香車。艶あでやかな着物姿の歩ふ。欧おう州しゆう貴族のような恰かつ好こうの桂けい馬ま。三人の容姿は甚はなはだ強烈だ。改めて思った。

　香車が二階堂の正面に進んで、

「次のあゆむとの対局、お前がどんな戦法で戦うか予想してやろうか」

　二に階かい堂どうは僕を見る。僕は視線を逸そらして、駒こま達を見た。依い然ぜん、僕の頭の中は真っ白のままだ。

「お前は、次の対局、横よこ歩ふだけは絶対にやらん。どうや、当たってるやろ」

　二階堂の眉まゆが、引き攣つったようにぴくぴくと動いた。

「はあ？　どういう意味ですか？」

「そのまんまの意味やないか。お前は、たとえ横歩模も様ようになっても、絶対に横歩は仕し掛かけないし、受けない。わかってるんや、あたしには」

　二階堂は駒達と僕とを交互に見ながら、

「あなた達は、何ですか？　そっちの、上かみ条じようって奴やつの関係者ですか？」

「そやな。遠い親しん戚せきと思ってもらうといいわ」

「その遠い親戚の人が、俺に何の用ですか？」

「もう時間がないから単刀直入に言うけど、次のあゆむとの対局、横歩で勝負せえ」

　僕は、絶句した。意識が、宇宙へと飛んだ。一いつ瞬しゆん、土星が見えた。

　これが、駒達が言っていた《二階堂に横歩を受けさせる作戦》なのか。こんなの作戦でも何でもない。ただのお願いじゃないか。

　二階堂も、僕同様に絶句しているようだった。そりゃそうだ。それが普通の反応である。
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「おいこら、横歩で勝負することを約束せえ」

「な、何で俺がそんな勝負を受けなくちゃいけないんだ」

「何や、横よこ歩ふで勝負するのが怖こわいんか？　はっ、情なさけないのぉ」

「誰が怖いなんて言った？　俺の実力を知らないのか？」

「知ってるで。去年のこの大会で準優勝したんやろ。中学生将しよう棋ぎ名めい人じん戦せんではベスト４に入ったらしいのぉ」

「そうだ。その俺が、恐おそれるものなどあるわけがないだろう」

「ふんっ。だけどお前はどの対局でも横歩は一回も指さしてないやろ。それはそうやな。もし横歩を指したら、一回戦で負けるかもしれんからな。怖くて指せんわなぁ」

　二に階かい堂どうの目に、怒りの色が表れる。顔も見る見るうちに紅こう潮ちようしていく。

　これは、挑ちよう発はつしているのか？　挑発することで、横歩を受けさせようというのか？

「何の根こん拠きよがあって、俺が横歩を怖がってるなんて言うんだ。去年の大会で横歩を指さなかったのは、ただの流れだ」

「流れ？　へえ、流れか。あたしは、お前がよく指してるネット道場でお前の対局たくさん見たけど、四百局以上もやって横歩を指さなかったのも、流れなんか？」

　二階堂の顔から怒りの色が消えた。かわりに、見られてはいけないものを見られてしまったというような表情になっていた。

「隠かくさんでええで。あたしはお見通しや。全部な。お前が横歩を指さんのは、苦手だから。お前の棋き力りよくは五段らしいけど、おそらく横歩での対局だと二段以下の棋力になるやろうな。一級の奴やつにも負けるんちゃうか。特定の戦法から逃げ続けてる奴が怖いものがないなんて、よう恥はずかしげもなく言えるな。横歩が怖くて指せないのに全国準優勝？　横歩を指すと棋力が大幅に低下する奴が中学生将棋名人戦でベスト４？　片腹痛いわ」

「ぐっ……俺は……」

　二階堂は口を金魚のようにぱくぱくさせるばかりで、言葉が出てこない。

　それまで後ろで黙だまって見ていた歩ふが、香きよう車しやの横に並んだ。

「二階堂さん、どうか男らしく、横歩の勝負をしてください。横歩も取れないような人は、男じゃないですよ」

　どこかで聞いたような台詞せりふである。

「もし横歩の勝負を避さけたら、わたくしはあらゆるところで言い触ふらしますわ。Ｍ中学の二階堂は、横歩が怖くて指せない臆おく病びよう者ものだって。あなたの中学校の周りでビラを撒まきます。インターネットの将棋関連の掲示板にも、同じ書き込みをします。それがどんな結果になるか、わかりますよね？　それが厭いやなら、あゆむくんとの対局は横歩で勝負してください」

　これはもはやお願いではなくて脅きよう迫はくである。今の台詞、香車が言うならわかるが、三人の中で一番温厚そうな歩が言ったのが衝撃だった。言い方が柔らかいから、余計に不気味さが漂ただよっている。

「な、何だよそれ。脅おどしてるのか？」

「脅し？　まさか。わたくしは、男らしく横よこ歩ふで勝負してくださいとお願いしているだけです。それとも、本当に怖こわいんですか？　まさか、横歩を指さすと七級くらいの人にも負けるレベルなのですか？」

「ふざけたこと言わないでくれ。何で五段の俺が七級の雑ざ魚こに負けるんだ。有り得るわけないだろ、そんなこと」

「それでしたら、横歩で勝負することに何の問題もないですわね。わたくしは、居い飛び車しや党とうの人に振り飛車をやってくださいとか、振り飛車党の人に居飛車を指してくださいとお願いしているわけではありません。どんな戦法も指しこなせると自負しているあなたに、横歩で勝負してくださいとお願いしているだけです。それとも、実は横歩は指せないのですか？　だったら正直にそう仰おつしやってください。あゆむくんがお情なさけで横歩以外の戦型で戦って差し上げますから」

「何だよ、それ。何で俺が情けをかけてもらう立場になるんだよ。お願いしているのは、そっちだろう」

「そう。お願いしているのはこちらです。情けをかけて、横歩で勝負してくれますね？」

「そ、それは……」

　二に階かい堂どうはまだ承しよう諾だくしない。これだけ侮ぶ辱じよくされても受けようとしないのは、やはり横歩が苦手ということなのだろう。

　ただ、これは正当なやり方ではない。相手に戦法を絞しぼらせないというのも、戦術の一つだ。居飛車で戦うと見せかけて振り飛車、あるいはその反対の指し方。序じよ盤ばんの数手で、そういう駆かけ引きが行われることもある。それを端折はしよって、相手に戦法を強要させるのは、いくら相手が格上とはいっても、正しいとは言えない。しかも強要しているのは、相手の不得手な戦法。

　対局開始まで十分を切っている。僕は香きよう車しやの横に並んだ。

「あの、もういいです。横歩が苦手な人に無理矢理やらせるのは、可哀相です。いじめと受け取られても、反論できません。怖くて横歩が取れなくても、それは別に恥はずかしいことじゃないです。だから、もういいです」

　僕は意識してその言葉を口にしたわけではない。悪気も何もない。率直な思いだった。しかし僕のその台詞せりふは、二階堂の逆げき鱗りんに触れたようだった。握にぎり拳こぶしをつくった顔は怒りの赤に染まり、小刻みに震えていた。

「可哀相だと？　舐なめたこと言いやがって。このあいだ俺にボロ負けしたのを忘れたのか？　よくそんな口が利きけるな」

「え、いや、僕はそんなつもりで言ったわけじゃ……」

「ああ、そうやな、あゆむの言うとおり、これはいじめかもしれんな。どんな戦型でも二階堂に勝てるくらい強くなったけど、横歩の勝負なら圧倒的大差をつけて勝てるって言うから、それを見たかったんやけど、まあええか」

　香きよう車しやは腕組みをして、残念そうに言った。明らかに火に油を注ぐ演技だとわかった。

「俺に、圧倒的大差をつけて勝てるだと？　たった一ヵ月で、そんなに強くなれるわけがないだろう。そいつ、このあいだ二段だと言ってたぞ。一ヵ月で三段の差が埋うまるわけがない」

「それが、たった一ヵ月でそれだけ強くなれるんや。何せあゆむはこの一ヵ月、将しよう棋ぎの神様と指さし続けたわけやからな」

「将棋の、神様？」

「そや。もう、お前の手の届かないところにいるんやで、あゆむは。少なくとも横よこ歩ふ勝負なら、お前が襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんみたいにして負かされる。まあ、そんな生いき恥はじ晒さらしたくないやろうから、他の戦法に逃げてええで。横歩以外の戦型なら、お前にもワン・チャンスあるかもな。ああ、ワン・チャンスと言っても、勝てるかもしれんっていう意味ちゃうで。一回は王手できるかもしれんって意味や。ほな、みんな行こうか」

　香車は踵きびすを返して歩き始める。僕も二に階かい堂どうに軽く頭を下げて会場に入ろうとする。

　そんな僕達の背中に、二階堂の怒声に近い声がかかった。

「待てよ。調子のいいことばかり言って、横歩以外の戦法で負けたら、どうせ言い訳するんだろう。横歩なら勝ってたってな。これだけ大口叩たたいといて、そんな逃げは許さないぞ」

　香車が脚を止め、振り返ろうとする。その一瞬、彼女は僕を見てにやりと笑った。『作戦成功やで』。そんな声が聞こえてきそうだった。

「何や、許さんて。じゃあ、どないするつもりなんや？」

「受けてやるよ、横歩を。お前のその自信が、ただの幻げん想そうだってことを痛いほどわからせてやる。二度と俺にそんな口が利きけなくなるくらいに、叩きのめしてやる。みんなが見ている前で、心が折れる内容で負かしてやるよ。しばらく将棋の駒こまを見たくなくなるくらいにな」

　二階堂は僕を睨にらみ付けて言い終えると、ドアを荒々しく開けて会場へと入って行った。

　香車が僕の肩をぽんと叩く。

「あゆむ、このやり方に対して言いたいことはあるやろうけど、今は対局に集中するんや。せっかくこの一ヵ月間横歩を特訓してきたんや。その成果を見せようや。何より、桂けい香かの悲しい顔、見たくないやろ」

　僕は頷うなずく。そのために頑がん張ばってきたのだ。二階堂に勝って、桂香先輩と一緒に喜びを分かち合いたい。

「大丈夫や。落ち着いて指せば、必ずあゆむが勝つ」

　香車は僕を落ち着かせるかのように、背中を擦さすってくれた。

「あゆむくんは、一人じゃないですわ。わたくし達が付いています」

　歩ふが、優しく僕の手を両手で包み込んだ。

「桂けい馬まをきちんと使うことができれば勝てるわ。ふざけた使い方だけはしないでちょうだい」

　桂馬は相変わらず桂馬のままだったが、その台詞せりふも今の僕には心強かった。

　休きゆう憩けい所じよから人の姿が消えると、駒こま達も姿を消した。

　色々な思いが胸の中を巡めぐっていたが、香きよう車しやに言われたとおり、僕は対局に集中することにした。色々なことを考えるのは、戦いが終わってからだ。

　僕は天井を見上げて、大きく深呼吸した。

　決戦の場へと続くドアを開ける。

　代表決定戦を行う四チームの周りには、大会関係者が立っている。道半ばで夢敗れた者達も、遠巻きに立って視線をそちらに向けている。そんな張り詰つめた空気の中で、僕達は指さすわけだ。だが、今はそれが全く気にならないくらい、心の波は穏やかだった。

　桂けい香か先輩が僕に気づく。微笑を浮かべて手招きする。

　この微ほほ笑えみよりも、もっと大きな明るい笑顔を対局後に見るんだ。そう誓ちかい、僕はテーブルへと歩を進めて行く。
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　大将の僕が中央に座り、副将の桂香先輩が左側、先せん鋒ぽうの橘たちばな先輩が右側に座る。

　振り駒の結果、僕が先手に決まった。桂香先輩は後手。橘先輩は先手。

「お願いします」

　十二人の声が響ひびき、決勝大会進出校を決める最後の戦いが始まった。

　僕は初手７六歩ふと指し、チェス・クロックのボタンを押して時間を止める。どんな対局でも時間の使い方は慎重にならなければいけないが、この一局は殊こと更さらその思いは強かった。持ち時間の二十分は、大おお袈げ裟さではなく、僕のこれまでの人生で最も大切な二十分となる。序じよ盤ばんはできるだけ時間を使わずに指して、来るべき勝負の局面にたくさん残しておきたかった。

　二に階かい堂どうも考える様子は見せず、サクサクと手を進めていく。一ヵ月前、二階堂が僕と桂香先輩との対局で一いつ手て損ぞん角かく換がわりを指した局面になる。二階堂は２二にある角には手を伸ばさず、８五歩と指した。七手目、僕は７八金と指す。二階堂も呼吸を合わせるように３二金。僕が素早く２四歩と突くと、二階堂も即そく座ざにその歩を取った。僕は飛ひ車しやで歩を取り返す。今度は二階堂が飛車先の歩を突き、僕と同じように飛車で歩を取る。２筋と８筋で、それぞれの飛車が存在を強く主張している恰かつ好こうになっている。十五手目、僕は３四飛と指し、飛車の横にある歩を取った。これで横歩取りが成立。

　横歩を受けてくれた二階堂に対し、僕は心の隅すみで感謝した。

　それまでノータイムで指していた二階堂が、少し考えている。後手から仕し掛かける超攻撃的な４五角戦法でもやろうかと思案しているのだろうか。どんな戦法に対しても対策は頭の中に叩たたき込んだつもりだが、緊張は高まっていた。

　結局二階堂は３三角と指した。僕はすぐに３六へと飛車を下げ、二階堂は２二銀と指す。横歩取りの序じよ盤ばんで、プロアマ問わず最も多く指さされているであろう形が盤ばん面めんに出来上がった。

　二に階かい堂どうに攻めさせたくはない。僕の方から攻めて攻めて攻めまくる展開にしたい。二階堂が一手指すごとに、僕は駒こま達に教えてもらいながら指した棋き譜ふを思い出していた。大丈夫。怪あやしい筋はない。僕はきちんと指せている。

　四十二手目。二階堂の指した４四飛という一手で、僕が見たことのない局面へと突とつ入にゆうした。

　ここまでの消費時間は、僕が二分。二階堂が六分。まだ中盤に入った直後くらいの局面。僕はここまでほとんど考えることなく指し続けてきたが、ここからは適度に時間を使って指していくことになる。

　僕と二階堂の玉は、共に中央の５筋、自陣の二段目にいた。玉の左右を金が守っている、中住まいの囲い。

　僕は１筋から４筋までの右側を攻めて突とつ破ぱする狙ねらいだった。二階堂もその気配に気づいているはずだ。反対に二階堂の狙いはよくわからなかった。攻めようとしているのか、カウンターを狙っているのか、中央を攻めようとしているのか、僕の目には的まとが絞しぼれていないように映った。

　うまくいっているという自信があった。このまま僕の読みどおり進めば、僕の飛車は龍りゆうになれる。その時点で、駒の損得はなし。相手の飛車は成なれていない。そのまますぐに決着を付けられるほどの形ではないが、僕の有利にはなる。理想の展開だ。

　果たしてそのとおり、五十七手目に僕は２一飛ひ車しや成なりとすることに成功した。互いに持ち駒ごまは角、銀、桂けい馬ま、歩ふ二枚。しかし二階堂の飛車は空中に浮いたまま。成る形さえ作れていない。

　自然と二階堂の顔に視線が向く。

　その顔に焦あせりや怒りといった色は見られなかった。極きわめて冷静に見える。視線を左右に動かし、盤面全体を見渡している。

　僕は盤面に視線を戻す。

　この局面、ある程度の棋き力りよくがあれば、僕の優勢だとわかる。二階堂ほどの棋力があれば、尚更。しかし表情に変化はない。劣勢だとわかっているはずなのに、なぜ平然としていられるのか。

　一　劣勢になっても表情に出ないタイプ。

　二　自分が負けても他の二人は勝つと確信している。

　三　予定どおりの展開だから。

　まず二はないだろう。確かにこの団体戦は三人のうち二人が勝てばいいルールだが、先程あんなやりとりをした相手に、負けてもいいと考えているとは思えない。一も、ないような気がした。二階堂は、感情の起き伏ふくが激しい人間に思えた。少なくとも、将しよう棋ぎに関しては。自分が優勢なら顔が綻ほころぶし、劣勢なら眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。多くの人と同じように、そういう表情をすると思われた。

　僕の読みが正しいとしたら、残りは三しかなくなる。予定どおりというのは、もちろん僕に負けるのが予定どおりというわけではなく、今は劣勢でも最後には逆転するという意味だ。その自信があるから、平然としていられる。

　しかし、とてもそんな余裕を見せられる局面ではないように見える。僕の龍りゆうは、相手の香きよう車しやをいつでも取れる場所にいる。１一にある香車も、反対側にある９一の香車も取れる恰かつ好こう。相手が龍の横利きを遮断しなければ、二枚の香車を持ち駒ごまに追加できる。

　二に階かい堂どうは二分考えた後、５四歩ふと指さした。僕の下からの攻めに対して、玉ぎよくを上部に逃がす逃げ道を確保した恰好。すでに６四歩と突いてあるので、６三玉から５四玉と逃がした方が早いはずだが、厭いやな筋でもあったのかもしれない。いずれにしても、僕の玉は安あん泰たいだ。確かに上に逃げられると詰ますのに手数はかかるが、別に急いで詰ましにいく必要はない。時間もたくさん残っているので、慎重にゆっくりと攻めることができる。ここで玉を逃がすための一手を指すということは、二階堂が劣勢を意識していることは間違いなかった。

　僕は構わずに１一の香車を取った。これで僕の駒得。二階堂は即座に５三玉と指した。

　もしかしたら、二階堂は入にゆう玉ぎよくを狙っているのだろうか。玉の身を安全にしたあとに、攻めに転じる構想なのだろうか。もしそうだとしたら、悠ゆう長ちようすぎる。そんな都合の良い展開には、絶対にならない。僕の持ち駒は入玉を阻止するくらいには揃そろっている。龍を自じ陣じんに引くこともできる。入玉は、絶対にない。

　僕は４二と６二にいる金二枚をうまく取れないか考えていた。９一の香車を取ってもいいが、金二枚をうまく取ることができれば、決着は早くなる。

　一分考こう慮りよした結果、金二枚を奪うばう手筋を見つけた。僕は銀一枚を渡すが、代わりに金二枚を手に入れられる。読みどおりの展開になったら、一ヵ月前の僕でも勝てるほど差が付いているはずだ。今の僕なら、確実に勝てる。

　僕は５一に銀を打ち込む。銀の割り打ち（＝両取りの意）だ。

　両取り逃げるべからずという格言があるが、この場合は当てはまらないと思ったのだろう。二階堂は５二金右と指した。僕は４二銀成ならずで金を取りながら王手をかける。二階堂は同じく４二金と指し、銀を奪った。僕は敵玉の真下である５一に龍を滑すべり込ませて王手をかけ続ける。二階堂は５二金と指し王手を防ぐ。ここで６二に角を打ち込めれば一気に詰むが、敵の銀が利きいているのでそこへは角を打てない。なので、４二角と打って王手をかけた。二階堂は城から逃げ出す恰好で４四へ玉を逃がし、僕は５二の地点にぽつんと残った金を取った。

　全て、僕の読みどおりの展開。完かん璧ぺきだった。

　勝った。僕の胸に去来する思い。

　勝負中に勝ったと思ってはいけないとわかっていつつも、ここから負けようがないほど、大差になっていると思われた。しかも残り時間も、二階堂が残り三分に対して、僕は十一分。焦あせる要素は何一つなかった。

　僕は、あの二に階かい堂どうに、勝ったのだ。

　横よこ歩ふを強引に受けさせた負い目はあったが、これだけの大差がついていれば、ぐうの音も出せないのではないか。

　僕はペットボトルのお茶を取って飲んだ。お茶を飲みながら、桂けい香か先輩達の形勢でも見ようかと思った。そんな余裕の気持ちが生まれていた。二人の内、どちらかが勝てば決まりだ。優勢で戦っていてくれ。そう思いながら、視線を桂香先輩の方に動かそうとした時、二階堂の指が駒こま台だいに伸びるのが見えた。

　僕は視線を戻す。二階堂は桂けい馬まを取り、６六桂と打った。

　何だ？

　この瞬しゆん間かんは、王手金取りになっているが、しかし、桂馬は歩ふの頭に打たれている。つまり、タダで取れる恰かつ好こう。いくら追い詰められたからといって、こんな無意味な手を指してくるはずがない。きちんと意味があるはずだ。僕はそれを考える。

　答えはすぐに出た。

　もしこの桂馬を僕が６六歩と指さして取ってしまうと、玉のコビン（＝駒の斜ななめ上部）が開き、５八にいる玉ぎよくと５二にいる龍りゆうの両方が狙ねらわれる恰好になるのだ。８五に角を打たれて王手龍りゆう取とりの形。なるほど。だからさっき二階堂は５四歩と指して別の逃げ道を作ったのか。もし６三の方から玉を逃がしていたら、角の利きが止まって王手龍取りをかけられなかったことになる。

　しかし、こんな見え透いた罠わなにかかるほど間ま抜ぬけではない。この桂馬は取らずに、玉を逃がすことにする。金は取られるが、大したダメージはないはずだ。問題は、玉をどこに逃がすかだが……。

　あれ？

　僕は盤ばん面めんを凝視する。

　玉を逃がす場所は四ヵ所あったが、どこに逃がしても、相手の攻めが加速する形になっていた。この５八玉の形が最善なのだ。玉を動かすことで、当たりがきつくなってしまう。では、敢あえて桂馬を取って、王手龍取りをかけさせるか。しかし飛ひ車しやを取られてしまうと、自じ陣じんに打ち込まれてしまう。僕の玉形は、飛車の攻撃に対しては脆もろい形だ。しかも相手は持ち駒ごまも豊富。城は簡単に崩ほう壊かいしてしまう。

　凪ないだ海のように静かだった僕の心臓が、瞬またたく間に大嵐に変わっていた。

　これ……もしかして……形勢が引っくり返ってないか。

　そんな……まさか……たった一手で形勢を引っくり返されたというのか。

　僕の視線は無意識に二階堂へと向いた。

　二階堂も僕を見ていた。視線が交わる。

　瞬しゆん間かん、二階堂は口角を上げて、無言の笑みをつくった。

　僕は盤面に視線を戻す。

　手が震え始めていた。呼吸も荒くなっている。背中に掻かいた汗が、シャツを濡ぬらしている。

　いつからだ。いつから、二に階かい堂どうはこの局面になることを読んでいたんだ。

　これは適当に指さして出てきた局面ではない。確実に狙ねらって作られた局面だ。

　つまり、僕は、攻めていたのではない。攻めさせられていたということになる。僕に知られないように、うまく誘導したのだ。

　僕は、二階堂の時間の使い方を見て、久しぶりに指す横よこ歩ふの定じよう跡せきを思い出すのに時間がかかっているのだと思っていた。遠い昔に指していたこの戦法の定跡を必死に思い出しながら、一手一手慎しん重ちように指していると。そこに作戦のようなものはなく、流れの中で攻める筋を見つけられればいいと、そういう考えで指していると思っていた。

　違った。全て作戦だったのだ。この形を作るために、たくさんの時間を使って考えていたのだ。

　僕は、自分の愚おろかさを呪のろった。

　もっと慎重に考えて指していれば、この６六桂の一手は見えていたかもしれない。いや、今の僕の実力なら、きっと見えていたはずだ。それなのに、攻めに逸はやるあまり、自じ玉ぎよくへの意識が薄くなっていた。結果、形勢を引っくり返される一手を放たれてしまった。

　僕は、馬ば鹿かだ。

　心のどこかで、二階堂を舐なめていたのかもしれない。自分より地力は上でも、横歩ならこの程度なのかと。そうやって、見下す感覚で指していたのかもしれない。見下せるほどの差なんてありはしないのに。

「負けました」

　僕の耳に飛び込んできた声。

　顔を右に動かすと、橘たちばな先輩が投とう了りようしていた。

　僕の腕うでに鳥肌が立つ。限界ぎりぎりまで、心臓の鼓動が脈打つ。

　もう僕は負けられなくなった。僕と桂けい香か先輩が勝利しなければ、チームの勝利はない。

　時間がどんどん減っていく。二階堂より八分多く残っていた持ち時間も一分差となっていた。

　五分以上考えても、良い手が浮かばなかった。やはりどう指しても、分ぶが悪くなってしまう。

　負ける。

　僕の頭に浮かんでくる文字。

　たった十分前まで、自分の勝利を確信していたのに、このザマだ。あまりにもお粗末過ぎる。対局中に勝ったと思い油断してしまった僕に、勝利の女神が愛想を尽つかしたのかもしれない。

　僕の持ち時間が三分を切って二階堂よりも少なくなった。

　僕はまだ指さない。いや、指せない。指してしまえば、敗北へ突つき進むことになってしまう。僕の次の一手が、敗北への号ごう砲ほうなのだ。

　僕は頭を下げていた。傍はたから見ると投了しているようにも見えるかもしれない。しかし頭を上げられなかった。気力は完全に削そがれていた。

（こら、あゆむ）

　頭に響ひびく香きよう車しやの声。

（応えなくていいから、そのまま聞くんや。アドバイスはしちゃいかんけど、励はげましの言葉をかけるくらいはいいやろ。あのな、まだ終わってへんで。きちんと顔を上げて盤ばんを見らんかい。あゆむの動かせる全ての駒こまは、まだ戦いたいと言ってるで。敵てき玉ぎよくを攻める駒も、自玉を守ってる駒も、駒台にある駒も、みんな活かつ躍やくしたくてうずうずしとる。その機会が失われたわけやない。だからしっかり顔を上げて先を読むんや。本当の勝負はここからやで！）

　僕は顔を上げて、盤を見た。

　本当に、勝負はここからなのだろうか。僕の目には、もう大勢は決まっているように見える。

　香車の言ったことが、僕を励ますためだけの言葉ではなく、文字どおりの意味だとしたら、僕の勝つ手段も残されているということになる。将しよう棋ぎの神様がそう言っているのだ。必ずどこかに突とつ破ぱ口こうがあるはずだ。

　僕は八十一マス全てに視線を向けて考える。どんな手を指すのが最善なのか、全神経を傾けた。

　まず、現状王手をかけられているわけだが、玉を逃がすかどうかの決断をしなければいけない。

　熟考した結果、玉をその場に留とどまらせることが最善だという結論に至る。つまり、僕の次の一手は６六歩ふ。敢えて王手龍りゆう取とりをかけさせる。二に階かい堂どうが龍を取った瞬しゆん間かんに、僕は攻めを繋つなげる。詰つますところまではいかなくていい。相手にたくさん持ち駒ごまを使わせて受けさせるだけでも、相手の攻めに威い力りよくはなくなり、僕の玉は安全になる。僕は血ち眼まなこになって、その攻め筋を見つけようとした。

　僕の持ち時間はなくなり、三十秒の秒読みに入った。

　ほぼ同時に、僕は最善と思われる攻め手を見つけた。

　しかし確信はない。もしかしたら見当はずれの筋かもしれない。しかしもう他の攻め筋を検けん討とうしている時間はなかった。

　時間ぎりぎりまで読んで、僕は６六歩と指した。待ってましたとばかりに、二階堂は８五のマスに力強く角を打った。今までよりも高い駒音。自信の表れ。僕が７六歩の合あい駒ごまで王手を防ぐと、二階堂は５二にいた龍を奪うばった。

　僕は二十五秒までしっかりと考え、４六香と指して王手をかける。ここからしばらくのあいだは王手が続く。二階堂が受けを間違えれば、そのまま一気に押し切れる自信があった。

　しかし二階堂は間違わなかった。こういう受け方をされると厭いやだなと思う受けの手を、彼は指し続けた。

　一手指すごとに、僕の攻めは細くなっていく。

　二に階かい堂どうの玉ぎよくに王手をかけ続けたが、詰つますまでには至らない。金か銀、あるいは飛ひ車しやがあれば一手で詰ませられる形になっていたが、その一枚の駒こまをすぐに手に入れる手段はなかった。この攻め方は、間違いだったということだろうか。

　僕の連続王手が途と切ぎれると、二階堂は僕の城の中に飛車を放り込んできた。この局面では、誰もが指す一手。だからこそ、とてつもなく厳しい一手だった。

　今度は僕が玉を逃がす番になった。最善の受けを指さし続けないと、確実に詰まされるだろう。もしかしたら、最善の受けを指しても、すでに詰んでいる形なのかもしれなかった。

　僕は頭を振って弱気な思いを振り払う。最後まで諦あきらめずに指し続けるのだ。

　僕の時とは違って、二階堂の攻めは一手指すごとに厚みを増していっているように感じられた。それとも僕の指し手が間違っているのだろうか。わからない。善悪を判断するには、三十秒という時間はあまりにも短すぎる。

　僕の玉が８六へと逃げ出した時、二階堂はぐぐっと顔を突つき出して前ぜん傾けい姿勢になった。

　寄せる筋を見つけようとしているのだろうか。僕の玉は危険な形に飛び込んでいるが、まだ詰まない……はず……。

　え？

　僕は目を瞬しばたたかせる。

　これ、詰んでないか。僕の玉、詰んでいるんじゃないか。
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　僕は頭の中でその手順を何度も繰り返した。

　ダメだ。やはり、僕の玉は詰んでいる。７四桂からの十五手詰め。

　二に階かい堂どうの持ち時間が三十秒を切った。まだ指さない。

　十五手詰めだと、気づいただろうか。僕が発見できたのだ。二階堂も読み切れると考える方が自然だった。

　間違えてくれと願った。みっともないと思われてもいい。僕は二階堂が間違えてくれることを天に祈った。

　負けたくない。ここで勝って、日本一を決める場所へ進むのだ。桂けい香か先輩と一緒に喜びを爆ばく発はつさせるのだ。勝ちたい。勝ちたい。勝ちたい。

　二階堂の持ち時間がなくなった。

　秒読みになって十秒、十五秒と過ぎるが、二階堂の右手は動かない。

　今、どんな表情をしているのだろうか。

　見ることなんてできない。僕にそんな勇気はない。

　デジタル数字が二十三秒を刻んだ時、二階堂の右手が駒こま台だいへと伸びた。中指と人差し指で桂けい馬まを挟はさむ。

　僕の周りから酸さん素そがなくなってしまったかのように、息苦しくなる。僕は左手で胸を押さえた。

　ここで負けたら、いったい何のために大将になることを直じき訴そしたのか。この一ヵ月間、夢で魘うなされるくらい横歩の特訓をしてきた意味がなくなってしまう。桂香先輩が時間を割いて力を貸してくれたのに、全て水すい泡ほうに帰きしてしまう。

　勝負事は、負けることで得るものもあるが、どれだけ内容が酷ひどくても勝たなければいけない一戦がある。勝利だけが全ての戦いがある。僕にとって、それがこの一局なのだ。

　二階堂は、指に挟んだ桂馬を、７四のマスに、そっと置いた。










　僕が意識を取り戻した時、デジタル数字は二十七秒まで進んでいた。僕はほとんど無意識に、王手をかけられていた玉を７五へと逃がしていた。

　終わった。

　もはや僕に為なす術すべはない。

　二階堂の手が伸び、また僕に王手をかけてきた。正しい手順の王手。やはり二階堂はわかっている。プロ棋き士しなら、ここで投了する人もいるかもしれない。

　僕の心は折れていた。投了の二文字が脳のう裏りを過よぎる。もう投了すべきだと、声が聞こえた。

　僕は指を伸ばして、再び玉を逃がした。

　勝利への執念が指ささせたわけではない。諦あきらめ切れないのだ。負けましたと、素直に頭を下げられなかった。

　二に階かい堂どうはまた正しい指し手で王手をかけてきた。僕は玉ぎよくを逃がす。

　あと九手で詰つむ。このままいくと、一手詰みの局面まで指してしまう。難解な一手詰めならともかく、一目で詰みとわかる局面まで指し続けるのは、さすがに憚はばかられた。いや、これ以上この場に居たくないと言った方が正解か。僕は今すぐにでもここから逃げ出したかった。こんな無様な将しよう棋ぎを指したあとでは、桂けい香か先輩に合わせる顔がない。消え去りたい。そう思った。

　次に二階堂が５五金と指したら投了しよう。折れている心の片かた隅すみで、僕は決めた。

　二階堂は駒こま台だいの駒を手に取り、５五のマスに力強く打った。

　５五銀。

　終わった。

　桂香先輩、ごめんなさい。勝てませんでした。

　僕は深い溜ため息いきを吐つき、頭を下げようとした。

　瞬しゆん間かん、僕は動きをぴたりと止めた。

　えっ？　銀？　金ではなく、銀を使ったのか？

　確かに５五のマスには銀が置かれている。金じゃなくても詰むということなのか……。

　僕はもう一度詰み手順を頭の中で反はん芻すうした。

　……いや、これ、詰まないぞ。最後に銀を残しておかないと、僕の玉は詰まない形になっている。

　どういうことだ？　時間に追われて読み間違えたのか？　それとも最初から詰めろだと気づいていなかったのか？　わからないが、とにかく僕の玉は窮きゆう地ちを抜け出した恰かつ好こうになっている。僕は玉を動かした。

　詰めろは解けたが、決して安あん泰たいとなったわけではない。形勢が逆転したわけでもない。あくまでも、詰めろが一時的に解けただけだ。二階堂に駒を補ほ充じゆうされたり僕が受けを間違えたりすれば、忽たちまち詰まされる局面であることにはかわりない。ただ、それでも、死刑台から下りられたことは確かだ。逆転への糸口を掴つかみたい。いや、掴まなければいけない。勝つ。僕は絶対に勝つんだ。

　消えていた闘とう争そう心しんが再燃していた。再び緊張感が僕を包む。

「負けました」

　左側から聞こえてきた声。

　桂香先輩の声ではなく、男の声だった。桂香先輩は勝ったのだ。

　桂香先輩の視線がこちらに向けられるのを感じた。

　しかし僕はそちらを振り向かない。盤面に集中し、どう指すのが最善なのかを読み続けた。

　二階堂は尚も王手をかけてきたが、それまでのように力強い駒の動かし方ではなかった。まるで心の乱れを表すかのように、駒こまも乱れていた。

　僕は視線を上げて、二に階かい堂どうを見た。

　下唇を噛かんで、眉み間けんに皺しわを寄せていた。怒りの表情にも見えるし、後こう悔かいの表情にも見えた。

　きっと気づいたのだ。先程の銀打ちの局面は、金打ちでなければいけなかったと。

　二階堂は王手をかけ続ける。僕は間違えることなく受け続けた。

　二階堂の駒台には、ぽつんと金が載っている。これが銀だったら、次の一手で僕は負けていたわけだ。

　果たして二階堂の次の一手は……盤上にある僕の銀を取ろうとする手を指してきた。それが勝利に一番早いと踏んだのだろう。

　僕はどうすべきか。攻めるか、守るか。

　即そく座ざに答えは出る。ここで受けるのは得策ではない。ここで一気に攻めて、相手玉を追い詰めるべきだ。僕はそう判断した。

　二階堂の玉は依い然ぜんとして、僕が金か銀、飛ひ車しやを打ち込めば詰む形になっている。しかしそのいずれの駒も、入手するまでに最短でも三手かかる。対して二階堂はあと二手で銀を入手する。これは間に合わない。

　もっと深く先を読みたい。しかしその時間はなかった。僕は即座に手を指さなければいけない。

　ふっと、僕の目に桂けい馬まが飛び込んできた。僕がもっとも早く取れる駒、桂馬。

　瞬しゆん時じに、未来の局面が頭に浮かんだ。

　二階堂が銀を打ちたい場所に先に桂馬を置くことで、詰めろ逃れの詰めろ（＝自じ玉ぎよくの詰めろを消し、同時に相手玉に詰めろをかけること）をかけられるのだ。

　僕は二手かけて桂馬を取る。二階堂も同じく二手かけて銀を取る。僕は狙ねらいどおりの場所へ桂馬を置いた。

　詰めろに気づいた二階堂が玉を逃がすが、逃げられる場所はほとんどない。せいぜい横へ二マス、上へ一マス動かせるくらいだ。詰めろは解けるが、相手の玉が動いた分だけ、僕も攻め駒を同じ方向に動かせばいい。

　二階堂もそれは重々承知で玉を逃がし続けているはず。時間一杯まで使うことで、逆転の攻め筋を見つけようとしているのだ。

　これ以上は動かせないというところまで、二階堂は玉を動かした。

　僕は攻め駒を補充するために、放置されている敵の駒を取りにいく。

　二階堂は何か有力な手を発見しただろうか。起死回生の一手を。

　この瞬間にそんな一手を指されたら、今度こそ僕は負ける。

　二階堂の指が伸び、龍りゆうを動かした。攻めに使うための移動ではなく、自じ陣じんに引いて守りに使うための移動だった。二階堂は玉の頭に龍を引いた。龍や馬が守りに利きいていると、容易には詰つませられない形になるものだ。この局面でもそうだった。これがもっとも粘ねばれる形だし、僕がミスをすれば形勢は引っくり返る。

　しかし焦あせる必要はなかった。相手が守り駒こまを増やすのであれば、こちらも攻め駒を増やせばいいだけだ。僕は駒を取り、駒台に追加する。二に階かい堂どうは持ち駒の金を玉の横に置く。僕は再び駒を取る。二階堂は最後の持ち駒である銀を玉ぎよくの斜ななめ上に打った。僕は持ち駒を攻め駒として盤上に投入した。もう二階堂は玉の周りに駒を置くことはできない。僕がもう一枚攻め駒を足せば、必至となる。

　二階堂が僕の攻めを受け切ることはできない。勝つには、僕の玉を詰ます以外道はない。しかし龍が攻こう撃げき陣じんの中からいなくなったことと、持ち駒を全部使ってしまったことで、僕の玉は極きわめて安全になった。二階堂の攻め筋は、ほとんど残っていない。

　時間ぎりぎりの二十九秒になって、二階堂は着手した。銀を動かして王手をかけてきたが、驚きよう異い的な一手ではない。ただ王手になっているというだけだった。僕は自玉を更に安全な場所へと逃がした。

　たとえプロ棋き士しが後ご手て側に座っても、いや、将棋の神様が二階堂と入れ替わっても、結果を覆くつがえすことはできない形になっているはずだ。

　だが、油断はしない。最後の瞬間まで気は抜かない。僕は盤面を凝ぎよう視しし続ける。

　二階堂の右手が盤上に伸びた。だが、その指が駒を掴つかむことはない。右手は空中で静止したまま、ぴくりとも動かない。

　顔を上げて二階堂を見ようとした時──。

　不意に電子音が鳴った。

　僕はチェス・クロックに視線を向ける。

　時間切れ。

　僕は二階堂に視線を移す。

　二階堂は、糸の切れたマリオネットのように頭こうべを垂れていた。それが投了の意思表示なのか、それとも気力を使い果たしたことによる動作なのかは判断できなかった。

　僕が、二階堂に勝った。

　最近では桂けい香か先輩も歯が立たなかった二階堂に、昨年のこの大会で準優勝した二階堂に、昨年の中学生名人戦でベスト４になった二階堂に、この僕が勝ったのだ。

　けれども喜びはなく、その実感も皆無だった。ただとてつもなく重い疲ひ労ろう感かんだけが肉体を支配していた。

「凄すごい！　凄いわあゆむくん！」

　突然、僕の身体からだに何かがぶつかってきた。

　見ると、桂香先輩が僕に抱きついていた。僕の妄もう想そうかと思ったが、違う。桂香先輩の匂においと肌の温ぬくもり、そして顔にかかる甘い吐と息いきが、現実に存在していた。

　喜びを爆発させている桂けい香か先輩は次々に僕に言葉をかけていたが、僕の頭には入ってきていなかった。疲ひ労ろうは吹き飛んでいて、ふわふわした感覚が僕を包んでいた。




　　　　４




　決勝大会進出を決めた中学校二チームの表彰式が終わる頃には、僕にもその実感が湧わいてきていた。大会の立会人を務めたプロ棋き士しに「読みの鋭するどい良い将しよう棋ぎでしたね。精神力も強かった。そうでなければ、あの終盤の逆転はなかった」と褒ほめられた時は、天にも昇る心地になった。

　桂香先輩の興奮は、未いまだ収まっていなかった。その喜びようは、単に代表の座を手に入れたことだけではないように思われた。おそらくは、後輩の僕が勝ったことが嬉うれしいのだ。多くの時間を割いて育てた僕が、宿敵に勝ったことが、喜びを一ひと入しおにしているのだと思われた。

　橘たちばな先輩や顧問の教師、付き添いで来ていた桂香先輩の母親、そして応援に来てくれた数人のクラブ仲間と喜びを分かち合ったあと、僕達は会場を後にした。

　神奈川へと戻る列車に乗るために、駅へと続く道を歩く。前方には二に階かい堂どうの姿がある。時折見える横顔からは、憔しよう悴すいの色だけが見て取れた。おそらく励はげましや労ねぎらいの言葉だろう。仲間や付き添い人の大人達が二階堂に声をかけ続けていたが、二階堂の表情が晴れることはなかった。

　駅へと着く。二階堂は仲間達と離れたところに立って、缶コーヒーを飲んでいる。僕は彼に言わなければいけないことがある。僕は一つ深呼吸して、歩を進めた。

「あの、二階堂さん」

　二階堂は顔を上げる。沈しずんだ瞳。不敵な面つら構がまえの面おも影かげはない。

「あの、その、横よこ歩ふを受けてくれて、ありがとうございました」

　勝った僕がお礼を言うのは、きっと厭いや味みなのだと思う。しかし他に言葉を思いつかなかった。

　二階堂は、僕の言葉に反応を見せなかった。じっと僕の顔を見ていた。そこに感情はない。

「実は僕、この一ヵ月間、ほとんど横歩だけしか指してないんです。定じよう跡せきだけなら、ほとんどの戦法を丸暗記してます。だから、横歩だけに関して言えば、実力以上の戦いができたんです。もし、他の戦型になっていたら、僕は確実に負けていました。横歩だけに絞しぼって特訓してきたのに、さっきの対局では詰めろをかけられましたから」

　二階堂は僕から視線を逸そらすと、缶コーヒーを一気に飲み込み、ゴミ箱に捨てた。再び僕に視線を合わせた時、二階堂の目には活力が戻っているように見えた。

「それ、俺を慰なぐさめてるのか？」

　僕は戸惑いながら、

「いえ、慰めてるというか……僕の本心です。僕が勝てたのは、万全の準備をしてきたからであって、二階堂さんがこちらの申し出を受けてくれたからです。自力で勝ったとは思ってないんです」

　二に階かい堂どうはまた僕から視線を逸そらして、遠くの方に視線を向けた。口を開くまで、一分ほどの間があった。

「俺は、お前の遠い親しん戚せきの女達が言っていたように、横よこ歩ふを苦手にしているんだ。昔は好きな戦法の一つで、結構指していたんだが、大事なところで指すと負けるようになってな。ムキになって大会の決勝なんかで指すんだが、やっぱり負ける。格下相手には勝てるが、同じレベルの奴やつには負ける。そんなことが続いたから、いつしか人間相手には指さなくなったんだ。ソフト相手には、今でもたまに指してるから、お前には勝てると思ったんだがな……。横歩だからとか、詰つめろをかけたとか、それは関係ないな。よく言うだろう。強い奴が勝つんじゃなくて、勝った奴が強いんだって。あれは真実だ。勝負事にはそれ以外ないし、必要もない。そういや、最後は悪かったな。投了しようとしたが、時間切れになってしまった。心を完全に折られちまって、頭が真っ白になってたんだ」

　二階堂が、素直に負けを認め、更に投とう了りようしなかったことを詫わびた。

　厭いやな奴だと思っていたが、こんな風に本音を言える人間なのか。勝ちたい一心で、あの手この手で苦手な戦法を受けさせた僕の方が、よっぽど厭な奴なのではないだろうか。

「あの、女の子達が失礼なことを言って、すみませんでした。悪気はなかったんです。何とか僕に勝たせたいという思いで、ああいう言動を取ってしまったんです」

「別に気にしちゃいない。口は悪いが、言ってたことは正解だからな」

「今から、あの女の子達をここへ呼んで、度の過ぎた発言を謝ってもらいましょうか。謝ってくれるかは、ちょっと僕も自信ないんですけど」

　二階堂は慌あわてた様子で首を横に振って、

「いや、呼ばなくていい。俺、ああいう女は苦手なんだ。着物を着た子と貴族のような恰かつ好こうの子はともかく、あの関西弁の子は俺には合わない。あれは、謝らないだろう。きっと傷口に塩を塗ぬられる。だから呼ばなくていい」

　二階堂の言う光景が、僕の頭に鮮せん明めいに描かれた。恐ろしい。確かに呼ばない方がいいだろう。まあ、この会話は全て聞かれているわけだが……駒こま達の声は聞こえてこなかった。

「それじゃ、僕があの三人の分も含めて謝ります。失礼な言動、すみませんでした」

　僕は深く頭を下げた。

「もういいさ。さっきも言ったとおり、勝ったお前が強い。それだけだ。それに、今回の負けで、俺は目が覚めたよ。今より上に行くためには、苦手な戦法を持ってちゃダメなんだってな。どこまでも強くなることを望むなら、どんな戦法にも対応できるようにならないといけない。それがわかっただけでも収穫ありだ。まあ、勝っていればもっと良かったんだが、仕方ない」

　二階堂からは、桂けい香か先輩と同じ大人の匂においがした。自分がとても小さな人間のように思えて、僕は肩を竦すくめた。

「ところでお前、日本一になる自信はあるのか？」

　僕はイメージしてみる。自分が日本一になっている姿を。

「日本一、ですか。そうですね……正直、あんまり自信はないです。横よこ歩ふになればいけるかなと思いますけど、そう都合良くいくとは思えないので」

「決戦の日までまだ十分に時間はある。あれだけの構想力があるなら、他の戦型になっても思いどおりの戦いができるはずだ」

「ありがとうございます」

「日本一へ向けてアドバイスというほどではないが、一つ、俺からの情報だ。西日本の代表を決める戦いは明日行われるが、そのうちの一チームは、間違いなく俺達を去年決勝で倒したチームが勝ち上がってくる。去年、そいつらは全員一年生だった。俺達は一勝もできずに負けた。三人とも強いが、特に西にし本もとという奴やつがずば抜けて強い。去年、一年で中学生将しよう棋ぎ名めい人じんに輝いた奴だ。去年の団体戦と中学生名人戦、俺はいずれもその西本に負けている。二局とも、一回も王手すらかけさせてもらえなかった。あれは、アマチュアの中では怪かい物ぶつ級きゆうの強さだ」

　二に階かい堂どうが、王手すらかけられずに負けた？

　やる気の出る情報ではない。戦意喪そう失しつするレベルの話だった。これが、俗に言う、世の中は広いというやつか。強くなっても、上には上がある。誰にでも当てはまる言葉だ。痛感させられた。

　二階堂は少し笑って、

「どうだ。やる気が出てきたか？」

「いえ、逆です。戦意が削そがれました」

「何だ。お前は強い奴と戦うのは好きじゃないのか？　そういうタイプだと思ったから話してやったのに」

「強い人と戦うのは好きですけど、限度ってものがありますから……。その西本くんは、それだけ強いのに、奨しよう励れい会かいには行かないんですか？」

　奨励会（新しん進しん棋き士し奨励会）＝プロ棋士養成機関。全国から猛も者さが集つどい、プロ棋士になるために鎬しのぎを削けずる場所。プロ棋士になれるのはほんの一握りの選ばれし人間だけだが、この奨励会に入れる人間も限定される。たとえば奨励会での最下位に位置する奨励会六級は、アマチュアの段位だと三段から四段だと言われている。桂香先輩や二階堂でも、第一関門を突とつ破ぱできるとは限らない。そのレベルの子供がゴロゴロいる場所、それが奨励会。正に、修しゆ羅らの国である。

「これは本人から聞いたんだが、小学五年くらいまでは大した棋き力りよくじゃなかったらしい。それが六年の夏くらいから、急激に棋力が上がったそうだ。風の噂うわさでは、来年奨励会の入会試験を受けると聞いている。あいつなら、プロになれるかもな。そのくらいの強さだ」

　とても僕に勝ち目があるとは思えない。きっとその西本が大将だから、今度は桂けい香か先輩に大将をやってもらうことにしよう。そちらの方が、まだ望みがある。

「まあ、誰と戦うことになっても、思い切りぶつかっていけよ。お前は時間の短い将棋でも、深い読みができるみたいだし、絶対に勝てない相手じゃない。──一つ訊きいていいか」

「はい」

「あの関西弁の子、将しよう棋ぎの神様がどうとか言ってたよな。お前が短期間でこんなに強くなったのは、その将棋の神様に教えてもらったからということなのか？　将棋の神様って誰だ？　まさか、大おお橋はし名人のことか？」

「えっと、それは……ネットで、凄すごく強い人がいるんです。その人に、たまに教えてもらってたんです。まあ、神様っていうのは大おお袈げ裟さですけど」

　二に階かい堂どうは合点がいったように頷うなずいて、

「なるほどな。その人、プロかもしれないな。プロが匿とく名めいでネット対局するのは、別に珍めずらしいことじゃないみたいだし」

「そうですね。そうかもしれません」

　遠くの方で警けい笛てきが聞こえた。間もなく電車が到着する。

「それはそうと、お前──」

　そこまで言ったところで、二階堂は言葉を切って後ろを振り返った。僕は二階堂の視線を追った。そこには桂けい香か先輩がいた。桂香先輩はこちらの様子を窺うかがっているようだった。二階堂は顔を正面に戻す。僕も視線を彼に戻した。

「お前、大橋のことが好きだろ？」

「な、な、な、何ですかいきなり」

　不意打ちというか闇やみ討うちというか、突拍子もない問いに僕はどぎまぎした。

「いや、そこそこ勘かんが働く奴やつなら、見抜けると思うぞ。お前の大橋を見る目って、漫まん画がだと目がハートマーク状態だからな。まっ、自分じゃ気づいてないだろが」

　僕は愕がく然ぜんとする。僕って、桂香先輩と接している時、そんな顔になっていたのか。

　男の二階堂がそれに気づいているのであれば、桂香先輩もその事実に気づいているのだろうか。女の人は勘が鋭するどいというし。

　二階堂は僕の心を読んだかのように言葉を続ける。

「でも、大橋はお前の恋心に気づいてないだろうな。あいつ、将棋の読みはめちゃくちゃ鋭いけど、そっち方面は相当鈍にぶそうだから」

　本来なら、桂香先輩に対して鈍いなんて暴言を吐はく輩やからは睨にらみ付けるところだが、今回に限っては僕を安あん堵どさせた。僕がどんな想いで桂香先輩を見ているか、正直本人には知られたくない。どう接したらいいかわからなくなるからだ。

「まあ、大橋が男女の機微に疎うといってのは、俺からすれば好都合だけどな。もし将棋の読み同様に勘が鋭かったら、俺が大橋を好きってのも知られてしまうわけだし」

「えっ？」

　今、二階堂、衝撃的な一言を発しなかったか。さらりと口にしたので、聞き流してしまいそうになったが、僕は今の言葉を頭の中で反はん芻すうした。うむ。確かに彼は桂けい香か先輩のことを好きだと言った。

「大おお橋はし先輩のこと、好きなんですか？」

「ああ。そういう気持ちになって、もう五年くらいになるかな」

　二に階かい堂どうは特に恥はずかしげな様子を見せることもなく、堂々としている。

　しかし──。

　僕は過去の二階堂の桂香先輩に対する言動を振り返ってみた。と言っても、将しよう棋ぎ道場の大会の時と今日の二日しか《サンプル》はないが。

　うーむ。厭いや味みな言葉を言っている場面しか浮かんでこない。とても恋心を抱いだいているようには見えない。

　僕は率直にそのことを話した。

「本当に好きなんですか？　何か、過去のやりとりを見ていると、大橋先輩を挑発しているようにしか思えないんですけど」

　僕の言葉に、二階堂は肩を竦すくめて苦笑した。

「やっぱりそんな風に見られてるのか。なるべくソフトに接しようと心がけてはいるんだが、本人を前にすると、どうしても捻ひねくれた部分が出てしまうんだよな」

　その気持ちは、何となく理解できた。男の子が好きな女の子にいじわるしてしまう、あの心理なのだろう。表現の仕方は違うが、僕にもそういう一面はある。

　カーブの向こう側から、電車が姿を現した。ベンチに座っていた人達が立ち上がり、ホームの前へと進んで行く。

「でも、なぜそんな話を僕に？」

「しちゃいけなかったか？」

「そういうわけじゃないですけど。普通は、そういうのって、隠すものですよね」

「正々堂々と戦ってやろうと思ったのさ。恋こい敵がたきだろ、俺達は」

　そう言って二階堂は微び笑しようを浮かべた。

　恋敵、か。正直ピンとこない。

「大橋に関することで、一つやる気の出る話をしてやろうか？」

「何ですか？」

「知りたいのか知りたくないのか、どっちだ？」

「……知りたいです」

「昔、小学五年の時だったかな。どういう流れでそういう話題になったのかは忘れたけど、大橋はどんな男が好きかって話になったんだ。はっきりと自分より将棋が強い男の子が好きだと言ったよ。だから……」

　そこで二階堂は言葉を切り、意味有り気な視線を僕に向けた。

　僕は悟さとった。昔は桂けい香か先輩の方が強かったが、中学に上がってからは二に階かい堂どうの方が分が良くなったというのはそれが要因だったのか、と。恋のパワー、恐おそるべし。

「お前、大おお橋はしに勝ったことは？」

「昨日、初めて勝ちました」

「そうか。それなら俺にもお前にも大橋をモノにするチャンスはあるってことだ。告白するための最低限の資格、と換言してもいいな」

　僕は以前香きよう車しやが言ったことを思い出していた。

『桂香先輩は将しよう棋ぎの強い男が好き』

　当たっていた。さすがの慧けい眼がんである。

　電車がゆっくりとホームへ入ってきて、停車した。ドアが開くと、待ち人達が続々と乗り込んで行く。

「それじゃ、またな。決勝大会、頑がん張ばれよ」

「あ、はい。ありがとうございます」

　二階堂は踵きびすを返して歩き始めたが、ふと立ち止まると、振り返ってこう言った。

「俺は大橋と同じ高校を受験するぜ。合格したら、来年からは味方同士だ。距離もぐんと縮まる」

　僅わずかに口角を上げた顔を僕に向け、二階堂はそのまま電車の中へと消えた。

　最後の最後に、強烈な一手を放たれた気分だ。

　なぜあんなことを言ったのだろう。

　僕を挑発しているのか？　僕は二階堂を恋こい敵がたきという目では見られないが、向こうはそうではないということなのだろうか。

　不意に桂香先輩と二階堂が仲良く高校生活を送っている映像が脳のう裏りを過よぎった。

　嫉しつ妬と心しんが芽生え、身体を内側から熱くする。

「あゆむくん。早く早く」

　桂香先輩が電車の中から僕を手招きしている。我に返った僕は慌あわてて電車へと駆かけ込んだ。




　数え切れないくらい通っている自宅へと続く川沿いの道。今朝も歩いた。だけど僕の目には、その風景はどこか違って見えた。目に映る家々が、何となく小さく見えた。スローモーションというと大おお袈げ裟さだが、動いている物体の動きが緩ゆるやかに感じられていた。

「ねえ、さっきは二階堂くんとどんなことを話してたの？」

　隣を歩く桂香先輩が訊たずねてきた。

　帰りの電車内で、皆と今日の大会のことを話しながらも、僕は桂香先輩と二階堂の今後を思い描いていた。あんな風に宣戦布告してくるくらいだから、二階堂は今後、桂香先輩への接し方を改めるかもしれない。紳しん士しのような振る舞いでアプローチをかけるかもしれない。僕の嫉妬心は大きくなるばかりだった。こんな精神状態ではまともに話せない。なので、一いつ旦たんそのことについては思考を停止させることにした。

「えっと、対局に関することです。横よこ歩ふじゃなかったら僕が負けていたとか、実力で勝ったとは思わないとか、そういうことです」

「そう。それで、二に階かい堂どうくんは何て言ったの？」

「僕の勝ちはまぐれではなく実力だと言ってくれました。あと、横歩は苦手にしていたけど、もっと上を目指すために、これからは積極的に横歩を指すみたいです」

「二階堂くんの言うとおり、あゆむくんの勝ちは実力よ。二階堂くんは終しゆう盤ばん詰つませられる場面で間違えてしまったけど、そういうのも全部ひっくるめて実力なの。二階堂くんの間違いを誘ったのは、あゆむくんの執しゆう念ねんかもね。私も今日のあゆむくんの対局を見て勉強させられたわ。それにしても──」

　桂けい香か先輩は首を傾かしげて僕を見る。

「なぜ二階堂くんは苦手な横歩を大一番で受けたのかしら。二階堂くんは色々な戦法が指せるのだから、後ご手て番ばんでも困ることはないのに。そのことについて二階堂くんは何か言ってた？」

「えー……」

　真実は話せないので誤ご魔ま化かすしかないが、何と言うべきか。

「対局前、休憩所のところで、僕が言ったんです。決して挑発しようと思って言ったわけではないですが」

「何て言ったの？」

「横歩の勝負なら僕が勝つのになあって言いました」

　桂香先輩は驚いた顔をつくったあと、噴ふき出すように笑い出した。

「あゆむくん、盤外戦術を使ったの？」

「いえ、本当にそういう意図はなくて、思わず口から洩もれていたんです」

「そうなの。その言葉が、二階堂くんの闘とう争そう心しんに火をつけたのね。でも、そんなこと言われたら、私も挑発に乗っちゃうかも。やるわね、あゆむくん」

「僕、盤外戦術は好きじゃないので、申し訳ない気持ちも持ってるんです」

「それは、別に気にしなくてもいいんじゃないかな。口くち汚ぎたなく罵ののしったわけじゃないし、勝ちたい気持ちが言葉になって出てしまっただけよ。何より、二階堂くんは気にしていないはずよ。却かえって、感謝してるんじゃないかしら。そんな気がするわ」

「そう言ってもらえると、気持ちが軽くなります」

　桂香先輩は夕日に染まった空を見上げて、

「この喜びにいつまでも浸ひたっていたいけど、そんな時間はないのよね。二十日後には、今日と同じかそれ以上の戦いが待ってる」

「さっき、二階堂さんが言ってましたけど、西日本には相当強いチームがあるみたいですね。特に西にし本もとっていう人が怪物級だと言ってました」

「ええ。西本くんの棋き譜ふをいくつも見てるけど、付け入る隙すきがないというのが私の本音。でも、完かん璧ぺきな手を指し続けられるわけはないのよ。西本くんだって、三十秒将しよう棋ぎになれば、焦あせって悪手を指すかもしれない。同じ中学生なんだから、必ず勝てるという意識で臨のぞむべきよ。戦う前から飲み込まれてはいけないわ」

「そうですよね。プロ棋士と戦うわけじゃないんだから、必要以上に気き後おくれしなくてもいいですよね。終盤まで互角に近い形勢で戦えていれば、必ずチャンスはくるはずだし、その瞬しゆん間かんをモノにできれば、決して勝てない相手ではないはずですよね」

　桂けい香か先輩は力強く頷うなずき、

「そのとおり。それに、彼は今日本で一番強い中学生なんだから、戦えることを喜ぶべきよ」

　西本はラスボス的な位置付けか。確かに、もしそんな大物と戦えるのであれば、将棋指しとしては喜ぶべきなのだろう。

「でも、彼のいるチームと戦うと決まったわけじゃないからね。準決勝は別のチームと当たるかもしれないから、西本くんだけを見ていてはいけないわ。また明日から橘たちばなくんも交えてレベル・アップできるように努力しましょう」

　数分前までは漠ばく然ぜんとしていた日本一への思いが、少しずつ色いろ濃こくなっていく。化け物的なイメージだった西本も、桂香先輩との会話で、少しだけ人間らしい姿になっていた。本当に少しだけだが。

　僕の自宅の屋根が見えてきた時、久しぶりに香きよう車しやの声が頭に響ひびいた。僕はポケットに手を入れて会話をする。

（あゆむの勝利を祝いたいところやけど、それは後回しや。あゆむ、今がチャンスやで）

（チャンス？　何ですかチャンスって？）

（桂香に告白するチャンスのことやないか）

　僕は思わず噴き出した。

　隣となりを歩いていた桂香先輩がびくっと身体を震わせた。

　僕は何でもないです。すいませんと言い、香車との会話を再開させた。

（告白って何ですか？）

（告白ゆうたら、愛の告白しかないやろ）

（勘かん弁べんしてください。無理ですよ。そもそも香車さんが言ってたじゃないですか。桂香先輩は僕のことを男としては見てないって）

（確かに言うた。だけど、あの時と今では状じよう況きようが違う。今ならいける。デートの誘いなら絶対に桂香はＯＫするで。断言する）

（そんなの無理ですって）

（無理やない。あゆむは女心の機き微びが見抜けてないだけなんや。二階堂に勝ったあゆむを見る桂けい香かの目には、女としての感情が籠こもってる。別に彼女になってくださいとお願いするわけやない。二人で遊びに行くお願いをするだけや。それなら確実にＯＫをもらえる。あたしを信じるんや）

（……別に香きよう車しやさんが噓うそを言ってるとは思わないですけど、僕、そんな言葉を紡つむげる自信がないです）

（あー、もう。何でそんなに消極的なんや。二に階かい堂どうを倒した将しよう棋ぎみたいにガンガン攻めんかい。ただでさえあゆむの方が年下なんやし、桂香のような女はな、男の方から攻めんと絶対に落とせないんやで）

（それは理解できてますけど……）

（一生、このままの関係でええんか？）

（それは……）

（桂香のこと、女として好きなんやろ？）

（…………）

（あのな、あゆむ。桂香は、来年は高校生になるんやで。今までのように、毎日顔を合わせることはなくなる。今のままの距離やったら、疎そ遠えんになる恐おそれもある。それでええんか？　二階堂も桂香を狙ねらってることがわかった今、うかうかしてる暇ひまはないんやで。来年の卒業式までに、気軽にメールや電話できるくらいの仲には距離を縮めておかないとダメや。このままやったら、絶対に後こう悔かいすることになるで）

　あと半年もすれば、桂香先輩が身近な存在ではなくなる。

　その事実が、急に鉛なまりのように重く圧のし掛かかってきた。

　確かに、香車の言うとおり、今のままの関係であれば、頻ひん繁ぱんに会うことはなくなるだろう。

　それは、厭いやだ。今までのようには無理でも、月に何回かは会ってお喋しやべりをしたり将棋を指したりしたい。

　でも、何と言えばいいのだろう。洒落しやれた言葉でデートに誘うなんて、僕にはできそうにない。

　僕の自宅に着く。

（でも、僕、桂香先輩に何と言えばいいのか、わかりません）

（ほんま、あゆむはシャイボーイやなあ。ほんとは自分の頭で考えた言葉で言わんとダメなんやけど、今回は特別に、あたしがデートに誘えるくどき文句を教えたるから、あたしの声を言葉にするんや）

（……そんなやり方で、大丈夫なんですか？　僕、自信ないな）

（男なら根性見せんかい！　これ以上グダグダ言うんやったら、今からあたしが出て行って桂香に全部ばらすで。あゆむがあんたに惚ほれてるから付き合ってくれやって）

（ダメダメダメ！　そんなことしたらダメ！）

（じゃあ、あたしの言うとおりに言葉にするんやで。ええな）

（……わかりました）

「さっき喜びに浸ひたってる時間はないと言ったけど、今日だけは布団の中でニヤニヤすることになると思う。なかなか寝付けないだろうなぁ」

　桂けい香か先輩は胸を押さえて感かん慨がい深ぶかげに言った。

「そ、そうですね。僕もそうなると思います」

「あゆむくん、今日は本当にお疲つかれ様。そして、ありがとう。またこの喜びに、いいえ、これ以上の喜びに浸れるように、また明日から頑がん張ばりましょう。それじゃ、今日はこれで帰るわね。バイバイ、あゆむくん」

　桂香先輩は手を振って踵きびすを返そうとした。

「あ、すいません。大おお橋はし先輩、ちょっと待ってください」

「どうしたの？」

「あの、あのですね……」

（ケーキは好きですか）

「大橋先輩は、ケーキは、お好きですか？」

「ケーキ？　うん。ケーキは好きよ。でも太るから、あまり頻ひん繁ぱんには食べないけど」

　桂香先輩は笑ってお腹なかを擦さすった。

（美お味いしいケーキを出す店を知ってるんで、今度一緒に行きましょう）

「あの、僕、美味しい、ケーキを、出す、お店を、知ってるんです。なので、今度、一緒に、食べに、行きませんか？」

　片言の日本語を話す外国人のように、僕は言葉を繋つないでいく。

　二に階かい堂どう戦以上の緊張感が僕を包んでいた。下へ手たをすると、吐はいてしまうかもしれない。胃の辺りがもぞもぞして、色々なものが逆流してきそうだった。

　桂香先輩は小首を傾かしげて、

「それって、どこかの将棋道場で対局した帰りに行くってこと？　ついでにみたいな感じで」

（違う。将棋は関係ない。完全に遊び目的。たまには息いき抜ぬきも必要）

「いえ。あの、たまには、息抜きも必要かなと思いまして、はい」

　僅わずかなあいだ真顔だった桂香先輩だが、すぐに微笑を浮かべて、

「そうね。ずっと糸が張り詰めたままの生活だと、精神衛生上よくないわね。どうせ遊びに行くなら、ボーリングをしたりゲームセンターで遊んだりカラオケをしたり、ぱあっと遊びましょう」

（あゆむ、きちんと二人で遊びに行く約束をするんやで。将棋クラブのメンバーを連れて来られたら敵わんからな）

「あの、その、遊びに行く時は、二人でいいのでしょうか？」

「他に誰か連れて来たい人がいるの？」

　僕は高速で首を横に振って、

「いえ。二人がいいです」

　桂けい香か先輩はにこりと笑い、

「それなら二人で遊びに行きましょう」

　僕は総毛立っていた。脚の震ふるえを知られないように必死に踏ん張っていた。

「私も、いくつか楽しく遊べそうなところを調べておくわ。──それじゃ、また明日ね」

「はい。また明日」

　桂香先輩は手を振って去って行く。その姿が見えなくなると、僕は身体の力を抜いた。途と端たんに脚の震えが襲ってきて、立っていられなくなった僕は壁かべに手をついた。

　二人がいいです、なんて台詞せりふ、あからさま過ぎる。誰が聞いても、その言葉の持つ意味は一つしかないではないか。二に階かい堂どう曰いわく、鈍どん感かんな桂香先輩だって、絶対にそういう風に受け取ったはずだ。僕は顔から火が出るくらい恥はずかしかった。




　部屋のドアを閉めると、僕を囲むようにして駒こま達が出現した。例の如ごとく香きよう車しやが僕の頭をヘッド・ロックし、手荒く祝福する。

「な？　あたしが言ったとおり、何も問題なかったやろ」

「はいぃ。全て香車さんのお陰かげです。ありがとうございました」

「次からは、ちゃんと自分の言葉で気持ちを伝えるんやで。それが男っちゅうもんや」

「はい。次からは自分の言葉で伝えようと思います」

「これから少しずつ桂香との距離を縮めて行けばええ。歩ふのように一歩一歩な。そうしたら、いつか桂香に王手をかけることができて、奪うばうことができる。必ずな」

　今までそんな大それたことを考えたことはなかったが、ほんの少し距離が縮まった今は、妄もう想そうしてしまう自分がいた。

　ただ、それを現実にするためには、もっと逞たくましい男にならなければいけない。一回りも二回りも精神的に逞しい男に。

「で、話題変わって二階堂戦のことやけど──」

　香車は空いている方の手で僕の頭を撫なでながら、

「あゆむ、めっちゃかっこよかったで！　よくやった！」

「ありがとうございます。相手のミスに助けられた恰かつ好こうでの勝利なんで、手放しでは喜べませんけど」

「そやな。確かに助けられた面もある。でも、今日の勝ちは決してまぐれじゃない。実力での勝利や。胸を張ってええんやで」

「将しよう棋ぎの神様にそう言ってもらえるのなら、胸を張れます」

「そや。将棋の神様が言うんやから、胸を張ってええ」

「あゆむくん、本当におめでとう。わたくし、将しよう棋ぎの対局でこんなに心を揺ゆさぶられたのは初めてです。心が震えました」

　歩ふが、僕の手を優しく握にぎった。目が、少し赤くなっている。
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「ありがとう。将棋の神様に見せられる内容ではないけど、そんな風に言ってもらえると、とても嬉うれしいし、もっと良い将棋を指せるように頑がん張ばろうっていう気になるよ」

「わたくし達の主あるじがあゆむくんで、本当に良かった。心からそう思います。ありがとう、あゆむくん」

　僕は最後に残った桂けい馬まを見る。

　今まで一度も僕を褒ほめてくれたことがない桂馬。いつも桂馬の使い方が下へ手ただと僕を叱しかる桂馬。果たして今日の僕は桂馬を上う手まく使えただろうか。自問してみるが、自信はなかった。

「今日も、あなたは桂馬の使い方が下手だった」

　やはり褒めてはもらえなかったかと、僕は肩を落とした。

「だけど、桂馬を取って詰つめろ逃のがれの詰めろをかけた局面は良かったわ。その一いつ瞬しゆんだけしか褒められるところはないけれど、今日の対局をよく憶えておきなさい。桂馬を上手く使えれば、必ず勝てるの。今日だって、桂馬を活用すればもっと早くに勝てる筋があったのよ。それは後で教えてあげるけれど、とにかく桂馬をもっと躍やく動どうさせなさい。それが勝利への一番の近道なの。わかった？」

「はい。わかりました。感想戦も、よろしくお願いします」

　少しだけではあるが、初めて桂けい馬まに認めてもらえる言葉をもらえたので、僕は嬉うれしかった。

「あゆむと出会って約二ヵ月。こんなにも成長するとはなあ。子供の成長は早いとはよく言ったものやで」

　香きよう車しやはずっと僕の顔に胸を押し付けている。これは、ご褒ほう美びとしてやってくれているのだろうか。少し、息苦しい。

「でも、これで終わりやない。桂けい香かが言ってたとおり、新たなる戦いはここから始まるんや。何や、西にし本もとという奴やつが強いらしいな。あんまり時間はないから、凝ぎよう縮しゆくして教えていかなあかんな。あたしらも忙いそがしくなるで」

「よろしくお願いします、と言いたいところなんですけど、僕、西本という人にはとても勝てる気がしないので、そっちは桂香先輩にお任せしようと思うんですけど、ダメですか？」

　ヘッド・ロックの力が強まり、

「ダメに決まってるやろ。一番強い奴を倒してこそ、勝負事は面おも白しろいんやないか。他人任せはあかんで」

「うぐぐ。でも、中学生名人ですよ？　二に階かい堂どうさんが手も足も出ずに負けた相手ですよ？」

「だから何や。そんなもん関係ない。今は向こうが上でも、戦うまでには二十日間の時間がある。その時間で西本に追いつけばええだけの話しや」

「いや、さすがにたった二十日間では……」

「一ヵ月前のことを思い出してみぃ。あたし達が二階堂に勝てるようにしたる言うて、そのとおりになったやろ。その再現を狙ねらうだけや。何も難しいことはあらへん。一ヵ月前のあゆむを西本に勝たせるようにするのは、まあ無理やったやろうけど、今の強くなったあゆむなら、いけるで。何も心配せんでええ」

　そんな風に言われると、何だかいけそうな気がしてくる。内容はともかく、駒こま達が言っていたとおり僕は二階堂に勝ったのだ。十分な説得力はある。ポジティブに考えることにしよう。

「僕、期待に応えられるように頑がん張ばりますので、またご指導ご鞭べん撻たつをよろしくお願いします。桂香先輩達と、日本一になる喜びを分かち合いたいです」

「よう言うた。やるからには頂点を狙ねらわんとな。あたし達の主あるじが日本一になってくれたら、鼻高々やで。──しかし、残り時間は二十日間かぁ。駒が足りんなぁ」

　香車はヘッド・ロックしていた僕を自由にした。

　ふぅ……。

「駒が足りない、と言いますと？」

「これは前にも話したことがあると思うけどな、あたし達は一枚の駒のままでも十分強いけど、局面によっては微び妙みように見え方が違う時もあるんや。桂馬の読みが正しい時もあるし、あたしの読みが上回ってる場合もある。あゆむがこれから戦う相手がどれだけ強かろうと、所しよ詮せんはあたし達の足元にも及ばない者達やから、本来ならあたし達の教えだけで十分なんやけど、でも、どんな形になっても一○○パーセント正しい手を指させる駒こまが出てきてくれた方が、あゆむの上達は格段に早くなる。それは間違いないんや」

「その駒とは？」

「もちろん、玉ぎよくや。まあ、王様じゃなくて女王様やけどな。女王様には、あたし達が束になっても勝てん。あたし達は答えがわからずに果てしない道を追求している駒に過ぎんけど、女王様は全ての答えを知っとる。初手から最終手まで、最善手を指し続けることができる。その女王様が出てきてくれれば、あゆむのレベル・アップも目に見えて早くなるんやけどな」

「女王様、ですか……」

　プロ棋き士しのほとんどに飛ひ車しや落おちで勝てるという香きよう車しや達が束になっても勝てない女王様。正しく、神だ。将しよう棋ぎに関する全ての答えを知っているというのなら、色々と訊きいてみたいことがある。先手の場合初手はどの手が最強なのかとか、居い飛び車しやと振り飛車はどちらが強いのかとか、そもそも本当に将棋は先手が有利なのかとか。未いまだ答えが出ていないそれらのことに関して、女王様は知っている。是ぜ非ひ、訊いてみたかった。

「ちょっとあなた、まさか女王様をここへ呼ぼうとしているわけじゃないでしょうね」

　と、桂けい馬まが言った。桂馬が桂馬の話題以外のことを口にしたのは、初登場の時以来だったので、僕にはひどく新鮮だった。

「女王様に頼らなくても、わたくし達であゆむくんを勝利に導けますわ。ほほほ」

　心なしか、歩ふの表情はやや引き攣つっているように見える。

「歩の言うとおりよ。女王様を呼ぶ必要はないわ」

　よく見ると、桂馬の頬ほおもぴくぴくと引き攣っている。

「そないびびらんでもええやろ。言ってみただけや。そもそも女王様は絶対に出てこんと思うで。あゆむのこと嫌ってるんやから」

　その言葉で僕は思い出した。他の駒達にも意識はあるが、僕があまりにも弱くて嫌いなので出てこないという話だった。でも、今はどうなのだろう。僕も、少しは強くなった。出てきていない駒の中には、僕のことを見直したという駒もいるかもしれない。駒はそれぞれ個性的なので、他の駒にも会ってみたいという思いが生まれていた。

　と、その時だった。

　ドンッ、と僕の背後で物音がした。何かが床に落ちたような物音に聞こえた。振り返ろうとした時、

「あー、あ、あ、じょ、女王様やないですか。お久しぶりです」

　と、香車が叫んだ。

　女王様！　僕の後ろに、女王様がいるのか！　将棋の全てを知り、全てが見えている駒。

　しかし僕は振り返るのを躊ちゆう躇ちよしていた。香車の顔が引き攣っているからだ。明らかに、恐れをなしている対象に向けられる表情だった。

　顔を歪ゆがめているのは香きよう車しやだけではない。歩ふも桂けい馬まも、ひどく青あお褪ざめた顔になっていた。

　なぜ、そんな顔で女王を見るのか？　仲間だよね？　それとも上司と部下という立場なのだろうか。あの香車が様を付けて呼んでいるくらいだから、上下関係が存在しているのかもしれない。だとしても、なぜそんなに怯おびえているのだ。

「あっ、女王様が自らあゆむに将しよう棋ぎを教えてくださるのですか。そうですか。いやぁ、あゆむは幸せ者ですね。羨うらやましいですわ。それならあたしはもう必要ないですね。これで失礼します。──あゆむ、良かったな。これで西にし本もとに勝てるで。女王様の教えをしっかり受けるんやで。ほな、またな」

　早口で言い、香車は煙のように消えた。

「女王様がいれば、安心して眠ることができます。この子に、桂馬の正しい使い方を叩たたき込んであげてください。それでは、失礼致します」

　桂馬もいなくなり、歩だけが残った。

　何これ、怖こわい。

　僕は恐きよう怖ふ心しんに包まれていた。

　香車達がこんなにも怯える女王様と二人きりになりたくない。

　せめて誰か一緒なら、耐たえられるかもしれない。その望みは、僕の名前と同じ漢字の歩に託されている。僕は歩に懇こん願がんの瞳を向けた。歩は僕の視線をしっかりと受け止めて、ゆっくりと口を開いた。

「あゆむくん、頑がん張ばってね。女王様、あとはよろしくお願い致します」

　歩はぺこりと頭を下げて、消えた。

　望みは、断たれた。

　僕の後ろにいる女王様は、一言も言葉を発しない。ただ、背中に鋭するどい視線だけを感じていた。幼い頃、動物園でこんな視線を感じたことがある。振り向くと、そこにはライオンがいたっけ。

　怖い。脚が震えている。逃げ出したいが、それは叶かなわないと知っている。

　僕は振り返る決意をする。その顔を見るのは怖いが、このまま無言の圧力に耐えられるだけの気力はなかった。振り返り、早々に散ってしまいたかった。でも、暴力は止めてください。

　僕は深呼吸し、恐る恐る、振り返った。

　瞬しゆん間かん──。

「頭ずが高い！　我こそが真の将しよう棋ぎ神しん、女王である！」

　何かで頭を叩かれた僕は、派手に床に突つっ伏ぷした。なぜ香車達が逃げ出したのか、僕は痛む頭を擦さすりながら悟さとった。

　僕は諦あきらめと絶望の溜ため息いきを吐つきながら、再び恐おそる恐る頭を上げた。


（おわり）








　あとがき




　皆様、初めまして。初めましてじゃない方はこんにちは。青あお葉ば優ゆう一いちです。

　二○一三年は、私のそこそこ長い人生の中で最も衝撃的な一年となりました。これからどういう人生を歩むのかはわかりませんが、二○一三年が私の人生の分ぶん岐き点てんになることは間違いありません。

　小説家を志してから受賞するまで約十年かかりましたが、いざ受賞して思ったことは、諦あきらめないことの大切さと、人間ひとつは取とり柄えがあるものなんだなということです。私に取り柄があるということは、この世に取り柄のない人間なんていないということです。自信を持って生きていきましょう。

　本作は将しよう棋ぎが題材になっています。将棋を題材にした漫画やドラマは結構ありますが、将棋を題材にした小説と聞いて、ぱっと頭に浮かぶものはありません。皆さんもないと思います。『バカヤロー青葉、将棋小説の傑けつ作さく○を知らねえのかよ』というツッコミをした方がいたらすみません。知らねえです。

　なぜ将棋を題材にしたのか。これは簡単な話で、将棋が好きだからです。将棋ファンになって、四半世紀以上経たちます。私が初めて将棋に触れたのは、ファミリーコンピュータのソフト『本将棋・内ない藤とう九段将棋秘伝』でした。私が小学三年生か四年生の時に父親が買ってきたのです。あの時父親が『本将棋・内藤九段将棋秘伝』を買ってこなかったら、私が小説家デビューすることもなかったかもしれません。そう考えると、人生って繋つながっているんだなぁと感かん慨がい深ぶかくなります。

　さて、本作を読んでいる途中、あるいは読了後に多くの人がこう思ったことでしょう。

　この作者の棋き力りよくはいったいどれ程なのだろう、と。

　ご想像にお任せしようかなと思ったのですが、ヒントくらいは出しておきます。





　一　自称アマチュア初段

　二　プロ棋士になる力はあるが敢あえてアマチュアのまま

　三　元プロ棋士

　四　現役の名人

　五　実は将棋の神様






　もし答えを知りたい方がいましたら、私に会った時に訊きいてください。『青葉さんの棋力ってどのくらいなんですか？』と。その時私がどんなに急いでいても、必ず立ち止まってお答えします。ちなみに私はTwitterもblogもやっておりませんので、探さないでください。

　それでは、恒例（？）の謝辞に移らせていただきます。

　下読みの方、編集部の方々、本作を評価してくださり、そして最終選考に残していただきありがとうございました。

　選考委員の皆様。『王おう手て桂けい香か取とり！』に《銀賞》を与えてくださり、ありがとうございました。このご恩は、命が尽つきるその瞬しゆん間かんまで忘れません。

　担当様にも感謝致します。指摘された箇か所しよを直すことにより、見違えるほど良い物語になりました。ありがとうございます。校閲さんもありがとうございました。

　絵師のヤスさん。私の生み出したキャラクター達を魅み力りよく的に描いてくださり、ありがとうございます。完成した『桂香先輩』を見た時、よっしゃ！　と小さくガッツポーズしました。本人達も喜んでいると思います。

　推すい薦せん文ぶんを書いてくださった高たか橋はし道みち雄お九段。まさかプロ棋き士しの方に推薦文を書いていただけるとは、夢にも思っていませんでした。その事実を聞いた時は、心が震えました。この将しよう棋ぎ物語をどこまで書けるかはわかりませんが、将棋ファンを一人でも増やせるような物語を紡つむいでいきたいと思っております。本当にありがとうございました。

　そして最後に『王手桂香取り！』を読んでいただいた皆様。数多あまたある小説の中から本作を手に取っていただいて、心から感謝しております。本作を通じて皆さんと出会えたことを、私は一生忘れません。

　青あお葉ば優ゆう一いちの姿を見たのはこれが最後だった、なんてことにならないように精しよう進じんしていきます。それでは、また会う日まで。


青葉優一
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青あお葉ば優ゆう一いち

熊本県のどこかに生息。Ａ型。蠍座。無類の猫好き。小心者。コーヒーとカフェオレが嗜好品。口だけは達者。基本無口。酒が入ると喋り始める。優柔不断。すぐ感動する。良くも悪くも子供の頃から変わっていない。そんな男です。
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ヤス

漫画家・イラストレーター。８月３日生。徳島県出身で埼玉県在住。電撃文庫ではお久しぶりです。今年の目標は人間ドックに行くことです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「青葉優一先生」係

「ヤス先生」係











初出



本書は第20回電撃小説大賞で《銀賞》を受賞した『王手桂香取り！』を加筆・修正したものです。
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王おう手て桂けい香か取とり！








青あお葉ば優ゆう一いち
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